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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　整然と敷しき詰つめられた石いし畳だたみを乱暴に蹴け飛とばす足音。何人もの男たちの荒あら々あらしい息いき遣づかいが、暴力的な忙せわしなさを放ちながらすぐ近くを通り過ぎていく。

　何度目とも知れないそれを、物もの陰かげで息をひそめてやり過ごし。それから少女は弟の手を取って走り出した。

「姉ちゃん、いたい……！」

　手首を強くつかまれて涙なみだ目めになる弟に、少女は口元で人差し指を立ててみせる。

「……がまんして、ヒューリ。あいつらから逃にげるまで、がまん」

　低い声でそう諭さとしつつ、前方に気配を感じた少女は、慌あわてて民家の軒のき下したに飛び込んだ。間かん一いつ髪ぱつ。風ふう銃じゆうを抱えた人ひと影かげが四人、連れ立って曲がり角を折れてくる。

「…………っ……！」

　ガンガン、と門戸を叩たたく音。連中は手分けして、辺りの家々を手当たり次第に見分して回っているようだ。その様子を軒下から覗のぞき見つつ、姉弟は必死に気配を殺し続けるしかない。

　──見つかったら、あたしたちも連れてかれる。

　そう考えると背筋にぞっと寒気が走り、少女はとてつもない心細さに襲おそわれた。胸むねの中を締しめ上げられるような苦しさと共に、喉のどから嗚お咽えつがせり上がってくる。

「─────っ……！」

　それを必死で嚙かみ殺し、再び気配が通り過ぎるのを待って、萎なえそうになる心を負けん気で奮ふるい立たせる。目元に浮うかんだ涙の粒つぶを手の甲こうで強く拭ぬぐい、彼女は歯を食いしばって軒下から這はい出した。




　少女にもおぼろげに分かっていた。「オウコクフッコー派」の連中がやらかしたのだ。

　彼女が住むキオカ共和国は、複数の国家・民族が合がつ併ぺいすることで誕たん生じようした比ひ較かく的てき若い国だ。なので同じキオカ人といっても、その内実は歴史的なルーツを別に持つ人々の集合に過ぎない。　ガルーム王国、ニタグア公国、マムラン諸しよ族ぞく連れん邦ぽう、バユシエ、ラオ、ヤポニク分立国──称しようして東方の六つ国。二百年ばかり遡さかのぼれば、彼女らのご先祖様は、今は亡きそれらの国々で別々の暮らしを営んでいたという。

　その点に関しては全すべての国民に共通するのだが、ごく一部に、そうした過去に囚とらわれすぎている連中がいる。ガルーム王国復ふつ興こう派ははその一例で、しかも特に悪い例だった。キオカの設立から百年以上が過ぎた今なお、彼らは過日の栄光を忘れられずに王室の再建を目もく論ろんでいるのだ。国民議会に一定の勢力を保ち続けるかたわら、その追求はしばしば暴力的な形をもって実行される。




「お父さん……お母さぁん……」

　弟が嗚お咽えつと一いつ緒しよに漏もらした言葉に、少女も危うく泣なき出しそうになった。ふたりの両親は、すでに王国復ふつ興こう派はの手によって連れ去られた後だったから。

　まぶたを閉じれば鮮せん明めいに思い出せる。外に遊びに出ていた姉弟が空腹を感じて家に帰ろうとしたところで、自宅の玄げん関かん前で押おし問もん答どうしている両親と見知らぬ男たちの姿が目に入ったのだ。とっさに危険を感じた彼女は弟の手を引いて物もの陰かげに隠かくれ、その場からしばらく様子を窺うかがったが──ほどなく両親は男たちに銃じゆうを突つき付けられて、そのままどこかに連れ去られてしまった。

　父と母が、悪い奴やつらに連れ去られた。

　そう状じよう況きようを認めた瞬しゆん間かんから、少女は自分が取るべき行動を考え、果か敢かんに実行し始めていた。

「──いなくなったみたい。いくよ、ヒューリ！」

　弟の手を引き、軒のき下したから這はい出して少女は再び走り出す。頰ほおを汚よごす土つち埃ぼこりを、こぼれた涙なみだと一緒に手の甲こうで乱暴に拭ぬぐう。そうすることで弱気の虫を押さえつけた。

　小さな頭を必死で回して、少女は懸けん命めいに考えていた──まずは弟のヒューリを安全な場所に逃にがさなければならない。幼い弟は家族の中でいちばん弱い存在で、年長の自分が面めん倒どうを見てやる必要がある。そこまでは自明。──問題は、どこに連れて行けば安全なのか、だ。

　困った時はご近所さんを頼たよりなさい、そう母には言われている。けれど、今回に限ればそれではダメだろうと思った。八や百お屋やのハーサおばさんや靴くつ屋やのメンデイおじさん、はたまた自分の何倍も体の大きい大工のマバザイ親方でも、銃で脅おどしてくる連中はどうにもならない。

　頼るのなら、同じような武器を持っている人々だ。そう結論した少女は、隣となりの区の公安署を目的地として思い決めた。買い物の途と中ちゆうで母と一緒に通りかかったことがあるので、そこまでの道順はぼんやりと覚えている。普ふ通つうに歩いて向かえば四十分とかからないはずだった。──が、

「はっ、はっ……、あっ……！」

　問題は、復興派の連中があちこちを走り回っていることだった。すでに出発から一時間以上経たっているのに、彼らの目を盗ぬすんで隠れながら進んでいるせいで、未いまだに隣の区にすら辿たどり着けていない。これは彼女にとって予想外の足あし踏ぶみだった。

「わっ、ここにも……！　あいつら何人いるの!?」

　足を止める回数が重なるほど、自分が大きな事件の渦か中ちゆうにいることを思い知らされる。これがどれだけの規模で起きている異変なのか、もはや彼女には想像することも出来ない。まだ十歳になったばかりの少女にとっては、自宅を中心とする半径数百メートルが世界の全すべてだ。

　それでも子供ならではの体の小ささが幸いして、誰だれにも見つからないまま進み続けていた姉弟の前に、ふと異様な光景が広がった。路ろ肩かたに停とめてあった荷馬車の陰に隠れつつ、少女はぎゅっと眉まゆ根ねを寄せる。

「……あいつら、とおせんぼしてる」

　見たままの印象を少女はつぶやいた。その言葉通り、彼女らの行く手を阻はばむ形で大勢の兵士たちが立ちはだかっている。さらに向こう側には、木材からなる作りかけのバリケードが横たわっていた。

「…………」

　予想もしなかった難関の出現に、しかし少女は気を萎なえさせたりはしない。あれだけ派手に通せんぼしているのだから、あそこを越こえれば状じよう況きようが変わるはずだ──と、彼女は至ってポジティブに考えてのける。それは一つの才能と言えた。この場で吉きちと出るか凶きようと出るかはさておき、だが。

「姉ちゃん、どうするの……？」

　思案にふける姉の袖そで口ぐちを、弟が不安げに引っ張る。少女は無言のまま辺りを見回した。

　問題のバリケードは作り始めて間もないようで、目立った隙すき間まがいくつもある。体の小さな子供ふたりにとって、それをすり抜ぬけるだけなら難しくも何ともない。

　が、そこへ辿たどり着くまでに距きよ離りと人目があり過ぎる。ざっと見て三十メートル以上。それだけの距離を誰だれにも見つからずに進むことは出来ないし、ひと思いに走り抜けようとしても、大人の足には追い付かれてしまうだろう。

　長いこと考え抜いた末に、少女は決然と目の前の馬車をにらんだ。馬を頸くび木きに繫つないだのみで、不用心にも車輪のロックが為なされていない復ふつ興こう派はの不ふ手て際ぎわ──そこまでは気付かず、単にそれを「乗り物」としてみなした上で、少女はシンプルな発想に思い至る。

「これに、乗る」

　頸木から縄なわを解いてしまえば、あとは馬の尻しりを引っぱたけば走るはず。おぼろげな知識でそう考えて、少女は御ぎよ者しや台だいを漁あさり始めた。







「作業を急げ！　じきに国軍がやって来るぞ！」

　バリケードの設置作業を監かん督とくするかたわら、王国復興派の中年男性がそう叫さけんだ。命令する口調につけ部下を扱あつかう手際につけ、その指し揮きぶりは堂に入いっている。それも当然で、彼は軍ぐん曹そうの階級を持つれっきとしたキオカ軍の退役軍人なのだった。

「作業は順調であります、隊長殿どの」

「うむ、続けろ。ここの封ふう鎖さが成なると成らぬでは、この後が大おお違ちがいだからな」

　報告に来た部下に向かってそう言って、男は厳しい表情で腕うでを組む。

「何としても成し遂とげねばならん。このところの議員連中の弱よわ腰ごしぶりは目に余る……。奴やつらに任せておいては、故国の復興など夢のまた夢だ」

　部下は無言でうなずいた。男は声を大にして続ける。

「かくなる上は、我々が事を起こす。ここ首都ノランドットの一角をガルーム民族限定の居住区と定め直し、他民族を排はいして同どう胞ほうを呼び込み、民族としての一体感を取り戻もどすのだ。ガルーム人はガルーム人として生活しなければならん──全国民共通の初等教育などもっての外ほかだ！」

　語る言葉が次第に熱を帯びて、まくしたてるような調子になってきた。

「信じられるかクアッディ。私の息子むすこはな、学まなび舎やでニタグアの頭でっかちやマムランの蛮ばん族ぞくの餓が鬼きどもと机を並べさせられておるのだぞ。そのことに文句を付ければ、差別だの何だのと逆に非難される始末……まったく度どし難がたい！」

　ダン、と軍ぐん靴かの底が荒あらっぽく地面を叩たたいた。そこで少し声のトーンを下げてから、男は恨うらみがましげに舌打ちする。

「百歩譲ゆずって、全すべての民族が共に栄えるという理念はよしとしよう。……だが、それを成なすに当たって先頭に立つべきは我らガルーム人だ。そんなのは当たり前ではないか、キオカの成立以前にもっとも力を持っていたのは我々だったのだから。ニタグア人も、マムラン人も、ヤポニク人も、バユシエ人もラオ人も──本来なら我々に服属していて然しかるべき立場なのだ。それをどう勘かん違ちがいしたか、対等の立場だなどと驕おごりおって！」

　部下がうんうんと繰くり返しうなずく。その肩かたをどんと叩いて、男は力強く言い放つ。

「我らの行動で、その思い違いを正してやるのだ。良いな、クアッディ！」

「は、隊長殿どの！」

　互たがいの目標を確認し合うふたり。故国復ふつ興こうの決意を両者が新たにした、その瞬しゆん間かん、

「──おい、なんだ!?　そこの馬車、止まれ！」

　泡あわを食った仲間の声が耳に入り、彼らはぎょっとして背後を振ふり向く。その視線の先では、路ろ肩かたに停とめてあったはずの馬車が、彼らに向かって荷車ごと走り始めたところだった。

「止まれ！　止まれと──」「おい、突つっ込んでくるぞ！」「うぉおおおおっ!?」

　制止を突っ切って走り抜ぬけた馬がバリケードの直前で足あし踏ぶみし、慣性に振り回された荷車が組みかけの木材に衝しよう突とつした。──だが、真に驚おどろくべきはその直後だった。一部が半はん壊かいしたバリケードに寄り掛かかる形で止まった荷車から、すかさず幼い姉弟が飛び降りたのだ。

「っく……！　走るよ、ヒューリ！」

　バリケードの向こうをひたと見み据すえ、弟の手を取って走り出す少女。衝突の際に打った額ひたいから血が流れるのも構わない。その姿を見て取った復興派の面々が血相を変えて叫さけんだ。

「子供だ！　子供が逃にげるぞ！」「なんだと!?　捕つかまえろッ！」

　木材の隙すき間まを抜けていこうとするふたりに男たちが追いすがる。瞬またたく間に距きよ離りが詰つまっていった。不意を突かれたとはいえ、子供の足なら難なく追い付く──そう侮あなどった彼らの体を、突とつ然ぜんの予期せぬ衝しよう撃げきが撃うち抜いた。

「かッ……!?」「ぐぁッ！」

　姉弟の背中にもう一歩まで迫せまっていた男たちが次々と転てん倒とうする。肩や胸むねを押おさえて悶もん絶ぜつする彼らの姿に、この場の隊長を務める男は目を剝むいて叫さけんだ。

「なんだ!?　何が起こっている！」

「銃じゆう撃げきです、隊長殿どの！　我々は攻こう撃げきを受けています！」

「銃撃だと？　ふざけるな！　敵兵の姿などどこにも──」

　彼らの眼前で、新たにひとりの仲間が撃うち抜ぬかれて倒たおれ伏ふす。そこで自分の手落ちに気付いた隊長は、地面ばかりを這はっていた視線を一気に頭上へ向けて──瞬しゆん間かん、目を剝いた。

　彼の視界に入ったのは、通りの両りよう脇わきに連つらなる家々の屋根。その上に伏せて射撃姿勢を取る、大勢の風ふう銃じゆう兵へいたちの姿だった。

「──民家の屋根上に先せん遣けん隊たいを!?　おのれ、そんな小細工を……！」

　敵兵の姿をにらんで、隊長はぎりりと奥おく歯ばを嚙かみしめた。その隣となりで、また別の危険を見て取った部下が叫ぶ。

「前方に敵部隊を視認！　こちらに向かって急速に接近中──騎き兵へい中隊です！」

　遮しや蔽へい物ぶつに身を隠かくしつつ、隊長は屋根上の敵兵からバリケードの向こう側へ視線を移す。砂すな埃ぼこりを巻き上げて通りを疾しつ駆くしてくる騎兵たちの姿を確かに見て取り、彼は不意を打たれて動どう揺ようする心に気合を入れなおす。

「本命が来たか！　頭上からの銃撃に怯ひるむな、総員迎げい撃げき準備！　連中はバリケードで必ず足を止める！　そこを狙ねらって迎むかえ撃て！」

　具体的な命令を受けた部下たちが統率を取り戻もどして武器を構えた。バリケードの向こうから砂埃を巻き上げて迫せまりくる騎兵集団。その姿を負けじと見返し、照準を合わせて──あとは引き金を引くだけとなった頃ころ合あいで、兵の一部が異変に気付く。

「なぁ──あれ」「ああ……足を緩ゆるめないぞ」

　すでに互たがいの軍装まで視認出来る距きよ離り。にもかかわらず、敵騎兵の勢いは少しも止まらない。行く手を阻はばむバリケードの存在が見えていないかのように。

「……まさか、あのまま突つっ込んでくるつもりか!?」

　減速の兆きざしを見せない騎兵たち。その破は滅めつ的てきな足取りが、ついに障害の手前まで差し掛かかる。彼らが激げき突とつして自滅する光景だけを予期した復ふつ興こう派はの面々。だが──続く瞬間、彼らは、地面を蹴けって宙に舞まい上がる馬体の質量感を間近に見て取った。

「な────！」

　騎兵に求められる水準を遥はるかに超こえて、もはや曲芸の域に達した障害飛ひ越えつ。兵士たちの盾たてとなるべき木材は、跳ちよう躍やくする馬たちの蹄ひづめの先にすら掛からずに終わった。

「ひ───っ」「うわぁぁぁぁ！」

　失態を悟さとった兵士たちの悲鳴が合唱する。目の前のバリケードでは障害物たりえない──その事実を見誤った時点で、彼らの抵てい抗こうはすでに終わっていたのだ。







「Ｍｕｍ……バリケードの作り方が一世代古いな。こんな手間をかけて木材を組まなくても、今なら有ゆう刺し鉄てつ線せんを使えば話は早いのに」

　制圧が済んだ通りの中ほどを、ひときわ目を引く白はく髪はつの将が見分して回っている。周囲の士官たちの中で頭一つ抜ぬけて年若く、それでいて足取りは誰だれよりも堂々と。振ふる舞まいのひとつひとつに活力の漲みなぎりが表れていた。

「無理もありませんよ、ジャン。指し揮きを執とっているのは良くて退役軍人でしょうから。有刺鉄線の実用化が始まったのはごく最近……一線を退いて久しい軍人には、実戦での運用経験そのものがありません」

　副官を務める黒くろ髪かみの女性、ミアラ・ギン少しよう佐さが会話に応じる。顔のつくりと腰こしに差した小刀のフォルムが、その出自が亡国ヤポニクにあることを示していた。

「世代の壁かべ、というやつか。……王国復ふつ興こうなんていう不毛な思想の伝でん播ぱも、その壁が防いでくれるならいいんだけどね──」

　ため息混じりにつぶやくジャン。そうして制圧地域の見分を一通り終えたところで、ふたりは突とつ入にゆうのきっかけとなった子供たちに近付いていく。

「──驚おどろかせてごめんよ。君たちはあの中から逃にげてきたんだね？」

　身を屈かがめて視線の高さを合わせてから、ジャンは姉弟に向かって話しかける。姉のほうは値ね踏ぶみするような目でじっと彼を見返し、弟はその背中にぴったりくっついていた。

「お父さんやお母さんとは、はぐれてしまったのかい？」

　ジャンが重ねて尋たずねると、やがて少女はゆっくりと首を縦たてに振った。

「おにいさんたち、警察のひと？」

「ちょっと違ちがうけど、似たようなものかな。君たちを助けに来たことには変わりないから、そこは安心してくれていい」

　微笑ほほえみを浮うかべてそう請うけ合った彼に、少女は淡たん々たんと告げる。

「お父さんとお母さんは、オウコクフッコー派の奴やつらに連れていかれました」

　表情を硬かたくするミアラの前で、少女は背中にくっついていた弟を前に押おし出した。

「弟を安全なところに連れていって。あとでむかえに行きます」

　言いながら辺りを見回し、忙せわしなく動き回る兵士たちを見つめながら、さらに一言。

「あと──武器をください。あの銃じゆうっていうやつでいいから」

「武器を？　……それで、あなたはどうするつもり？」

　尋ねるミアラを前に、身をひるがえして自分がやって来た道を振り返ると、少女は迷わず口にする。

「きまってる。家族を取り返しにいくの」

　有無を言わさぬ力強さで、少女はそう言い切った。絶句する副官の隣となりで、白はく髪はつの将がにこりと笑う。

「……素晴らしいシオール。いいよ、貸してあげよう」

「ジャン!?　何を──」

　ミアラの驚おどろきをよそに、白銀の瞳ひとみで相手をしっかりと見み据すえるジャン。彼は改まった口調で問いかけた。

「勇ゆう敢かんなレディ。君の名前を訊きいても？」

「……カーシャ・マスクス。弟はヒューリ」

「ありがとう、ミス・カーシャ。安心してくれていい、君の弟は責任をもって安全な場所に保護する」

　彼が背後の部下に目配せすると、物もの腰ごしの柔やわらかな女性兵士が少女の弟を迎むかえにきた。それからしばらくは姉と離はなれることを嫌いやがっていた少年だが、彼女の決意が動かないことを見て取ると、しゅんとして兵士に連れられていく。

　その背中をカーシャと共に見送った後、白髪の将は右手の親指で自分を指さして告げる。

「こちらからも名乗りを返そう。僕ぼくはジャン。キオカ陸りく軍ぐん少しよう将しようジャン・アルキネクスという者さ」

　共和国にその名を知らぬ者とてない当世の麒き麟りん児じの、自負と自信に満ちた名乗り。背後から光すら射さして見えるような彼の姿に、少女は無意識に目を見開く。
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「憶おぼえてくれたかい。それが君に貸し与えられた、最強の武器の名前だよ」
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「……報告が来ました。どうやら間ま違ちがいありません。旧ガルームの過激派によって、首都ノランドットの東部第六区が占せん拠きよされたとのことです」

　書記官の口から決定的な凶きよう報ほうがもたらされる。重く張りつめた空気の中、首都の中央にそびえる議会議事堂の委員会室に参集した議員の大半は、部屋で唯ゆい一いつの窓まどの前に立つ濃のう紺こんのスーツの背中を厳しく見とがめた。

「──とんだ事態になりましたな、執しつ政せい官かん殿どの」

　声には明らかな敵意がこもっていたが、それと同時に隠かくしきれない喜き色しよくもにじんでいた。同様の響ひびきをもつ声が、間を置かずに後を追う。

「あなたの任期中に起こった内ない紛ふんは、大きなものに限ってもこれで五度目……。そのために帝てい国こくに対する軍事行動も長らく滞とどこおっている。今度こそ庇かばいきれませんぞ」

「いかにも。周囲の反発を考えずに大おお鉈なたを振ふるった結果がこれです。一体どうなさるおつもりか？」

「二年前にクーデターによって帝国軍が割れた時、こちらが万全の態勢だったなら、国境を越こえて大きく侵しん攻こう出来たはず。しかし実現はしなかった──それが叶かなわぬほどの火種を内側に抱え込んでいたばかりに」

「我々の戦略構想をぶち壊こわしにした内乱に次ぐ内乱。帝国側からの煽せん動どう工作があったにせよ、それを言い訳には出来ない。この責任は誰だれかが問われるべきではありませんか？」

　畳たたみ掛かけるような詰きつ問もんにも、彼らがにらみつける背中は微び動どうだにしない。ただひとつ、金属管が擦こすれ合うカチャカチャという音だけが、その背中の向こう側から断続的に響き続けていた。

「納得のいくお答えをいただきたい！　だんまりを決め込んでも逃にげられませんぞ！」

　反応がないことに焦じれた議員のひとりが、一気に声を荒あらげて沈ちん黙もくを非難する。それでようやく返答を求められていることに気付いたように、金属の擦れ合う音がぴたりと止まった。

「──だんまりと言われても。あなた方の懸け念ねんが、私にはもうひとつピンと来ないもので」

　応じる声は憎にく々にくしいまでに平然としていた。部屋の最さい奥おうに佇たたずんで微動だにしない中肉中背の背中を前に、その牙が城じようを突つき崩くずさんと望む議員たちは、負けじと糾きゆう弾だんの限りを尽つくす。

「強がりも大たい概がいになさってはどうか！　それとも本当に状じよう況きようを理解しておられないのか？　旧ガルームの過激派勢力は、ここノランドット市街の一部を占拠して立てこもっている！　大勢の一いつ般ぱん民衆が巻き込まれていることは誰の目にも自明！　彼らが人質として利用されることも、過激派の目的がどうあれ、おそらくは確実……！」

「この事件での犠ぎ牲せい者しやが多数に上れば、あなたの政権支持率の急落は避さけられまい。さりとて過激派の要求を吞のんで弱よわ腰ごしを晒さらしたところで結果は同じ。いよいよ手て詰づまりですな執政官殿。その窓から見下ろす街並みも、あと幾いく日にちで見納めとなることやら……」

　そうあって欲しいという願望が露ろ骨こつに表れた一連の発言を受けて、紺こん色いろの背中がほんのかすかに上下する。それは男なりの失笑の表現だった。

「これは光栄。囚とらわれた市民たちの安あん否ぴに優先して、私の今後を憂うれいてくださるとは」

　淡たん々たんとした皮肉が議員たちを一いち撃げきした。それを聞いた彼らがさらなる罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立てる前に、紺色の背中は声を大にして宣言する。

「しかしご安心いただきたい。その心配はおよそ杞き憂ゆうというもの」

　気け圧おされた議員たちが一いつ瞬しゆん言葉を失う。金管の擦こすれ合う音が、広い室内に再び鳴り響ひびく。

「必要な手はすでに打ちましたので。私はただ、ここで朗ろう報ほうを待つのみです」





＊






「…………」

　封ふう鎖さされた通りのど真ん中に張られた天幕の中。目の前の長テーブルと向き合ったまま、勇ゆう敢かんな少女カーシャの時間は止まっていた。正確には、その上に置かれた角切りパンとフルーツカクテル、銅カップに注がれた牛の乳を見つめて、だが。

「どうしたんだい、食べなさい。お腹なかが減っているだろう？」

　テーブルを挟はさんだ彼女の対面から、ジャンが笑顔のままそう勧すすめる。そういう彼自身も小気味いい音を立ててリンゴをかじっていた。

「弟君のことなら心配しなくても、今いま頃ごろこれと同じような食事がもらえているよ。ここなら三度の食事に生野菜と果物を出せるからね。市内で戦う時の利点のひとつだ」

「……あいつらをやっつけに行かないの？」

　スプーンを握にぎりしめて少女が問う。それを聞いたジャンはふと真顔になって問い返す。

「ミス・カーシャ。王国復ふつ興こう派はの連中をやっつけることが、君の目的なのかい？」

　意表を突つかれたカーシャはしばらく沈ちん黙もくし、やがて唇くちびるをすぼめて首を横に振ふった。

「……ちがう。お父さんとお母さんを取り返すって、あたし、さいしょに言った」

「良かった。だとすれば、僕ぼくの目的もほとんど同じだ」

　ほっとしたように相そう好ごうを崩くずして、白はく髪はつの将はトントンと指先でテーブルを叩たたく。

「敵をやっつけるだけなら、それは大して難しいことじゃない。僕の連れてきた部隊の全力で攻せめ込めば、一時間と経たたずに決着はつく。──でも、それをやれば必ず激しい戦いが起こる。そうなると君のお父さんとお母さんを傷付けてしまうかもしれない。分かるね？」

　むむむ、とカーシャの眉まゆ根ねが寄る。じゅうぶんな時間を置いてから、ジャンはゆっくりと言葉を続ける。

「捕つかまっている人々を助け出すのが目的で、戦いはその手段に過ぎない。そこを間ま違ちがえてはいけないよ、ミス・カーシャ」

「……だったら、ジャンは、どうやってお父さんとお母さんを助けるつもりなの？」

　その問いには即そく答とうせず、白はく髪はつの将は天幕の入り口に視線を向ける。ほどなく垂たれ布が押おし上がり、副官のミアラが顔を出した。

「ジャン。占せん拠きよされた区画に潜せん入にゆうさせた部隊から、たったいま伝令が戻もどりました」

「Ｙａｈ。報告を頼たのむよ」

「はい。──まず、敵の総勢は一個大隊六百人程度と見られます。その大半は正規の訓練を受けていない民兵ですが、残る三分の一ほどは退役軍人と現役の兵士で構成されているようです」

「そこは予想通りだね。彼らに捕とらわれている市民の状態は？」

「ほぼ全員が、ここから東に三百メートル強の場所──東部第六区中央の公民館に監かん禁きんされていますが、現時点での扱あつかいはさほど悪くないようです。初動で生じた怪け我が人にんには手当てが施ほどこされ、飲み水も全員に与えられています。一部を除のぞけば、今のところ市民たちには精神的な動どう揺ようが見て取れるのみである、と」

「一部とは？」

　その一語を聞き逃のがさずジャンが問い詰つめた。ぐっと唇くちびるを嚙かんでから、ミアラは答える。

「……民兵の一部が、ガルーム以外の国家に出自を持つ市民に対して乱暴を働いています。背中を蹴けったり罵ば声せいを浴びせたりする程度と、いまのところは軽いもののようですが……監禁が長期にわたった場合を想定すると、行こう為いのエスカレートが懸け念ねんされます」

「──愚おろかな」

　火を吐はくように一言そう評して、ジャンは深くため息をついた。

「敵勢力の規模と、人質の現状は分かった。速すみやかに事件を終わらせなければならない理由もね。──次は、向こうの戦力配備について詳しよう細さいを」

「は。──敵の戦力配分は、占拠区画である第六区の中央部と外がい縁えん部ぶにそれぞれ集中しています。中央──公民館周りに詰めている兵力が百人強ほどで、これは大半が練度の低い民兵です。主力の五百人弱は外縁の守りに回されており、占拠区画の西側──いま我々がいる場所に面した一帯には、特に多くの部隊が寄せられています」

「人質を見張るだけの仕事は素人しろうとに任せて、主力は僕ぼくらを牽けん制せい、か。妥だ当とうなやり方ではあるね」

　敵方が兵を用いるに当たってのスタンスを見て取り、白髪の将はそこに注目する。

「でも、僕らにとっては好都合だ。敵てき陣じんの内側が素人だらけとなれば、内部に潜入した彼らも動きやすいだろうから」

「その通りのようです。潜入中のラッケイ少しよう尉いから、『民兵の大半はカカシと変わらない』との報告も」

「Ｈａｈ！　彼らしいユーモアだね。前の仕事を思えば、この程度の任務は恐おそれるに足りないかな」

　部下の頼たのもしさを喜びつつ、ジャンはさらに採とるべき戦術を煮に詰つめていく。

「状じよう況きようはおおよそ分かった。外側にいる僕ぼくらは陽動に徹てつするとして、基本的には内側から崩くずしてもらうのが良いと思う。その分、彼らの負担は大きくなるけれど──ミアラ、君に異論はあるかい？」

「ありません。今回もまた、我々の本領をお見せ出来るでしょう」

　自負の宿る表情でミアラは請うけ合う。それから数分間、作戦の詳しよう細さいについてジャンと話し合った彼女だが、話も終わりに差し掛かかった辺りで新たな伝令が届いた。

「──なんですって？」

　その報告を聞いて、ミアラはかすかに眉まゆをひそめる。

「──申し訳ありません、ジャン。報告すべきことがもうひとつ」

「あまり良くない報しらせかな？」

「はい。人質となっている可能性がある要人のリストに、新たな名前がひとつ加わりました」

　緊きん張ちようと怪け訝げんさが半々に浮うかぶ表情で、ミアラはその名前を口にする。

「アナライ・カーン。数年前に帝てい国こくから亡命してきた、『科学者』を名乗る変人です」
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　一方、その当人はといえば──今回も哀あわれな助手と共に、鼻を突つく発はつ酵こう臭しゆうの立ち込める暗がりの中にいた。

「ふむ。困ったことになったのう」

　光量をしぼった周照灯ランタンでぼんやりと照らされた空間の中、老ろう賢けん人じんは低い天井を見上げている。その目の前には公民館の職員から借りてきた光ひかり精せい霊れいがいて、それを挟はさんだ反対側では、諦あきらめの境地に達した助手バジンがパートナーの火精霊ラガと一いつ緒しよに寝ね転ころんでいた。

「どうしたバジン、やけに落ち着いておるな。今回はわしの分まで慌あわてふためいてくれんのか」

「慣れますよいい加減……。帝国から脱だつ出しゆつするまでに、何度同じような目に遭あったことか」

　ふて寝にも飽あきが来たところで、暗くら闇やみの中でバジンがゆっくりと体を起こした。老人と同じように天井を見上げつつ、彼はつぶやく。

「でも、この反乱はどの程度の規模で起こっているんでしょうか？　ナズナたちが巻き込まれてなければいいんですけど」

「ふむ。王国復ふつ興こう派はによる内ない紛ふんのようじゃが、そうやすやすと首都の乗っ取りを許すほどキオカも甘あまくはないじゃろ。先ほど見回りに来た連中も荒あら事ごとに不慣れな民兵のようじゃったし、制圧されている地域はさほど広くないと見とる」

「だとしたら、このまま軍の助けを待つのが無難ですかね。長なが丁ちよう場ばになるとしても、食料は山ほどありますし」

　そう言って、バジンは背後の戸と棚だなに視線をやる。濃のう密みつな発酵臭の大元となっているその場所には、色も大きさも様々なパンが所ところ狭せましと並んでいた。周囲には大量の小麦粉も積んである。

「……国に開発を依い頼らいされた、長期保存が利いて腹持ちがいい糧りよう食しよくパン。経過観察中の試作品ですが、まさかこんな形で役立つことになるなんて」

「ちゃんと日付の古いものから食べるのじゃぞ。腐ふ敗はいやカビの有無は当然として、食感のパサつきや食味の良よし悪あしも忘れずに記録するのじゃ。大事な点じゃからな」

「はいはい。味にこだわりますよね、博士はかせは。そこは頼たのまれたわけじゃないのに」

「『三度の飯までまずければ、戦争には何の救いもないことになる』──バダの言葉じゃったよ」

　懐なつかしむようにそう言いつつ、アナライは食べかけのパンを指先で一口分むしる。

「わしとしても、良質な食事がもたらす兵士への影えい響きようは決して無視出来ないと弁わきまえておる。加えて、この手の保存食の用よう途とは軍事利用に限るわけでもない。いずれ来たる飢き饉きんの際に、人々の胃い袋ぶくろを満たす糧かてとなるやもしれん」

「格好いいこと言ってますけど、僕ぼくは知ってるんですよ博士。そういう『社会の役に立つ開発』よりも、いまはパンの表面に生えてくるカビの研究に逸それたくて仕方ないくせに」

　そう言って、バジンは失笑気味に鼻を鳴らす。アナライはむっとして実験作の棚たなに手を伸のばし、表面にカビの生えたものをひとつ取り出して助手に突つき付けた。

「じゃあお前は気にならんのか!?　この赤かったり青かったり黄色かったりするカラフルな連中がどこから来ているのか！　わしらの肉眼では及およびもつかない極小の世界を一目覗のぞき込んでみたいと、科学者のくせにそう願わんのかっ！」

「うわ、まずっ。博士、酢すを入れたパンはどう調整してもやっぱりまずいですよ」

「じゃからこそ、今はより精度の高い顕けん微び鏡きようを作るための予算が……こりゃ、話を聞けぇい！」

　アナライがむきになって叫さけんだ瞬しゆん間かん、天井からみしりと振しん動どうが響ひびいた。ふたりが一いつ斉せいに頭上を見上げる。

「……気付かれたかの？」

「シッ……！　……博士が大声出すから……」

「お前が話を聞かんからじゃろうが！」

　なおも懲こりずに小声で口論を続けている両者に、そこで頭上から声がかかる。

「──そこに隠かくれてらっしゃるのは、もしやアナライ・カーン博士ではありませんか？」

　名指しされた老人が怪け訝げんさを顔に表し、バジンは最悪の事態に備えて、棚に置いてあったパン切り用のナイフを手に取った。ふたりが身構えている気配を感じ取ったのか、天井から響く声がやや調子を変える。

「警けい戒かいなさらないでください、私はキオカ軍の手の者です。あなたを助けに参りました。話し声がしましたが、助手の方も一いつ緒しよでしょうか？」

　アナライとバジンは顔を見合わせた。本当なら望むべくもないが、はたして信用して良いものかと。

「まだここを出るのは危険です。お話ししたいこともあるので、ひとまずは私も中にお邪じや魔ましてよろしいでしょうか」

　数秒考えた末、複数の息いき遣づかいが感じ取れないことを根こん拠きよに、アナライは研究室の地下室に通じる隠かくし扉とびらの錠じようを開くことにした。王国復ふつ興こう派はの騙かたりだとすれば、ここで渋しぶったところで強行突とつ入にゆうされるだけ──そう割り切ってもいる。

「これは……なにやらパン屋の地下倉庫といった風情ですね。上も似たようなものでしたが」

　暗がりに降り立ったのは、鼻から下を覆ふく面めんで覆おおった細身の男性だった。一見して復興派の民兵と同じような格好だが、最初の数秒で、アナライは相手の言葉が噓うそではないことを見て取っている。数合わせの民兵には到とう底てい求められないレベルで、相手の所作のひとつひとつが洗練されていたからだ。

　状じよう況きようが好転する気配に鼻を鳴らしつつ、老人は近くのパンを取って相手に差し出す。

「ひとつ食わんか。軍隊用の保存食を開発中でな、当の軍人の意見が聞きたい」

「先ほどまずいと聞こえてきましたし、今は任務中ですので……。それより軍の糧りよう食しよくなら、個人的には米の導入を視野に入れていただけると嬉うれしいのですがね」

「供給量が安定しないことには何とものぅ。帝てい国こくには一大産地があったが、それでもぜいたく品に近い扱あつかいのままじゃった。麦にこだわらず、水田をもっと増やしてもいいと思うのじゃが。あれにはあれで捨てがたい利点があってな──」

　相手が話に乗ってきたものだから、アナライも調子に乗って語り始めてしまう。頭を抱えたバジンが間に割って入った。

「そういう話は後にして、とりあえず状況を確認しましょうよ……。それで、えっと──」

「キオカ陸りく軍ぐん少しよう尉いモーン・ラッケイです。どうぞラッケイとお呼びください」

　そう言ってから間もなく、ラッケイと名乗った男は状況の説明を始めた。王国復興派がノランドット市内の東部第六区を武装占せん拠きよし、多数の人質と共にこの公民館に立てこもっていること。彼を含ふくむキオカ軍の側では、早期解決を目指して部隊を展開しているということ。

「──なるほど。まぁ、おおむね予想通りじゃな」

「交こう渉しようにもつれ込む前にとっとと鎮ちん圧あつ、というのが政府側の望みでして。その意を汲くんだ指し揮き官かんの命令に従って、我々はこれから敵の排はい除じよに当たります。戦せん闘とうは極力控ひかえるつもりですが、それでも多少の衝しよう突とつは避さけられないでしょう。流れ弾だまに見み舞まわれないとも限りませんから、おふたりには全すべてが終わるまでここで隠れていてもらうのが最さい善ぜんかと」

「わしらはそれで良いとしても、ほかの人質はどうする？　聞けば二百人以上がこの建物に囚とらわれているんじゃろう？」

「民兵の排除と同時に大通りに面した南側へ逃にがします。外側の部隊も連れん携けいして動くので、大多数は無事に逃げられるでしょう。それでも犠ぎ牲せいが出ないとは言い切れませんが……」

　流りゆう暢ちように説明を続けながらも、ラッケイは暗に語っている。救出する市民の数を踏ふまえれば、ある程度の不確定要素は飲まざるを得ないだろう、と。

「ゼロに近付けたいとは思わんか」

　その割り切った思考を読み取った上で、老ろう賢けん人じんは不敵に提案してのけた。ラッケイの眉まゆがいぶかしげに吊つり上がる。

「……何か考えでも？　博士はかせの智ち者しやぶりについては、私も多少ながら聞き及およんでいますが」

「奇き人じん・変人ぶりのおまけ程度にじゃろ。ま、そんなことはどうでもよい。ここに配された敵に比べて、潜せん入にゆう中のお前さんたちが小勢であることは分かりきっておる。となれば数に勝まさる敵兵どもは、可能な限り効率よく排はい除じよしていかねばなるまい。

　そして、お前さんたちはおそらく、この公民館の構造を利用した戦い方を考えておるはずじゃ。キーワードは陽動と分断──がら空あきの背中から人質を掠かすめ取っていく算段とみた。どうじゃ、違ちがうかの？」

　ラッケイの両目が今度こそ驚おどろきに見開いた。その反応に笑みを深めて、アナライは言葉を続ける。

「とっくに承しよう知ちじゃろうが。この公民館はいささか歪いびつな造りをしておる」

　手近な小麦粉の袋ふくろを破って中身を床ゆかにぶちまけ、老人はそこに指を差し入れて地図を描えがく。

「このように、建物が内部で北館と南館に分かれていて、双そう方ほうを結ぶ通路は狭せまい廊ろう下かが一本のみ、という構造じゃ。元来は南館しか存在していなかったものを、比ひ較かく的てき最近になって北館を建て増ししたからじゃな。これはすなわち、北館にいる連中と南館にいる連中の相そう互ご連れん絡らくは、間を繫つなぐただ一本の廊下に委ゆだねられているということでもある」

　こくりとうなずくラッケイ。アナライの指先がただ一本の廊下を指し示す。

「しかるに、北館へなるべく多くの敵を呼び寄せ、その後にこのラインをぶった切れば分断は成立する。その辺りはお前さんたちに任せるとして、人質が集められているのは南館──この地下室があるほうの区画じゃから、残る問題はこちら側の敵をいかに排除するかに尽つきる。さて、そこで提案なんじゃが──」

　それからしばらくの間、老賢人の語り聞かせる声が、三者の会話を独どく占せんした。

「……そんなことが、本当に？」

「科学者の名にかけて請うけ合う。が、お前さんが本当に出来るのかと心配した部分に関しては、よしんば失敗したところで大した損はない。ここに至るまでの廊下は広いとは言えない一本道じゃ。ここまで兵力を向かわせるだけでも意味はあろうし──出口に陣じん取どりさえすれば、多勢を足止めするには絶好の地形じゃろう？」

　相手の言葉を分ぶん析せきした上で、ラッケイは慎しん重ちようにうなずいてみせる。作戦の大筋を変えないまま、そこにプラスの結果だけを上乗せ出来る可能性を、老人の提案に見て取っていた。

「奇き襲しゆうである分、初動の数分間はお前さんたちに利がある。その間に敵の大半を公民館の北側におびき寄せ、見張りに残った民兵どもを排除して人質を解放。ここらへんはお前さんたちの手て際ぎわ次第じゃ。が──例の仕し掛かけが上手うまく働けば、仕事がずいぶん楽になることは保証する」

　そこまで言ったところで、アナライは助手のほうに向き直って肩かたを叩たたく。辺りは変わらず暗かったが、相手の顔に浮うかぶ悪あく童どうじみた笑顔を、バジンは目に頼たよるまでもなく確信していた。

「連中に教えてやろうではないか、バジン。パンになるものは、恐おそろしい武器にもなるとな」
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　現場でそんな化学反応が起きていることまでは知らず。自みずから練ねり上げた作戦を、白はく髪はつの将はいよいよ下準備から実行段階に移そうとしていた。

「──時間だ。ミアラ、君も部隊を率いて動きなさい」

「お任せください。ジャンもお気を付けて」

　命じられたミアラが背筋を伸のばして敬礼し、馬に跨またがって颯さつ爽そうと駆かけていく。そんな彼女の背中をむっつりした顔で見送りながら、カーシャは隣となりの青年にぽつりと尋たずねた。

「……今度こそ、戦うの？」

　ジャンはすぐさま向き直って地図を広げ、膝ひざを落として少女と視線を合わせる。

「ミス・カーシャ、君にだけは特別に、僕ぼくがやろうとしている作戦を説明しよう」

　カーシャは無意識に前のめりになった。君にだけは特別に、と言われて嬉うれしくない子供はあまりいない。

「まず──今の時点で、王国復ふつ興こう派はの連中はふたつの場所に固まっている。僕たちの目の前──つまりここと、奴やつらが制圧した地域の真ん中にある公民館だ」

「コウミンカンって、あたし見たことない」

「君のお家うちよりもずっと大きい建物だと思ってくれればいい。ここに君のお父さんとお母さんも捕つかまっている。同じ建物の中と周りには、僕がこっそり忍しのび込ませた仲間が、これまた六十人くらい隠かくれている」

　これはナイショだよ、とジャンは口元に人差し指を当てて見せる。──潜せん伏ぷく場所に事欠かない市街地が現場とあっては、少ない人員で広い区画を占せん拠きよしている王国復興派の側に、亡霊部隊カラ・カルムの侵しん入にゆうを防ぐ手立てなど皆かい無むに等しい。

「これから僕たちが攻せめる素そ振ぶりを見せると、目の前の奴らは僕たちを迎むかえ撃うつのでいっぱいいっぱいになる。その間に中にいる僕の仲間が動いて、捕まっている人たちを助け出す。自由になったお父さんお母さんたちは建物を出て、そのまままっすぐ逃にげるってわけさ」

　ごくごく簡単に端折はしよった説明でも、カーシャくらいの子供が理解するのはひと苦労だった。小さい頭を目一杯に働かせて話を把は握あくすると、少女は不安げな面おも持もちでジャンを見返す。

「……お母さん、走るのとくいじゃないよ」

「心配いらない。こっちからも迎えを出すからね」

[image: ]

　そう請うけ合ったところで地図を懐ふところにしまい、ジャンは颯さつ爽そうと身をひるがえす。

「……厄やつ介かいなのは、連中がなりふり構わず人質を盾たてにしてきた場合だ。それをさせないためには、内部潜せん入にゆう班はんの迅じん速そくな行動がカギを握にぎる」

　少女への説明ではなく、それはすでに独白だった。内容とは裏腹に少しの不安も顔に浮うかべず、白はく髪はつの将は口元を不敵に吊つり上げる。

「敵を指してカカシも同然とまで言ってのけたんだ。この程度の数の差は覆くつがえしてもらうよ、頼たのもしい亡ぼう霊れいたち」
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　公民館に詰つめている王国復ふつ興こう派はの大半は民兵だったが、彼らにも一応の指し揮き系統は存在し、司令室に相当する部屋には、歴戦の退役軍人を筆頭とする幹部たちが居並んでいた。

　部下からの状じよう況きよう報告を一通り吟ぎん味みして、司令官の男は重いため息をつく。

「……ソネボ通りの封ふう鎖さを仕損じたとはな。あそこさえ塞ふさいでおけば、敵の侵しん入にゆう経路は大きく狭せばめられただろうに」

「申し訳ありません。報告によれば、バリケードの構築中に仲間の馬車が暴走し、それに注意を引かれた隙すきに攻せめ込まれたと……」

「言い訳はいい。どの道、責任の追つい及きゆうは後回しにせざるを得ない」

　部下の発言を遮さえぎり、司令官の男は厳しい視線で居並ぶ面々を見み渡わたした。

「我々はまだスタート地点にすら立っていない、まずはこの事実を肝きもに銘めいじろ。この占せん拠きよ区画をガルーム民族の占有居住区に仕立て上げるためには、我々が『協力を願った』市民たちを材料に国と交こう渉しようする必要がある。あの食えない執しつ政せい官かんを交渉のテーブルに着かせるには、この籠ろう城じようが軍事的に強固でなければならない。『武力で攻せめ落とすにはリスクが高すぎる』と思わせられる程度には、な」

　言葉の切れ目に、幹部のひとりが手を上げて意見する。

「印象を重視するというなら、ねぇ。それこそ人質に取った異民族のひとりも、見せしめに殺してやれば良いのでは？」

　頭を抱えたくなる衝しよう動どうを必死でこらえつつ、司令官は首を横に振ふる。

「……短たん慮りよに走れとは言っていない。いいか、我々は大義をもって行動を起こしているのだ。名目の上で言えば、これは反乱ではなくデモンストレーション──キオカ政府への抗こう議ぎ活動に過ぎん。この建物にいる市民たちは人質ではなく、抗議活動への『協力を願っている』相手だ。市民たちへの無意味な攻こう撃げきを禁じているのもそのためだと理解しろ」

「退役軍人が風ふう銃じゆうかついでその言い分は、さすがに無理があり過ぎるでしょう。素直に反乱と開き直ったほうがいくらかマシだ」

「そう言い切れたら気分は良かろうな。だが、それで我々に未来があるのか？」

　言い返された幹部が言葉に詰つまる。その顔を強くにらみ付けて、司令官はなおも続ける。

「改めて言うが、この変へん革かくは武力のみでは達成出来ん。政治の後あと押おしが要るのだ。現執政官が推おし進めてきた同和政策──とりわけ占有居住区の解体に対しては、潜せん在ざい的てきにも多くの反対勢力がいる。このデモンストレーションは彼らの矜きよう持じに火を点つけるものでなくてはならん。『ガルーム人がガルーム人として生きられる場所を取り戻もどす』──それが我らのスローガンであることを忘れるな」

　言い聞かせながら、今回もどれだけ伝わっていることか、と司令官は内心の失望を禁じ得ない。今の彼らの陣じん営えいには、少数派の過激勢力に過ぎない自分の分ぶも弁わきまえず、全すべてを暴力で解決したがる手合いが多すぎた。

「占有が長期化し、それが既き成せい事実となれば、議会の中からも必ず追い風は吹ふく。執政官の強引な手しゆ腕わんに対する不満も一挙に噴ふん出しゆつするだろう。そうなれば親ガルームの議員を執政官の地位に着ける目標に向けても大きく前進する。すわ王国再建への道筋にも乗るだろう。そのための第一歩として、我々は可能な限り穏おん便びんに、かつ頑かたくなに、この区画を守り抜ぬかねばならんのだ」

　これから歩んでいくべき複数のステップを、司令官は粘ねばり強く提示してみせる。が、幹部たちの大部分には、その迂う遠えんさそのものが気に食わない。彼らの反応ははかばかしくなかった。

「占拠区画の状じよう況きようが安定しないことには、そういったイデオロギーすら大衆に向かって公示出来ん……。まずは仕事を果たせ、貴様ら。市民は丁重に扱あつかえ。不満は後で聞く」

　この期ごに及およんで長々と説教するのも逆効果と考えて、司令官は早々に話を切り上げる。幹部たちは不満たらたらの面おも持もちで立ち上がり部屋を出ていった。

　閉まった扉とびらの向こうから彼らの舌打ちが聞こえて、頭にきた司令官は、今度こそテーブルにこぶしを叩たたき付ける。

「ここまで丁てい寧ねいに説明してやってもあの態度か！　まったく……人材不足ばかりは致いたし方かたのない事とはいえ、民兵どもの気の短さは度どし難がたいな！」

　周りが現役時代からの知ち己きだけになったことで、ようやく彼も本音を漏もらせた。少数の退役軍人で大多数の民兵を指し揮きする──それが今の彼らの立場だ。直接戦せん闘とうではなく人質の監かん視しが主な任務とはいえ、血気盛んな民兵たちの管理には手を焼かされることが多かった。

　司令官の気苦労を察して、周りの部下たちが励はげましの言葉を舌に乗せかけた瞬しゆん間かん、今度は血相を変えた仲間が部屋に飛び込んできた。

「──報告です！　公民館の北面に敵てき影えいを確認！　物もの陰かげに隠かくれているために正確な数は分かりませんが、一個小隊以上の規模と推定されます！」

　司令官の表情が緊きん張ちようを帯びる。仲間の物分かりの悪さを嘆なげいている場合ではなかった。

「すでに防ぼう衛えい線せんの内側へ潜せん入にゆうされていたか。だが、その程度は想定のうちだ。兵員を北面に集めて射しや撃げきで牽けん制せいしろ！　こちらには人じ──ではなく、協力者の市民たちがいる。どうせ連中には攻せめ込んで来られん！」

　部下が安心出来るようにきっぱりとした指示を出す。それを受けた伝令兵が走り戻もどろうとしたところで、さらに別の民兵が慌あわてた顔を見せた。

「ほ──報告です！　兵の一部が、ここの地下で敵兵と接せつ触しよくしたと！」

「せ、接触!?　敵の規模は!?」

「分かりません。見回りで敵らしき姿が見えたので、その兵は急いで引き返して来たと……」

　今度は即そく答とうとはいかなかった。数秒硬こう直ちよくした後、司令官は激しく首を横に振ふってみせる。

「──あり得ん！　民兵どもが主体とはいえ、まがりなりにも百人体制で見張っているのだぞ！　すでに屋内まで潜入を許しているとすれば、貴様らの目はひとつ残らず節ふし穴あなか!?」

「そ、それは同意しますが……敵を目撃したという兵士は、抜ぬけ道の存在を疑っています。地下室から現れたということは、そこに通じるルートが外から続いていたのではないかと……」

　部下の口から思わぬ可能性を提示されて、司令官は渋じゆう面めんで考え込む。

「……確かに、それならあり得なくはない。公民館は要人もしばしば訪れる場所だから、そういった連中のために緊急脱だつ出しゆつ路ろを用意していないとは言い切れん。事前のチェックは入念に行ったはずだが……しかし……」

　どれだけ考えたところで、見落としの可能性はゼロにはならない。十数秒かけてその事実を受け入れてから、彼はやっとのことで指示を口にする。

「……何にせよ、可能性は潰つぶしておくに限るか。よし、問題の地下室に人を向かわせろ！　接敵を警けい戒かいして二十人体制で行け！」







　伝令の口からその命令を受け取った民兵たちは、思し慮りよ深ぶかさとは無む縁えんの勢いで動き出した。

「──確認の指示が下りた！　手の空あいている者は集まれ、二十人で向かうぞ！」

「よし。敵兵を見かけたという貴様、その場所まで先導しろ！」

「おう、任せてくれ！」

　求めに対して威い勢せいよく応じたのは、細身の民兵──ではなく、その姿に変装して潜せん入にゆう中のキオカ軍人ラッケイだった。最初に本物の民兵と入れ替かわっているので点呼にも引っかからない。

　うまく乗ってくれた。彼は内心でほくそ笑み、事前の手て筈はず通り、大勢の民兵たちを引き連れて階段を下りて行った。公民館の地下には複数の部屋に通じる廊ろう下かがあり、その突つき当たりにアナライたちへあてがわれた仮設の研究室がある。

「この部屋か……。前に乗り込んだ時には、なぜかそこらじゅうにパンが散乱していたが」

「先行するぞ！」

　後続に考える間を与えず、ラッケイが室内に突とつ入にゆうしていく。民兵たちは向こう見ずな奴やつだと呆あきれたが、進んで矢や面おもてに立ってくれることに文句はない。迎げい撃げきがないことを確かめてから部屋に足を踏ふみ入れる。

「おい──これを見ろ！」

　さっそくラッケイが何かを指差した。寄ってきた民兵たちが揃そろって首をかしげる。

「なんだ、これ。小麦の袋ふくろ？」「大量に積んであるな」「前に見た時はなかったぞ」

　部屋の一角を覆おおい隠かくすような形で、小麦粉の大袋が大量に積んであるのだった。その光景の意味を測りかねる民兵の前で、ラッケイがいちはやく独自の解かい釈しやくを口にする。

「どかそう、この向こうに隠し通路があるに違ちがいない！　──おい、みんなも手伝ってくれ！」

　迷いのない口ぶりに、言われてみればそうかもしれないと民兵たちも納得する。彼らが小麦粉の袋に手をかけて持ち上げると、それらはたちまち破れて中身をこぼれさせた。舞まい上がる粉ふん塵じんに悲鳴を上げる民兵たちの中、ラッケイだけが猛もう然ぜんと作業を続けている。

「うわっ──おい、落ち着け！　張り切るのはいいが、そこらじゅう粉っぽくなって敵かなわん！」

「何吞のん気きなこと言ってんだ、今すぐ抜ぬけ穴を塞ふさがないと敵が出てくるかもしれないんだぞ！　ちょっと粉っぽいぐらい我が慢まんしろ！　小麦粉をいくら吸ったって死にやしない！」

　そう言うラッケイがあまりに激しく袋を動かすせいで、室内の空気が真っ白に煙けむってきた。その光景に頃ころ合あいを見て取ると、ごほごほとせき込む民兵たちの中を通り抜けて、彼はさりげなく部屋の入り口に戻もどっていく。

「足場が狭せまくなってきた、袋を後ろにどかさないとダメだ。おおい、まだ廊下にいる連中！　さぼってないで中に入って手伝え！」

　廊ろう下かに留とどまっていた民兵たちを部屋の中に押おし込めば、それが最後の仕上げ。まんまと自分ひとりだけ部屋の外に出たラッケイは、そのままそっと扉とびらを閉める。

「──？　おい、なんでドアを閉めるんだ」「ちょ、押すなって」「んなこと言っても、粉だらけで前もろくに──」

　いちばん先頭で作業を続けていた民兵が、舞まい上がる粉ふん塵じんの向こう側に、ふと小さな影かげを見つける。

「──ん？　なんだお前、誰だれのパートナーだ？」

　一体の火ひ精せい霊れいがぽつりとそこにいた。袋を抱えた民兵が見つめる中、差し上げられた両手の「火か孔こう」に火が点ともり、

「────え？」

　その刹せつ那な。同じ空間にいた全員の視界が、灼しやく熱ねつの閃せん光こうで塗ぬり潰つぶされた。

「「「「「「「「「うぎゃぁあああああああ！」」」」」」」」」

　肌はだと目を焼かれた民兵たちの口から絶ぜつ叫きようがほとばしる。誰にも何が起きたのか分からないまま、狭い地下室の中は一いつ瞬しゆんにして阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化した。

「あ、が……！」「熱ぃ！　熱ぃよぉおお！」「うぉぉおおおおおおお！」

「何が、いったい何がッ！」「畜ちく生しよう、出せ！　ここから出してくれぇ！」

　全身の皮ひ膚ふに熱傷を負った十九人が、押し合いへし合いしながら出口へ殺さつ到とうする。が、扉は外からがっちりと押さえられていてびくともしない。それをどうにかしようと動き回っているうちに、民兵たちは強い眩暈めまいを覚えて足元をぐらつかせる。

「ぐぅ、頭が痛いてぇ……」「息が……苦し……」「水……誰か、水ぅ……」「…………」

　扉を叩たたき付ける腕うでの勢いが次第に弱くなっていき、やがて爪つめで引っかく音さえ途と切ぎれると、室内は完全な沈ちん黙もくで満たされる。その気配を扉の反対側で感じ取り、この一計を案じた老人はふむと鼻を鳴らした。

「上手うまくいったようじゃな」

　扉に耳を当てていたラッケイが、その言葉にうなずいて身をひるがえす。

「悲鳴すら聞こえなくなりました。……魔ま術じゆつ師しの類たぐいでしたか、あなたは」

「ふざけたことを言うでない。これはれっきとした科学の技じゃ」

　不ふ適てき切せつな称しよう賛さんに憤ふん慨がいして、アナライは訊きかれるでもなくその技の解説を始める。

「名付けて小麦爆ばく弾だん。小麦粉のような細かい粒りゆう子しを空気中に大量に散布すると、そこに火を点つけた時の燃ねん焼しよう効率が跳はね上がるという現象でな。条件によっては人を殺せる威い力りよくがある」

「その条件を探さぐるための実験で死にそうになったことも、一度や二度じゃないですけどね」

　後ろからバジンがぼそりと突つっ込みを入れた。大きな咳せき払ばらいひとつでそれを誤ご魔ま化かして、老ろう賢けん人じんはさらに言葉を続ける。

「加えて酸欠。急激な燃ねん焼しようで密みつ閉ぺい空間内の酸素が使い尽つくされた上で、大勢の怪け我が人にんが荒あらい呼吸を続けたのじゃからな。中の連中はひとり残らず気を失っておるじゃろうて」

　ラッケイは肩かたをすくめる。もはや瞠どう目もくを通り越こして、その目にはある種の諦あきらめがあった。

「……その説明を聞いても、やはり私には魔ま術じゆつにしか思えませんよ。小麦で人を倒たおすなど聞いたこともない」

「特別頭が悪いわけでもなかろうに、先入観というものは厄やつ介かいじゃな。だったらどうじゃ、お前さんもわしの下で科学を学ばんか？　固い頭を少しは柔やわらかくしてやれるぞ」

「怖こわいお誘さそいですね。この仕事が終わったら考えてみますよ」

　誰だれの耳にも社交辞令と分かる返答だった。残念そうに口元を曲げるアナライをよそに、ラッケイは視線を廊ろう下かの反対側に向ける。

「私は上に戻もどりますが、脱だつ出しゆつの状じよう況きようが整うまで、おふたりはこのまま地下に留とどまってください。火災の危険は本当にないんですよね？」

「ない。酸素がろくにないのに燃えるはずがなかろう」

　自明のことのように老人は語る。その姿に改めて畏い敬けいを覚えながら、影かげの一員は先を見み据すえて気持ちを切り替かえた。

「ともあれ感謝します、おかげで仕事が楽になりました。──では、いま少しのお待ちを」







「……地下に行った連中からの報告はまだか？」

　何分待っても続報のないことに、司令官は焦じれていた。確認ひとつにここまで焦らされるくらいなら、いっそ自分の目で見てくるべきか──そんな衝しよう動どうに駆かられて腰こしが浮うきかけたところに、辛かろうじて伝令の民兵がやって来た。

「地下から報告です。懸け念ねん通りに抜ぬけ道が見つかったため、確認に向かった二十人でそれを封ふう鎖さする作業に入っているとのこと」

　その報告に、司令官は目を丸くして口を開く。

「本当にあったのか……。致ち命めい的てきな事態になる前に塞ふさげたのは、不幸中の幸いだが」

　十中八九は部下の見み間ま違ちがいだと思っていただけに驚おどろかされる報告だったが、ともあれ先手を打てたと思ったことで彼は一安心した。水面下で取り返しのつかない事態が進んでいることには、この場の誰だれも気付いていない。

「館内北側からの連れん絡らくです。牽けん制せいの銃じゆう撃げきを続けていますが、敵は一向に退く気配を見せません。人員を減らさず警けい戒かいを続行させて欲しい、と」

「それで良いだろう。しかし、地下に向かわせた二十人が戻らないせいで、館内の人出がいささか手て薄うすになってきたな……」

　しばらく貧びん乏ぼうゆすりを続けた末に、不安感に負けた司令官はついに椅い子すから腰を上げた。

「どうにも胸むな騒さわぎがする。市民たちを集めている大部屋に、私も向かおう。こちらの混乱に乗じて妙みような気を起こされても困るからな」

　自分に言い訳をするようにそうつぶやいて、彼は部下ふたりと共に指令所を後にする。その後ろに、伝令に訪れた民兵が──その変装をしたラッケイがさりげなく続いた。

　彼を含ふくむ計四人で一階下に降りて廊ろう下かを進み、市民たちを監かん禁きんしてある大部屋まで辿たどり着く。扉とびらを開けて中に入ると、怯おびえと不安を湛たたえた多くの視線が彼らを出で迎むかえた。その状じよう況きようにも怯ひるまず、司令官は堂々とした声で話しかける。

「抗こう議ぎ団だん代表のブカイオスだ。皆みなさんには不便を強しいてしまって申し訳ない。が、乱暴な扱あつかいをするつもりは毛頭ない、そこだけは分かって欲しい。その代わりに不自由があれば何なりと言ってくれ。子供の世話をしたいご婦人は隣となりに授乳室もある」

　市民は丁重に扱えと自みずから指示した通り、彼の振ふる舞まいは民兵たちと比べれば遥はるかに紳しん士し的てきだった。ラッケイは内心でため息をつく。──そこまでの分別があるのなら、故国復ふつ興こうなどという夢からも覚めてくれればいいものを、と。

「司令官閣かつ下か。私からも、ひとつお願いしていいですか」

　頃ころ合あいを見て取ったラッケイが、ゆっくりと近付きながら話しかける。思いもしない角度から声をかけられて、司令官は不快げに眉まゆ根ねを寄せる。

「おい、ふざけるな。今は市民たちに向かって──ッ!?」

　言葉が途と中ちゆうから吹ふき飛んで消える。掌しよう底ていで顎あご先さきを打ち抜ぬかれた瞬しゆん間かん、司令官の意識は虚こ空くうに向かってすっ飛んでいた。

「そのまま眠ねむっていてください。……もう聞こえていないとは思いますが」

　ラッケイが無感情にそう述べると、指令所から伴ともなってきたふたりの部下たちが、血相を変えて風ふう銃じゆうに手をかけた。

「な、お前ッ」「いったい何を──うッ!?」

　そのふたりの背中に銃口が突つきつけられる。背後から忍しのび寄った民兵──ラッケイと同様の扮ふん装そうで潜せん入にゆうしていた「亡霊部隊カラ・カルム」の影かげたちの仕業だった。

　時を同じくして、大部屋の中の復興派勢力はその全員が無力化されている。ものの数秒で場の主導権を奪うばい取ったラッケイは、ぽかんとする市民たちに向かって淡たん々たんと話しかけた。

「市民の皆さん、どうかご静せい粛しゆくに。──我々はキオカ軍の救出部隊です、皆さんを助けに来ました。反乱勢力の頭目はこの通り無力化しましたので、これから皆さんを安全な場所に送り届けます。無事な姿をご家族に見せるためにも、私の指示に従ってください」

　彼の目配せを受けた影たちが、すぐさま市民たちのもとへ走った。三人一組で結びつけられている腰こし縄なわを手に取って、彼らはそこにナイフをあてがう。

「これから皆さんの腰縄を順番に切って回ります。済んだ方からあちらに整列を。私の指示があるまで動いてはいけません、そういうことをなさると命の保証がなくなります。焦あせる気持ちは分かりますが、どうか冷静に。こうしたケースだと、逃にげる際の混乱で死者が出ることも珍めずらしくないのです」

　冷静な口調の中に剣けん吞のんな言葉を織おり交ぜて、ラッケイは目の前の市民たちを威い圧あつする。

　当面の敵をしりぞけた以上、いまもっとも警けい戒かいするべき対象は市民たちの暴走による自じ滅めつに移り変わっていた。画一的な訓練を受けているわけでもない民間人の集団の扱あつかいは、ともすれば戦せん闘とう以上に神経を削けずる仕事でもあるのだ。

「……まったく」

　集団行動の基本くらいは初等教育で全員が学んでいてくれると、影かげたちとしても苦労が少なくて済む。それをカリキュラムに含ふくんだ現執しつ政せい官かんの教育政策を思い出して、ラッケイは覆ふく面めんの下で苦笑を浮うかべた。──今の政権が続いて欲しいと思える理由を、こんな場面で見み出いだしてしまった。その事実がたまらなくおかしくて。

「気を落ち着けて順番をお待ちください。心配ありません、時間はじゅうぶんにあります」
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「──指令所から指示が届いたぞ。このままの人員で警けい戒かい続行だそうだ」

　公民館内南寄りの大部屋で状じよう況きようが動いていた頃ころ。正反対の北側で銃じゆう撃げき戦せんを続けていた民兵たちには、司令官からの命令を偽ぎ装そうして、そのまま迎げい撃げきを続ける旨むねの連れん絡らくが届けられていた。

「異民族どもと顔を合わせずに済むのは助かるぜ。あいつら見てると蹴けり飛ばしたくなる」

「同感だな。このまま何日も同じ屋根の下にいて、穏おん便びんに済ませる自信がねぇ」

　公民館に詰つめた兵力の過半数を占しめる彼らの中には、大義名分を借りて好き勝手に暴力を振ふるいたい、ただそれだけの連中が大勢含まれている。敵に向かって銃をぶっ放せれば満足という手合いだから、目に見えないところで起こっている出来事をいちいち気にかけたりはしない。

　今回の作戦の要かなめはこの点だった。影たちによる偽報と合わせて、民兵たちの質の低さ、さらには館内の北と南が廊ろう下か一本を除のぞいて物理的に断絶していることが、ここに彼ら全員の分断を成立させているのだ。

「馬ば鹿かだなお前ら、邪じや魔ま者ものの目が届かないところでいたぶってやればいいんだよ。便所に行くとかで大部屋を出る機会はいくらでもあるだろ？」

「そいつはいいや。さっそく今夜にでもやってみるか」

　下げ卑びた提案に笑いが弾はじける。捕とらえた市民たちをいたぶる、その機会がもはや訪れないことを彼らが悟さとるのは、全すべてが手て遅おくれになった後だ。今の彼らには知る由よしもないことだったが。
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「どうも後方が騒さわがしいな……。公民館のほうで何かあったんじゃないのか？」

　翻ほん弄ろうされる民兵たちから距きよ離りを隔へだてた、占せん拠きよ区画の外周。反乱勢力の主力が置かれているその一角で、ふと違い和わ感かんを覚えた兵士が、背後に視線を向けかける。

　公民館に詰つめている粗そ悪あくな民兵と違ちがって、ここに配備されている彼らは正規の訓練を受けた兵士たちだ。後方の異変にまるきり気付かないほど鈍にぶくはなかった。

「援えん軍ぐんが必要な状じよう況きようなら伝令を寄よ越こすはずだろ。いいから目の前に集中──」

　が、目の前の敵と撃うち合っている状況では、その違和感を深く掘ほり下げることは難しい。ひとりの兵士の重大な気付きは戦場の緊きん迫ぱく感かんに押おし流されて、数秒後には何もなかったことにされていた。

「正面に敵部隊が接近！　総員、武器を構えろ！」

　指し揮き官かんの口から指示が飛び、バリケード越しに伝わる敵軍の気配が圧力を増す。長い坂道を乗り越えてきたそれの姿が目視されるに至って、目の良い兵士のひとりが上ずった声で告げた。

「隊長、爆ばく砲ほうです！」

「慌あわてるな、たった一門だ！　ここはノランドット市内、首都の街並みを破は壊かいしかねない砲ほう撃げき戦せんなど国軍には実行出来ん！　連中の狙ねらいはバリケードの局部破壊だ！」

　その可能性は織おり込み済みだったので、彼らの指揮官に動どう揺ようはない。住民のいない場所で行われる野戦と比べて、今のような市街戦には戦術上の大きな制約がある。国軍に対して少数勢力の彼らは、その制約を味方に付けることに勝機を見み出いだしていた。

「砲口がこちらを向いたぞ！　あ、あんなに近くから撃つ気か……!?」

「怯ひるむな！　全員、左右に展開しろ！」

　砲身の動きを慎しん重ちように見て取り、部下たちに回かい避ひの指示を出す。通りを埋うめる形で何門も並べられてはお手上げだが、相手が一門きりなら砲撃は脅きよう威いたりえない。

　兵たちが左右に散ってほどなく砲口が火を噴ふき、射出された砲ほう弾だんがバリケードのど真ん中に着弾した。障害をなす木材の四分の一が砕くだけ散ったが、人的損害はなし。砲音に怯んでいる部下たちを[image: 叱]しつ咤たして、司令官は彼らに反撃を命じる。

「怖おじ気けづくな、今のうちに突とつ撃げきだ！　爆砲を押おさえろ！　二発目を撃たせるな！」

　二発目の装そう塡てんには長い時間がかかる。その隙すきを突ついて爆砲を制圧・奪だつ取しゆすることが彼の反撃だった。その意図を汲くんだ兵士たちがバリケードを越えて襲おそい掛かかり──勢いづいた彼らの眼前に、疾しつ駆くする馬体が壁かべをなして現れた。

「なっ──」「うわぁぁぁ!?」

　坂道を全力で駆かけ上ってきた騎き兵へいに、バリケードの守りがない歩兵たちは抗あらがいようもなく蹴け散ちらされていく。悪夢のようなその光景の締しめくくりに、ひとりの女が馬上から告げた。

「──投降しなさい。それで命までは取りません」

　交戦継けい続ぞくが不可能なレベルまで戦力を削そいだとみなして、ミアラ・ギン少しよう佐さが相手に降こう伏ふくを促うながした。それを聞いた復ふつ興こう派はの指し揮き官かんは、事態が受け入れられずに顔を引きつらせる。

「……馬ば鹿か、な。こんな規模で騎き兵へいが動いている様子など、どこにも──」

「地図に載のるような通りばかりを見張っていれば、そう思うでしょうね」

　半ば誇ほこらしげに、半ば疲つかれたようにミアラは言う。……民家の庭先から民家の私道へ、誰だれも知らない裏道から誰もが避さけて通るような裏道へ。私有地を利用されて文句を垂たれる市民たちに何度となく頭を下げ続けて、ついに敵に捕ほ捉そくされないまま、ミアラはここまで騎兵の一個小隊を通り抜ぬけさせたのだ。結果の派手さとは裏腹に、これまた根気のいる戦いだった。

「馬が通れるような道なら残さずチェックしたはずだ！　貴様らは一体──」

「まずもって馬術の練度と、そして何より戦いに臨む姿勢が根本的に違ちがうというだけのこと。──それ以上の無む駄だ口ぐちは許可しません」

　そこで会話を打ち切って、馬上からボウガンを相手に向ける。復興派の指揮官もそれで敗北を飲み込み、手にしていた風ふう銃じゆうを足元に放った。それでよしと、ミアラもうなずいて声を上げる。

「制圧は完了しました。──さぁ、早く彼らを無力化しましょう。それが終わり次第、市民たちを迎むかえに行きますよ」







「い、いいのか？　こんな堂々と道の真ん中を歩いてて」

「知らないわよ……。でも、あの人がそうしろって言うんだし」

　乱れがちな四列縦じゆう隊たいを成なして通りを南下する市民たちの中で、そんな会話がひそひそと交わされている。先頭に立って彼らを導くラッケイが、そこで足を止めて声を上げた。

「迎えが来たようです」

　ラッケイのすぐ後を歩いていたアナライとバジンが道の先を見つめる。ややあって、騎兵の一個小隊が速足で近付いてくる様が見て取れた。見る間に距きよ離りが縮まっていき、市民たちの目前までやって来た騎兵たちは、そこで隊列を乱さず足を止める。

「お待たせしました。キオカ陸りく軍ぐん少佐ミアラ・ギン以下四十名、これより先の市民たちの護ご衛えいを引き継つぎます」

　隊列の先頭に現れたミアラが馬上で敬礼した。その顔を親しみのこもる視線で見上げて、ラッケイも軽くうなずく。

「安心してお任せしますよ。では、私は回れ右──陽動を続けてくれている仲間のところに戻もどるとしましょう」

　それだけで会話を切り上げると、ラッケイは宣言通りに踵きびすを返して公民館のほうへ戻もどっていこうとする。そんな彼とのすれ違ちがい様に、アナライはぽんと両手を打ち合わせた。

「──思い出した。お前さん、向こうの海軍におった青年士官じゃな？」

　ラッケイの足取りがぎしりと止まる。突とつ然ぜんの指し摘てきに硬こう直ちよくする彼に向かって、老人はなおも思い出した情報を列挙してみせる。

「確かカンロン少しよう佐さとか言ったかの？　どこかで見覚えがあると思っておったが、港の基地を訪ねた時に何度か見かけたんじゃな。明るいところで顔を見てようやく確信が持てたが、諜報その畑の人間だったとは知らなんだ。国を跨またいで再会しようとは、まったく奇き縁えんもあったもの──」

「──博士はかせ。何を仰おつしやっているのか分かりませんが、どうかその辺りで」

　いよいよ耐たえかねたラッケイが、何のひねりもない制止で相手の言葉を止めた。それが彼にとっては重ねての屈くつ辱じよくであり──亡ぼう霊れいとしてのプライドが軋きしむ音と共に、目の前にいる老人への畏い敬けいは天井知らずに高まった。

「最後にお尋たずねします。──あなた、本当はやはり魔ま術じゆつ師しでいらっしゃいますよね？」

「科学者だと言っておろーに！」

　憤ふん慨がいしながらアナライが訂てい正せいする。ならば、それは魔術師より恐おそろしいものだ──かつてダンミエ・カンロンを名乗った青年は確かに記き憶おくし、それでようやく歩みを再開した。
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「よし──ひとまず終わったようだ」

　市民たちが無事に脱だつ出しゆつしたとの報告が伝令でもたらされて、白はく髪はつの将は久しぶりに肩かたの力を抜ぬいた。

「ここの封ふう鎖さは第二中隊に任せる。第三から第五まではそれぞれの持ち場に戻り、占せん拠きよされた区画の包囲を維い持じするように。連中に補給を許してはいけないよ」

　当たり前の采さい配はいを済ませると、ジャンはすぐ隣となりの少女に向き直る。彼の柔やわらかい笑顔の意味がそこはかとなく伝わってきて、カーシャの瞳ひとみにもだんだんと喜色がにじむ。

「よく我が慢まんしたね。お父さんとお母さんを迎むかえに行こうか、ミス・カーシャ」
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「……現場から報告です。国軍の派は遣けんした救出部隊による作戦が成功し、人質となっていた市民たちを全員奪だつ還かんしたとのこと」

　書記官が口にする報告に、議事堂の一室が静まり返る。用意していた非難の言葉がほとんど使い物にならなくなって、現政権に好意的でない議員たちは戸と惑まどいながら立ち上がる。

「し──死傷者はどうなっている。力ずくで取り返したのなら、さぞや犠ぎ牲せいも多かろう」

「報告によれば、作戦で生じた死者は全すべて反乱勢力の側。市民と救出部隊の兵員には少数の軽傷者が出たのみ、とのことです。軍はこのまま占せん拠きよされた区画を包囲し続け、反乱勢力に投降を促うながす方針であると」

　逆手に取れる情報がひとつもないという事実に、議員たちは呆ぼう然ぜんとするほかない。その沈ちん黙もくを背中で受け止めて、窓まど際ぎわに佇たたずむ紺こんのスーツの男も静かに口を開く。

「皆みなさんの懸け念ねんを拭ぬぐえたようで何より。──どうやら私はいま少しの間、この窓からの景色を楽しんでいられるようだ」

　その発言と同時に、カキン──と金管の外れる音が男の手元から響ひびいた。その音でハッと我に返って、彼に敵対する議員たちが一いつ斉せいに喚わめきたてる。

「た──たまたま結果が良かったに過ぎない！　いい気になられるな、市民の命を危険に晒さらした事実は変わりませんぞ！」

「そうだとも！　この一件に関しては、あなたの強引な政権運営と絡からめて厳しく批ひ判はんさせていただく！　無神経に大おお鉈なたを振ふるい続ける限り、また同じことがないとも限りませんからな！」

　すでに具体的な非難の対象がないと見えて、繰くり出される言葉は意味のない雑音も同然だった。引き際を見失った彼らの傍かたわらで、ここまで沈黙を守ってきた議員たちが口を開き始める。

「……マージア議員。今の発言は恫どう喝かつとも受け取れますが？」

「──な!?」

　名指しされたひとりが顔を引きつらせる。そこへ別の議員が畳たたみかけた。

「左様。執しつ政せい官かん閣かつ下かの非を喚くまえに、あなたこそ自身の今後を心配するべきでしょう。このところはずいぶんと頻ひん繁ぱんに、ガルームの派は閥ばつと連れん絡らくを取っていたようですから」

　指し摘てきされた議員の顔色が青ざめていく。さっきまで一いつ緒しよになって野次を飛ばしていた連中も、自分から墓穴を掘ほった仲間を庇かばいはしない。攻こう守しゆが入れ替かわったことにも気付けない愚ぐ鈍どんさでは、どのみちキオカの政治の場で生き残れはしないのだから。

「批判はご自由に。いかなる意見であれ真しん摯しに受け止めましょう」

　これまでずっと窓の外を向いていた男が、ゆっくりと議員たちのほうを振ふり向く。中肉中背の体を包むシワひとつない紺色のブレザーとズボン。両手には解き終えた知恵の輪の残ざん骸がい。目鼻と口がそれぞれ大きい顔立ちは、ハンサムとは到とう底てい呼べないが、なぜか忘れがたい印象と共に見る者の脳裏に刻きざみつく。

「しかし、私はここにいる。民意が私を求め続ける限り、その事実は揺ゆるがない」

　キオカ共和国主席執政官アリオ・キャクレイ。キオカ国民にもっとも知られたその顔面が、内面と完全に切り離はなされた政治家の笑みを形作る。

　一時の嵐あらしは無力に過ぎ去り。この男の笑みを、もはや誰だれも揺るがせない。
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「──街の空気から緊きん張ちようが薄うすれた。ジャンの奴やつは上手うまくやったらしいな」

　道行く人々のほっとした表情を横目に、手勢の一個小隊を率いる巨きよ漢かん、タズニヤド・ハッラーはつぶやいていた。

　ジャンの出世に合わせて陸りく軍ぐん少しよう佐さの階級に出世した彼だが、首都の中に連れ込める兵力は四十人がせいぜい。さらに議事堂の周りを連れ歩くとなれば、特別な事情で警備に増員が必要になった場合のみ。彼らはそんな稀け有うな機会の中にいた。

「そんなの当たり前だしっ。あたしたちのボスがこんなところで下手へたこくわけないしっ」

　副官を務める小こ柄がらなミタ・ケンシー曹そう長ちようが、小さな体をいっぱいにそびやかして言い切った。遥はるか低い位置にある彼女の頭に、ハッラーはほとんど条件反射で片手を置く。

「そうだな。それを知ってる俺おれたちは、最初から気楽なもんだ」

「だからっ、レディの頭を気安く撫なでるなー！」

　頭に置かれた手のひらを引っつかんでミタ曹長が暴れる。そんな感じでじゃれ合いながら歩き続けていると、やがてハッラーたちの目前に同規模の小隊が現れて足を止めた。

「ハッラー少佐か。警備担当の交代時間だが、わざわざ出で迎むかえてくれたのか？」

「そんなところですよ、サンディス少しよう佐さ」

　親しげに話しかけるハッラー。相手は軍の同どう僚りようが率いる部隊だった。サンディス少佐と呼ばれた同年代の将校も会話に応じる。

「ちらと耳にしたが、ジャン・アルキネクスがまたしても手て柄がらを立てたようだな。市民を人質に取られた厄やつ介かいな状じよう況きようでもコレなのだから、まったくあれは有能が服を着て歩いているような男だ」

「ガルームの過激派も馬ば鹿かな真似まねをやらかしたもんですよ。あのジャンが民兵混じりの連中なんかに後れを取るわけがないってのに」

　ハッラーが鼻を鳴らす。サンディス少佐も苦笑してうなずいた。

「まったくだ。──無む駄だ話ばなしはこの辺りだな。そろそろ務めを代わろうか、ハッラー少佐」

「そう出来たら良かったんですがね──」

　がりがりと頭を搔かきむしり、まとっていた親しげな空気を打ち消して、ハッラーは相手の顔を正面からにらみ付ける。

「──どけねぇんだよな、これが。どうやらあんたも、これから馬鹿をやらかすところみたいだからよ」

　彼の両りよう脇わきを前進して部下たちが風ふう銃じゆうを構える。とっさに応戦しかけた背後の部下たちを片手で制して、サンディス少佐は表情を変えずに声を上げた。

「……どういうつもりだハッラー少佐。友軍に銃口を向ける、その意味が分かっているのか？」

「俺おれだって気が重いですよ。互たがいに知らない仲じゃないんだ、出来ることなら最後まで轡くつわを並べていたかった」

「ならば訊きこう。私の何を疑っている？」

「疑ってるも何も、ウチの大将はとっくに見み抜ぬいてたんだよ。街中で起こった反乱そのものが、官庁の制圧を狙ねらった大おお掛がかりな陽動だってな」

　相手の口元がわずかにゆがむのを見つつ、ハッラーはなおも言葉を続ける。

「同じ市内であんな事件が起これば、官庁の警備体制は否いや応おうなく強化される。普ふ段だんは市街に回されない部隊も、こうやって堂々とノランドットの中に入り込めるってわけだ。……狙いは悪くなかったと思うぜ。小勢で中ちゆう枢すうを押おさえる作戦としては理に適かなってる」

「邪じや推すいもいいところだな。私が何のためにそんな真似を？　この身のルーツはマムランの騎き馬ば民族であって、ガルームとは縁えんもゆかりもない。体制への不満を示した覚えもないぞ。先だっての選挙でも現執しつ政せい官かん殿どのに一票を投じたばかりだ」

　一歩も退かずに身の潔けつ白ぱくを主張する相手に、ハッラーは真顔で首を横に振ふってみせる。

「今の政権に不満を持つのはガルームの過激派ばかりじゃない。……あんたが耐たえかねたのは、旧マムランの領土にまで及およんでいる、農業推進施し策さくのほうだろ？」

　それを指し摘てきした瞬しゆん間かん、サンディス少佐のまとう空気が明らかに変わった。敵意と殺気を肌はだにぴりぴりと感じながら、ハッラーは静かに語り続ける。

「発展期にある今のキオカじゃ、人口増に合わせてじゅうぶんな農地の確保が必要だ。とりわけ重視されるのは主食となる作物──つまるところ麦なわけだが、この畑を広げるためにはより多くの働き手が要る。平原を愛し馬と共に生きる騎き馬ば民族じゃなく、畑を耕して土と共に生きる農民が」

「…………」

「だから今、旧マムランの地域に住む遊牧民たちには転農が推すい奨しようされているところだ。もちろん国からの援えん助じよ付きで。馬を捨てて鍬くわをもて──あんたに言わせればそういうことになるか」

　サンディス少しよう佐さの奥おく歯ばがぎりりと軋きしむ。いつでも攻こう撃げきに移れる態勢の部下たちを示しながら、ハッラーは結論を口にする。

「一部の地域には、すでに希望者が定住して開かい墾こんを始めている。あんたの故こ郷きようがあった辺りには丸々鍬が入る予定らしいな。……それが許せなかったんだろう、サンディス少佐。平原の民の末まつ裔えいさんよ」

　沈ちん黙もくが返答だった。それ以上の肯こう定ていが他に存在しないほどの。

「いちおう言っておくと、下手へたな誤ご魔ま化かしは無意味だ。協力者を炙あぶり出すために今日まで泳がせてあったが、あんたをクロとみなす証しよう拠こはこっちに揃そろってる。この場で俺おれを説き伏ふせようとするよりかは、大人しく軍事裁さい判ばんを待って釈しやく明めいしたほうがいいぜ」

　この場での抵てい抗こうが無意味であることも暗に告げて、ハッラーは同どう僚りように降こう伏ふくを促うながす。追い詰つめられたサンディス少佐の口から、やがて絞しぼり出すような声が響ひびいた。

「……見み逃のがせ、ハッラー」

「…………」

「記き憶おくが定かなら、お前のルーツもマムランだったはず。だとすれば私の思いは分かるだろう。──どうしても我が慢まんがならないのだ。我々の祖先がかつて駆かけ抜ぬけた大地が、民族の誇ほこりを失った者たちによって農地に貶おとしめられていくのが」

　ハッラーは黙もくして答えない。肯定とも否ひ定ていともつかない沈黙に、サンディス少佐は苛いら立だちを露あらわにする。

「だがな──それ以上に許せないのは。マムランを出自に持つ同どう胞ほうの大半が、その現状に憂うれいすら感じていないことだッ！」

　憎ぞう悪おの宿る声にびりびりと空気が震ふるえた。サンディス少佐は目め尻じりを吊つり上げ、頭ひとつ高い位置にある同僚の顔に語りかける。

「多民族の共生共栄、それがキオカ共和国の理念であることは私とて承しよう知ちしている。だがハッラーよ、そこに欺ぎ瞞まんがないと言い切れるのか？　人口と国力の増強のために最さい適てき化かされていく社会の裏側で、かつての我々の文化は日ひ毎ごとにすり潰つぶされていく。祖先の武勇を伝える口承歌は歴史という名の無む味み乾かん燥そうな文字列に書き換かえられ、子供らは馬術に代わって算術に没ぼつ頭とうし、かつて馬乳酒がなみなみと注がれた甕かめはどす黒い葡ぶ萄どう酒しゆを湛たたえるようになって久しい。

　より便利に、より一いつ般ぱん的てきに、より理に適かなった形に──それだけを合言葉に形作られていく国家は、私の眼にはどうしようもなくうすら寒く映る。その先に富と繁はん栄えいが約束されているのだとしても」

　あるがままの内心を吐と露ろされて、ハッラーはため息をつく。悲しいかな──相手が期待したほどには、彼の中に共感の感情は生まれていない。

「……心情は汲くむがな。あまり困らせてくれるなよサンディス少しよう佐さ。キオカ人としての国民性ってもんは、かつての六つ国のルーツを超こえたところに打ち立てられなけりゃ意味がない。王国復ふつ興こう派はの連中みたいに、すでに失われた自国の再建を望むようじゃ話にならないんだ。それはあんたにも分かってるんだろ？」

「…………ッ」

「俺おれたちが作らなけりゃならないのは、この地上のどこにも未いまだ存在したことのない国家。過去に囚とらわれて足あし踏ぶみしてちゃ到とう底てい届かない領域にある目標だ。ジャンが目指すその理想を、あんたらごときが何を言ったところで、俺は疑わねぇよ」

　相手の揺ゆるがぬ立ち位置を示されて、サンディス少佐の表情が失望に沈しずむ。

「……根っこの部分では、お前も仲間だと思っていたのだがな」

「期待に沿えなくて悪いな」

　半ばは本心、半ばは皮肉として、ハッラーは同どう僚りように謝罪を述べる。マムラン諸しよ族ぞく連れん邦ぽう、平原を駆かけ巡めぐる騎き馬ばの民──そのルーツに対するこだわりの違ちがいが、両者を隔へだてる溝みぞだった。

「このガタイのせいで、昔っから俺が乗ると馬が嫌いやがる。だから馬術は好きになれなくてよ。従軍してからも騎兵周りを避さけて過ごしてたんだが──その回り道がなかったとしたら、俺はジャンにもミアラにも、ここにいるミタ曹そう長ちようにも出会えなかった」

「…………」

「出自云うん々ぬんじゃなく、俺のルーツはそこにある。これから先、そういう奴やつがどんどん増えていけばいいとも思ってる。そんな俺は、やっぱりあんたにとっちゃ敵なんだろうな」

　真っ向から相手を見つめてハッラーは言い放つ。その足元でミタ曹長が風ふう銃じゆうを構えた。来るなら来い──高低の離はなれた位置で、二対の瞳ひとみが覚かく悟ごを告げている。

「……時の流れには、抗あらがえないものか」

　握にぎり締しめていたこぶしをほどき、サンディス少佐は悔くやしげにつぶやく。街中で市民を巻き込んで何の意味もない戦いを行えるほど、彼は分別を失っていないのだ。




　勧かん告こくに従い、彼の小隊はその場で投降した。その日、ノランドット市内において、怪け我が人にんがそれ以上増えることはなかった。
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　べつだん軍隊に限ったことではないが、組織というのはその規模が大きくなるにつれて管理の手間が二次関数的に増大する。やがてそのための専門の部署が必要になり、そこで不ふ可か避ひ的てきに生まれてくるもののひとつが兵へい站たん部門──物資や人員の輸送・施し設せつの建設や保全管理などを主任務とし、前線の兵士たちからは紙の兵隊などとも揶や揄ゆされる人々だ。

「あー、クッソ！　これじゃ予算に収まらねぇし……！」

　その兵站部門に所属する男性兵士が、机に置いた書類の束を前に繰くり返し悪態をついていた。常設軍隊が常つね日ひ頃ごろから必要とする物資に加えて、進軍がある度に要求される糧りよう食しよくなどを手配しているのも彼らだ。政府から下りる予算は潤じゆん沢たくとは言えないため、その枠わくの中で前線の要求に応こたえることは、時として困難を極きわめる。

「どれ、貸してごらん」

　背中から伸のびてきた手に書類を取られて、兵士は何事かと背後を振ふり返る。噂うわさに聞く白はく髪はつの将の姿をそこに認めて、彼はぎょっと目を丸くした。

「Ｍｕｍ、これだと塩の仕入れを高く見積もり過ぎだ。運送の人出は軍から出すと言って二割ほど値切るといい。粘ねばればもっと安くなると思うけど、そこはあえて二割に留とどめておくんだよ。買い叩たたかれると分かれば混ぜ物をしてくるからね」

　相手の驚おどろきなど気にもせず、ジャンは一方的にアドバイスを並べていく。そういえば先任の仲間にそんなことを習った気もするなと、男性兵士はようやくそれを思い出した。

「あ、ありがとうございま──」

　礼を述べようと思った時には、すでに背後に相手の姿はない。慌あわてて周りを見回すと、今度はふたつ隣となりの机にいる女性兵士がアドバイスを受けていた。

「君、その判はん子こは待った。その書類で補給先になっている37号倉庫だけど、四年前に失火で焼けて取り壊こわされたはずだ。運ばれた物資がどこに流れているか調査しなさい。おそらく横流しをしている不届き者がいる」

「は、はい……！」

　言われて不ふ審しん点てんに気付いた女性が、紙に突つく寸前で判子を引っ込める。そんな形で何人かに助言をして回った後、ジャンは部屋の真ん中で「よし」とうなずいた。

「もうおかしな点はなさそうだ。邪じや魔まをしたね、引き続き職務に励はげんでくれ」

　兵士たちがぽかんとする中、それだけ言って部屋を後にする。廊ろう下かに出た瞬しゆん間かん、彼を探して回っていた副官のミアラと鉢はち合あわせた。

「ここにいましたか、ジャン。……今日は兵站部で好き放題ですか？」

「まさかニエツト、好き放題なんて人聞きの悪い。彼らが仕事上で行き詰づまっていたり不自然だったりするところを指し摘てきしているだけだよ。兵站は軍の足あし腰こしだ。正常に動いていなければ全体が機能不全に陥おちいってしまう」

「それはその通りですが、部署によってはあなたを疎うとむ輩やからもいます。無用の挑ちよう発はつに繫つながらないように注意してくださいね」

　言っても無む駄だだと分かっている忠告を、それでもミアラは律りち儀ぎに繰くり返す。仕事がないなら他所よそに探しに行く、ジャンのこの習性を曲げることは誰だれにも不可能だ。

「先だっての王国復ふつ興こう派はによる反乱も、あなたの活かつ躍やくの下に無事収束しました。ジャンの能力からすれば当然の結果とはいえ、客観的にはいささか目立ちすぎのきらいもあります。今しばらくは大人しく過ごされるほうが得策でしょう。あなたの出世を妬ねたんで足を引っ張りたがる連中は、この建物の中だけでも山ほどいます──」

「こら───────っ！　待ちなさ─────いっ！」

　いよいよ本格的なお説教に突とつ入にゆうしかけたところで、甲かん高だかい声が彼らの耳を叩たたいた。何かを追って目の前を走り抜ぬけていく兵士たちに、ジャンは興味をもって声をかける。

「おっと、何事だい？　基地の廊ろう下かを走り回ってはいけないよ」

「あ……アルキネクス少しよう将しよう殿どの！　副官のギン少しよう佐さ殿も、これはお見苦しいところを！」

　呼び止められた兵士たちが大急ぎで敬礼する。説明を求めると、ひとりが困り顔で話し始めた。

「それが……つい先ほど、この基地に届いた郵便物を点検していたのですが。ひとつの荷物の中に、とんでもないものが入っていて──」

「いたぞ！　今度こそ追い詰つめた！」

　先行していた別の兵士から声が届く。兵士たちと一いつ緒しよにそこへ駆かけ付けたジャンは、意外な光景をそこに見た。

「いたずら娘むすめめ、もう逃にがさんぞ！　つまみ出してやる！」

「いーやーっ！　ジャンに会わせてよ！　さっきからずっと頼たのんでるじゃない！」

　十歳やそこらの見覚えのある少女が、腕うでをつかんで離はなさない兵士に悪態を吐ついている。おまけに自分の名前まで出てきたところで、白はく髪はつの将はすぐさま口を挟はさんだ。

「──ミス・カーシャ？　これはまた、意外なところで会ったね」

「ジャン！」

　目当ての相手を見つけた少女の顔がぱっと輝かがやく。兵士の手から解放されると、彼女はそのまま一直線にジャンの前まで走ってきた。周囲の面々がきょとんとした顔になる。

「あ……アルキネクス少将殿のお知り合いでしたか？」

「Ｙａｈ、友人だよ。先日の事件で誰よりも勇ゆう敢かんだった女の子さ」

　ジャンが簡単に経けい緯いを説明し、少女が自分の知ち己きであることを明かす。味方を得たカーシャは得意げに胸むねを張った。

「それで、どうしたんだいミス・カーシャ？　僕ぼくに会いに来てくれたのは嬉うれしいけど、荷物に紛まぎれて忍しのび込むのは感心しないな。彼らが驚おどろいてしまうだろう？」

「だって……さいしょは玄げん関かんから入ろうとしたけど、見張りのひとに追い返されちゃったんだもん。どうやったら入れるかいっぱい考えたら、これがいちばんいいって思って」

　少女は歯を見せて笑う。なるほどとジャンはうなずき、他の面々に向き直った。

「Ｍｕｍ、聞いたかい？　彼女はこの基地の警備体制に大いなる示し唆さをくれたよ。以後は皆みな、荷物に人が紛れている場合もあるのだと弁わきまえておくように」

　体の小ささを利用した方法とはいえ、子供に基地への侵しん入にゆうを許すようでは、我々の警備体制にも問題がある。彼が暗にそう言っているのだと理解して、兵士たちはしゅんとうつむいた。どこの警備を引き締しめればいいものか自分でも考えつつ、ジャンは再びカーシャに問いかける。

「君が驚くべき知恵をもって見事ここまで辿たどり着いたことはよく分かった。それで、僕ぼくに会って何をしたかったのかな？」

「お礼！　まだ、ちゃんと言ってなかったから」

　無む邪じや気きな声で来意を告げて、少女は改めてジャンに笑顔を向けた。

「お父さんとお母さんを助けてくれてありがとう。ふたりとも、どこにも怪け我がしてなかったよ。弟はわんわん泣ないたけど、今はもう元気なの。みんなジャンのおかげ！」

　そんなことを輝かがやくような表情で言われては、ジャンとしても無ぶ粋すいなお説教をする気にはなれなかった。彼は微笑ほほえみを浮うかべて膝ひざを落とし、少女と同じ目線で会話する。

「どういたしまして。僕の働きなんて君の頑がん張ばりに比べたら些さ細さいなものだけれど、そう言ってくれるのは嬉うれしいよ」

　伸のばした手をカーシャと繫つなぐと、隣となりのミアラに目配せして、ジャンはそのまま昇降口に続く廊ろう下かを歩き始める。

「ここの業務を邪じや魔ましては悪い。ふたりとも、とりあえず外に出ようか」







「悪目立ちとはああいった状じよう況きようを指すのです」

　基地を後にして開かい口こう一いち番ばん、ミアラは呆あきれ顔でそう言った。ジャンも苦笑してうなずく。

「さすがにそれは僕でも分かるさ。だから早々に基地を出たんだ」

「英断と言いたいところですが、これからどうされるおつもりですか？　その子を家に送り届けるのなら馬を出しますが」

　ミアラが気を利かせたつもりで提案すると、ジャンの足にしがみついたカーシャは首をぶんぶんと横に振ふる。

「やー！　まだ帰りたくないー！」

「そう出ますか……。しかしカーシャ、あまり帰りが遅おそいと家族が心配するのでは？　きちんとご両親に行き先を告げてから来ましたか？」

　両親の心情を重んじたお姉さんからの忠告に、カーシャはうぅ、と反論を詰つまらせる。やっぱりそうね、とミアラはため息をついた。先日の一件が、悪い意味での行動力をこの少女に身に付けさせてしまったようだ。

「それは良くないな。よし、彼女の家に伝令を出してこう伝えさせよう。『ご息女はキオカ陸りく軍ぐん少しよう将しようジャン・アルキネクスと共にある。夕刻にはご自宅まで送り届けさせていただくので、どうか心配なきように』と」

　ジャンが口にしたその言葉に、ミアラがぎょっとして振ふり返る。

「──この子を連れ歩くつもりですか？　いったい何のために？」

「Ｍｕｍ、それなんだけどね。先日の一件について、彼女といっしょにお礼を述べたい人物がいるんだ。丁ちよう度どいい機会だと思ってさ」

　不敵な笑みを浮うかべて白はく髪はつの将が言う。そこにある種の意図が感じられたので、ミアラは不満に思いながらもその提案を受け入れることにした。

「では行こうか。──カーシャ、馬に乗るのは初めてかい？」

「乗せてくれるの!?」

　カーシャが目を輝かがやかせる。三人の奇き妙みような道中は、こうして始まった。





＊






「ほぉぉ……やはり、ここの空気がいちばん馴な染じむのぅ」

　右手の茶ちや碗わんから湯気の立つお茶をすすりつつ、アナライが顔をしわくちゃにしてつぶやく。

　各種の実験材料や器具で雑然とした空間の中を、バジンを始めとする研究者たちが所ところ狭せましと動き回っていた。ノランドット郊こう外がいの丘にキオカ政府の資金援えん助じよで設もうけられた、彼ら科学者たちの拠きよ点てんとなる研究所だ。

「博士はかせは気楽でうらやましい……。公民館の研究室をめちゃくちゃにした件について、国から修しゆう繕ぜん費用の請せい求きゆうが来やしないかとヒヤヒヤしてるんですよ僕ぼくは」

「そんなもん来てたまるか。事態の解決に一役買ったんじゃから、むしろ謝礼金をふんだくっても良い立場じゃろうが」

「そりゃそうですけどね。帝てい国こくにいた頃ころは、どんな実験をやっても片かたっ端ぱしから異い端たん審しん問もんのネタにされたじゃないですか。なかなか抜ぬけないんですよ、あの頃の嫌いやな記き憶おくが──」

　会話を続けながらも、バジンの意識は目の前のシャーレに集中し、そこにスポイトの溶よう液えきを一滴てき一滴垂たらしていく。と──その作業の真っ最中に、来客を告げるドアベルがけたたましく鳴り響ひびいた。

「わわっ──言ったそばから!?」

「単に来客でしょ、ちょっとは落ち着きなさいよバジン。──はい失礼、どなた様？」

　古株の女性研究者ナズナが率先して対応に出る。重いドアを開けた先にいたのは、まだ若いふたりの軍人と小さな女の子という、一見して奇き妙みような取り合わせの三人組だった。

「キオカ陸りく軍ぐん少しよう将しようジャン・アルキネクスと申します。先だっての市街占せん拠きよ事件で国軍側の司令官を務めておりました。アナライ・カーン博士はかせには作戦上で大きな助力を頂いただいたと部下に聞き及および、副官ともどもこうしてお礼に参った次第です」

「あら、それはご丁てい寧ねいにどうも。──娘むすめさんもご一いつ緒しよ？」

　組み合わせから直感的に思いついたことを、ナズナはそのまま口にしてみる。それを聞いたミアラの頰ほおがみるみる赤く染まった。

「ち、違ちがいますっ！　その子はただの一いつ般ぱん人じんで、私たちは上司と部下の間あいだ柄がらで──」

　面白いほどに動どう揺ようする彼女の隣となりで、こちらは至っていつも通りにジャンが説明する。

「彼女は副官のミアラ・ギン。この子は例の事件で被ひ害がいをこうむった民間人のひとりです。カーシャ、ちゃんと挨あい拶さつ出来るかい？」

「できる！　カーシャ・マスクス、十さいです！　好きなたべものはアンズのほしたやつ！」

　元気いっぱいに自じ己こ紹しよう介かいするカーシャ。その無む邪じや気きさに、ナズナも相そう好ごうを崩くずす。

「間違っても審しん問もん官かんじゃなさそうね。──中へどうぞ。恥はずかしながら少々……いえ、だいぶ散らかっていますけど」







「何ッ、『不眠ねむらずの輝き将しよう』じゃと!?」

　来客の素性を聞いた瞬しゆん間かん、老ろう賢けん人じんのテンションは一瞬にして沸ふつ点てんまで上のぼり詰つめていた。

「千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスが向こうから来よった！　バジン、扉とびらに鍵かぎをかけろ！　ここで会ったが百年目、噂うわさに聞く不ふ眠みん体質についてのデータ取りを心行くまで──」

「出来るわけないから。ほら、落ち着いて座んなさい博士。せっかくお礼に来てくれたんだから、ちょっとは威い厳げんのあるところ見せてやらないと。バジン、あんたはお茶を淹いれなさい」

　アナライの暴走をなだめつつ、他の研究者には部屋を片付けさせて、ナズナはテキパキと応対の準備を整えていく。多かれ少なかれ浮うき世よ離ばなれした面々の中で、昔からダントツに生活力があるのが彼女なのだった。

　見る間に整理されていく研究室の光景に、ジャンは興味深く視線を巡めぐらせる。

「Ｈａｈ──神学者たちの研究室も覗のぞいたことがありますが、それよりもずいぶん賑にぎやかですね。見たことのない器具もたくさんあるようだ。ここで『科学』を行っているのですか」

「ここに限らん。観察すべき対象、解き明かすべき謎なぞがあれば、そこがすなわち科学の現場じゃ」

　ナズナに言われたように「威い厳げんのあるところ」を見せつけようと、アナライが薄うすい胸むねを張って言い切る。その正面まで歩いていって、ジャンは躊躇ためらわず頭を下げた。

「失礼しました、まずは感謝を。──博士はかせの助力によって、民間人からの負傷者を最低限に抑おさえた上で作戦を完かん遂すい出来ました。後ほど軍から正式な感謝状が届くかと思いますが、その前に僕ぼく個人からお礼を述べさせていただきます」

「どうかの、無用な助力だったかもしれんよ。お前さんの指し揮きは見事じゃったからな」

　謙けん遜そんではなく単なる事実として、アナライはそう応こたえる。彼らが「大人の話」を始めたことを感じ取ると、カーシャはきょろきょろと落ち着きなく辺りを見回し始めた。

「ねぇ、ジャン、部屋の中を見ててもいい？」

　好こう奇き心しんに急せかされて声を上げた少女に、ジャンよりも先にナズナが反応する。

「ああ、その子を退たい屈くつさせるのも悪いわね。こっちへいらっしゃい」

　彼女に手招きされたカーシャは、ジャンに見送られてまっすぐそちらに駆かけていった。気がかりが解消されたところで視線を戻もどして、白はく髪はつの将は目の前の老人に切り込んでいく。

「学者としてのみならず、博士は軍事についても造ぞう詣けいが深くいらっしゃるようですね。部下が驚おどろいておりました」

「軍に協力するのは今回が初めてではない。長く付き合っておれば、士官学校で学ぶ程度の内容は嫌いやでも頭に入るものじゃよ」

　その事実を誇ほこっている風でもなく、むしろアナライの表情には疎うとましさが表れていた。それを見て取ったジャンが鋭するどく問いかける。

「Ｍｕｍ？　……失礼ながら、研究の軍事利用に関して、博士自身はあまり好意的ではいらっしゃらない？」

　人格の内面に踏ふみ入る問いかけに、けれど老ろう賢けん人じんはあっさりと答えを返す。

「そういうわけでもない。ただ、人を効率よく殺傷するためだけの研究には、ずいぶん前に飽あきが来ておるというだけじゃ」

　ざっくりとした本音で返されて、慎しん重ちように相手を見み極きわめるつもりだったジャンは逆に困ってしまう。彼が次の切り口を探しているうちに、アナライのほうから言葉を重ねた。

「軍事などというものは、科学の領域におけるほんの一分野に過ぎん。そればかり研究しろというのは、山盛りの果物を前にパパイヤしか食うなと言われるようなものじゃ。違ちがうかの？」

　これまた分かりやすい喩たとえ話──というよりも不満の表明だった。この相手と腹の探り合いをすることの無意味さを悟さとって、ジャンも自分の言葉で素直に答えることにする。

「戦争は世界の一部分に過ぎない。そう言い換かえてもいいのなら、僕もまったく同意見です」

「存外に気が合うようじゃな」

　アナライがにやりと笑う。急に肩かたが軽くなったように感じて、ジャンも知らず微笑ほほえんでいた。初対面の相手をそうさせてしまう何かが、アナライ・カーンという老人には確かにある。

「しかし──悩なやましいことに、ひとつの研究を進めるには多くの資金が要る。そして、動乱の時代であればあるほど、戦争のためにばかり莫ばく大だいな金が費ついやされる。他の多くを犠ぎ牲せいにしてのぅ」

　肩かたをすくめて老人は言う。他人よりも長く生きた分だけ、彼はそうした歴史の営みを多く見届けてきている。

「つまりじゃな。このご時世に科学を発展させたければ、どうあっても戦争と無む縁えんではいられんということじゃ。軍事は科学における一分野に過ぎんが、そこから切り開かれることが約束された一分野でもある。戦争と無縁の時代というものは、未いまだ歴史上に存在した例がないのだからしてのぅ」

　必然の帰結を老人は示す。それを聞いたジャンはふと疑問を持ち、思い切って尋たずねてみた。

「では……博士はかせら科学者は、この先も軍事に寄生して生き長らえるのですか？」

　隣となりのミアラがぎょっとした顔を向けてくる。初対面の年長者、それも恩義ある相手に向かって、いくらなんでも失礼極きわまりない問いかけではないのかと。

　だが──この質問は今しておくべきなのだと、ジャンはそう思っていた。今でもずっと後でも相手の答えに違ちがいはない。だとすれば最初に知っておくべきだった。

　問われたアナライは無言で立ち上がり、向かって右側にある別室の扉とびらを目で示す。

「こっちに来なさい。わしらの研究を紹しよう介かいしたい」







　ふたりが案内された別室は日当たりに乏とぼしく、さっきの部屋よりも空気がひんやりしていた。狭せまいスペースに所狭しと棚たなが置いてあり、人はその間を縫ぬうように歩かなければならない。

「時に、お前さんたち。病やまいは何から生じるか知っておるか？」

　部屋の奥おくに向かって歩きつつ、アナライはふたりに尋ねた。不安げに周りを見回すミアラを横目に、ジャンは自分の知識から答えを述べる。

「瘴しよう気きが原因だと習いました。例えば腐ふ敗はいした生物の死し骸がいや排はい泄せつ物ぶつ、そういった不ふ潔けつなものが土に還かえらないまま溜たまり続けると、そこから悪あく臭しゆうの瘴気が生じて人身を侵おかすのだと」

　神学レベルにおける模も範はん解かい答とうを提示した彼に、しかしアナライは首を横に振ふってみせる。

「その説はもう古い。瘴気それ自体についての掘ほり下げが足りんし、臭においが病の元であるという誤解を生む原因にもなっておる。帝てい国こく・キオカ共に、病人の部屋にこれでもかと香こう水すいを振りまく習慣があるが、わしは科学者として断言しよう。あれはまったくの無意味じゃ」

　経験に裏打ちされた根こん拠きよをもって常識を否ひ定ていする。そのスタンスを言葉の節々から感じさせるアナライに、ジャンは背筋がぞくぞくするのを感じている。彼自身がまだ自覚していない、それは科学という未知への期待と高こう揚ようだ。

「病の原因は『菌きん』にある。『菌』とは羽虫や蟻ありよりもさらに小さな存在、肉眼では捉とらえられない極小の生物と言ってよかろう。わしらはこいつらが世界に満ちていることを知り、様々な現象の原因となっていることを突つき止めつつある。パンに生えるカビ、路地裏に群生するキノコ──これらの身近な光景もまた、菌きんの仕業じゃ」

　肉眼では知覚出来ない極小の存在。そんなものに満ちた世界を想像して、周囲の空間が密みつ度どを増したようにジャンは錯さつ覚かくする。

「菌には多くの種類があることが分かっておる。これはまだ仮説の段階を出ないが、数多あまたある病気のそれぞれに対応する菌の存在があるとすれば──どうじゃ？　これまでとはまったく違ちがった治ち療りようの可能性が見えてくるのではないかな。体内で害をなす菌を突き止め、その増ぞう殖しよくを抑おさえて、しまいには駆く逐ちくする──そのための技術が、新たな医療として確立されるはずじゃ」

　そこまで自説を述べると、アナライはいちばん奥おくの棚たなからひとつのシャーレを取り出して掲かかげた。その中の寒かん天てん培ばい地ちで培ばい養ようされているのは、一見して何ら特別なところのない緑色のカビだ。

「そして、さらにもう一歩。病やまいの原因が菌だとすれば──あらゆる菌を死し滅めつさせる薬があれば、それを万能薬と言っても差し支つかえなかろう」

　不敵を絵に描かいたような笑みを浮うかべる老ろう賢けん人じん。その表情が意味するところを理解して、ジャンは今度こそ瞠どう目もくした。

「これが、その可能性じゃ。このカビが増えてくると、その周りでは他の多くの菌が繁はん殖しよくを停止する。分かるかの？　それも菌そのものが競合しているのではなく、他の菌の繁殖を阻そ害がいする何らかの物質を生産している可能性が高い。仮に、その物質のみを抽ちゆう出しゆつ出来たとすれば──」

　仮定に過ぎない可能性を語るとき、科学者の心には自制が働く。この時もそれは例外ではなく、アナライは意識的に話をそこで中断した。それを語るには足場の踏ふみ固め方が足りないと、自分自身への戒いましめを兼かねて。

「この先は、まだこれからじゃ。菌の世界はわしらにとってもまだまだ手て探さぐりの分野でな。この研究にしても、とんでもない勘かん違ちがいをしていることがないとは言い切れん。……しかし、それを含ふくめて考えたとしても、この研究にはひとつの示し唆さがある」

　抑えを利かせた声で、老人は話を本筋に戻もどす。ジャンは優ゆう秀しゆうな聞き手として、その先に続く言葉を予想してのける。

「事が医療の発展にまで及およぶのなら、すでに戦争だけの領分にはない──と？」

「その通りじゃよ」

　望んだ方向の解かい釈しやくを示されて、アナライは微笑ほほえんだ。屋内に並んだ無数のシャーレを見み渡わたし、彼は言葉を続ける。

「この研究にはキオカ政府の軍事部門から予算が出ておる。戦争と病は切っても切れん間あいだ柄がらじゃからな、決して的外れな開発に逸それているわけではない。が──その上で、わしらの研究は戦争を遥はるかに越こえていく」

　語り口が再び不ふ遜そんさを匂におわせる。この話に興こう奮ふんするべきではないと、今度はジャンが自制を意識する番だった。彼にまっすぐ視線を向けて、老人は力強く先を続ける。

「この先も軍事に寄生して生き長らえるのかと、お前さんはわしに問うたな。当面はその通りじゃと答えておこう。しかし──わしの知る寄生生物の中には、宿主を食い殺して成体となるものもいる。わしらは自分たちがそうであることを願ってやまない」

　大だい胆たん不ふ敵てきな答えがジャンのもとに返ってくる。興こう奮ふんと警けい戒かいにうち震ふるえる彼の前で、「瀆とく神しん者しや」アナライ・カーンは両りよう腕うでを広げて天井を仰あおぐ。

「──科学はここにあるのじゃよ。戦争亡き後も残るものとして、な」










「──深入りは、避さけたほうが良いでしょう」

　濃のう密みつな対話を終えた研究所からの帰り道、白はく髪はつの将に向かってミアラはそう言った。彼女が老ろう賢けん人じんの話から受け取った印象は、ジャンとはまた微び妙みように違ちがっていた。

「あの老人の思想はあまりに異質です。国家に対する帰属意識を持たず、科学なるものの発展のためには手段を選ばない。己おのれに拠よって立つところが余りに大きすぎる。能力については抜ぬきん出たものがあるとしても、重用すべき人材とは到とう底てい思えません」

　リスクを孕はらんだ要素は可能な限り遠ざける。それもまたひとつの正解だろうと理解しつつ、それでもジャンの脳裏では、老人との会話が繰くり返し思い出されている。

「……似たものを感じた」

「？」

「似たものを感じたんだ。僕ぼくを奴ど隷れいだと言ってのけたあいつに近しい何かを、あの老人から」

　その告白は痛みを伴ともなっていた。彼が今日まで抱え続けた悔くやしさを、それと認めて明かすことだったから。

「関わらないほうがいいのは分かってる。ミアラ、君の言うとおりだ。でも──」

　遊び疲つかれて眠ねむったカーシャの息いき遣づかいが、彼女を背負ったジャンには背中越ごしに感じられる。もし、この少女と同じだけの無む邪じや気きさで「科学」に触ふれることが出来たら──そう願わずにはいられない自分の気持ちに、ジャンはもう気付いてしまっている。

「──なぜだろうか。僕にはどうしても、あの老人の存在を無視し続けられる気がしないんだ」





＊






　不眠ねむらずの輝き将しようが老ろう賢けん人じんと初顔合わせを済ませた、そのわずか二日後。ジャン、ミアラ、ハッラーの三人は、主席執しつ政せい官かんアリオ・キャクレイによって官かん邸ていに招かれていた。

「失礼します、執政官閣かつ下か。──陸りく軍ぐん少しよう将しようジャン・アルキネクス以下三名、召しよう喚かんに応じて参上しました」

　アリオの妻に先導されたジャンが広々とした居間に踏ふみ入ると、一目でそれと分かる無む国こく籍せきな光景が目の前に広がった。格子模様の壁かべ布ぬのはマムランの流りゆう儀ぎだが、一本脚あしの大テーブルはニタグアの伝統的なそれで、アリオ本人が腰こし掛かけている籐とう椅い子すはバユシエ由来の骨こつ董とう品ひん。

　さらに別室の「トコノマ」はヤポニクの調度で統一され、植物の繊せん維いで編んだタタミなる床ゆか材ざいまで敷しき詰つめてある。趣しゆ味み性せいと政治性に境界線を引くことが難しい場所なのだった。

「召しよう喚かんではなく招待だよ。私事なのだから楽にしなさい。とはいえ、せっかくの休きゆう暇かに呼びつけて悪かったね」

「いいえ、閣下の呼び出しとあっては是ぜ非ひもありません。たとえ結婚式でも放り出して駆かけ付けますよ」

　アリオの向かいに置かれた毛皮張りの長椅子。そこに仲間と並んで腰掛けつつ、ジャンはそう請うけ合った。執政官の口元に微び笑しようが浮うかぶ。

「頼たのもしいが、君には不似合いなユーモアだな。予定はあるのかね？」

「いえ、残念ながら。いまは務めが恋こい人びとと言わざるを得ません」

「それで構わないよ。私が思うに、君は独り身の時がいちばん強いだろうから」

　どこか断定的にアリオは言った。小さく眉まゆ根ねを寄せるミアラの反対側で、ハッラーが口を開く。

「伴はん侶りよを得た者は人として弱くなる。執政官閣下はそうした考えをお持ちで？」

「人によるよ。私にも妻子はいるが、昔と比べて弱くなった自覚はないからね。

　ただ──どうかな。それは私が人でなしだからかもしれないよ、ハッラー君」

「と、言われると」

「単純な問題さ。妻子と国家を秤はかりにかけた時、私には一秒の逡しゆん巡じゆんも要らない」

　憚はばからずそう言い切って、キオカの国民代表は妻のいる台所へ視線をやる。

「本人にも最初からそう言ってある。仮に彼女が人質になった場合、その救命に向けて、他の国民と同等以上のコストを割くことはないと。私情に流されず、全すべての国民に対して平等であること──それが為い政せい者しやの条件だろう？」

　教条的なまでの正論を受けて、ミアラとハッラーは応じる言葉に迷う。と、そんなふたりの戸と惑まどいを前に、アリオはべぇと舌を出した。

「──というのは、もちろん噓うそなのだけどね」

　それを聞いたミアラの眉み間けんに、今度こそ露ろ骨こつなシワが寄る。

「──は？」

「噓も噓、大噓さ。平等に振ふる舞まえば国民が納得するって？　まさか、むしろ逆だ。さっきの例なら、妻子を見捨てる血も涙なみだもない男として、支持率はむしろ下がりかねない。その辺りは演出の打ち方にもよるが──民衆は基本的に、自分たちに理解出来ないものを自分たちの代表として支持しない。分かるかな。余りにも苛か烈れつな形で『無私』を示されるとね、彼らはむしろ引いてしまうんだよ」

　苦笑を浮うかべて執しつ政せい官かんは語る。この為い政せい者しやには、そうした皮肉を諧かい謔ぎやくとして楽しむところがある。

「もとより平等の概がい念ねんは人間と折り合いが悪い。なぜなら人間は贔屓ひいきされたい生き物だからだ。弱者も強者も、老いも若きも、男も女も、それは変わりない。平等を求めるのはいつだって贔屓から漏もれた人々だ。その彼らにしても、本当に欲しいのは全体に均ならされたおこぼれなどではなく、自分だけに惜おしみなく注がれる恩恵なのだしね」

　顎あごの下で両手を組んで、アリオは滔とう々とうと言葉を続ける。

「平等の本質的な価値を国民ひとりひとりが理解するためには、残念ながらキオカという国はまだまだ歴史が浅い。多くの人々は、求めても得られない贔屓の代用品として平等を用いているに過ぎない。でも、それは決して悪いことじゃない。平等という建前が共有されるようになったこと自体が大きな進歩なんだ。このフィルターを通して議論がなされる限り、多民族国家にとって最大の癌がんたる単一民族主義の再燃には、今後とも一定の制限が加えられる」

　そこでアリオの妻が居間に戻もどり、彼女の運んできたお茶が全員に供きようされる。百合ゆりの花に喩たとえられる芳ほう醇じゆんな香かおりは、かつてガルームの王族が愛したとされる発はつ酵こう茶ちやのものだ。それが四人分、持ち手のふたつ付いた金属杯に注がれた。これらの食器はラオのもの。

「もちろん平等は大切だ。だが、それは『誰だれをも助けない』という消極的な形ではなく、『誰をも助ける』という積極的な形で示されるのが望ましい。どちらも平等性の表れには違ちがいないが、前者と後者ではずいぶんと印象が違うだろう？」

「Ｙａｈ。つまり閣かつ下かは、有事に際しては必ず奥おく様さまを助ける気でいらっしゃるのですね」

「ふむ、状じよう況きようによってはそうもいかないだろうが──君たちも知っての通り、妻はその家系において六つ国の全すべてに明確なルーツを持つ。そういう稀け有うな女を選んで娶めとった。端たん的てきに言って、彼女と息子には幸せでいてもらわなければ困るだろう？　象しよう徴ちよう的てきな意味合いとして、ね」

　夫の口が語る内容を、けれど細君は穏おだやかに微笑ほほえんで聞き流すばかり。その泰たい然ぜんとした姿に、毎度のことながらジャンたちは感服させられる。アリオ・キャクレイの妻という立場は、どう贔屓目に見ても通常の神経で務まるものとは思えないから。

「しかし──無私を示すことは逆効果、ですか。個人的に、少し考えさせられます」

　私益を求めないことによって今の地位まで駆かけ上ってきたジャンは、それと相反する哲てつ学がくを前に考え込む。が、アリオは早々に首を横に振ふってみせた。

「無用の懊おう悩のうだな。その法則は君には当てはまらないよ、ジャン・アルキネクス」

　最初の一歩で思考の階段を外されて、白はく髪はつの将が視線を相手に戻もどす。

「──というと」

「私は一いつ介かいの為い政せい者しやに過ぎないが、君は英えい雄ゆうであり軍人だ。その内面は民衆の理解を超こえているぐらいが丁ちよう度どいい。君には人々の機き嫌げんを取る必要などなく、ただ最強の武力行使者であればいい。誰だれにも真似まねの出来ない結果を上げ続ければ、賞賛は後から付いてくる──私はずっとそう言ってきただろう？」

「……確かに」

「眠ねむりを求めず、休みを欲しがらず、妻さえも娶めとらず。ただ国家の繁はん栄えいのみを喜びとして、その生しよう涯がいをキオカに捧ささげた憂ゆう国こくの士。そう墓石に刻きざまれることが君の望みと思っていたが──違ちがったかな？」

「──もちろんシア。何も違いません、我が養父ちよ」

　うなずきつつ自身の胸むねに手を当てて、ジャンはすっとまぶたを閉ざす。

「この身命は最初から、母なるキオカの悲願たる恒こう久きゆう平へい和わの実現に捧げたもの。あなたに存在を見み出いだされたその日より、未来の礎いしずえとなることに否いなやはありません」

「誇ほこりに思うよ。我が息子」

　そんな彼の姿を目を細めて見つめたまま、アリオは深い翡ひ翠すい色いろのお茶を静かに口にする。

「言うのが遅おくれたが、先だっての内ない紛ふんではよく働いてくれた。人質からひとりの死者もなく事を収めたあの結果は、まさにさっき話した積極的平等を実現した一例と言える。議員連中がうるさくて敵かなわなかったのでね、私も大いに助けられたよ」

「恐きよう縮しゆくです。が、その功こう績せきは僕ぼくとその部下のみに留とどまりません。人質の犠ぎ牲せいがゼロで済んだのは、現場に居合わせたアナライ・カーン博士はかせの助力あってこそでしょう」

　話題がそこに移ったところで、ジャンはすぐさま老ろう賢けん人じんの名前を出した。が、それを聞いた瞬しゆん間かん、茶の二口目を口に運ぼうとしていたアリオの手がぴたりと止まる。

「……その名前が君の口から出るとは思わなかった。彼に会ったのかね？」

「は。つい先日、非公式に表敬訪問を行いました。一ひと癖くせも二ふた癖くせもある人物のようで、その時も実に奇き妙みような話を──」

「二度と会ってはならない」

　きっぱりと。穏おだやかでありながら有無を言わせぬ口調で、アリオはそう言い切った。

「もう一度言う、二度と会ってはならない。アナライ・カーンと接することは、決して君の利益にならない」

　予想もしなかった言葉を返されて、ジャンはとっさに返事に詰つまる。それを見て取ったハッラーが、隣となりから声を挟はさんだ。

「──興味深いお話ですな。俺おれはまだ面識を得ちゃいませんが、アナライ・カーン博士はかせの抜ばつ擢てきは閣かつ下かも大きく支持したものと聞いてますぜ。それをウチの大たい将しようから遠ざける理由をお聞きしても？」

「君たちもアナライ・カーンも、キオカにとっては等しく必要な人材だ。だが、その配置には適てき材ざい適てき所しよがある。発明家を将校に引き合わせたところで益はない。むしろ互たがいの立場の違ちがいからくる思想の行き違いが無用な混乱を招くだろう」

　否ひ定ていしがたいようで、どこか漠ばく然ぜんとした理由を執しつ政せい官かんは口にする。腑ふに落ちない思いに囚とらわれたミアラが反射的に声を上げた。

「発明家……ですか。あの、本人は科学者を名乗っていましたが……」

「同じことだよ。ジャン、君は私の言うことに反対かい？」

　彼女の発言を一言で流して、アリオは再び白はく髪はつの将に向き直る。少年の頃ころから見知ったその瞳ひとみに正面から真しん剣けんに見み据すえられては、彼の返事はひとつしかなかった。

「……いえ、異存はありません。閣下がそう望まれるのなら──おっしゃる通り、今後の交流は差し控ひかえます」

「分かってくれて嬉うれしいよ」

　相そう好ごうを崩くずして男はうなずき、籐とう椅い子すの背もたれに体重を預ける。

「君に休めと言っても無理なことは知っている。だからこそ、たまの休きゆう暇かを有意義なことに使ってもらいたいと思ってね。民衆の機き嫌げん取りをする必要はないと、そう言った舌の根も乾かわかぬ内になんだが──今回は初等学校での講演を頼たのみたい。引き受けてくれるかい？　本来は私の仕事だが、君がやると子供たちへの受けがいい」

「もちろん、謹つつしんでお受けします」

　打てば響ひびく潔いさぎよさでジャンが返答する。彼自身がそう答えた以上、ミアラやハッラーに言えることは何もなかった。







　おおむね和なごやかな空気の中で会合が終わって、三人の軍人たちが官かん邸ていを後にしたところで、アリオは妻に声をかけた。

「サラーム、お茶のおかわりをもらえるかい。砂さ糖とうはスプーン三杯で頼むよ」

「はい、あなた」

　頼まれることを察していたのか、彼女は台所に向かって一分としないうちにお茶を淹いれて戻もどってきた。器も来客用の杯ではなく、持ち手のないヤポニク伝統の湯飲みに代わっている。政治的なスタンスを別にすれば、それがいちばん彼の手に馴な染じむのだった。

　甘あまったるい茶を一口すすったところで、男はようやく一息つく。

「──ふぅ。まったく、さっきはひやりとした。そうそう接点のない相手だと高を括くくっていたら、私の知らないところで接せつ触しよくしていたなんてね。あの賢けん者じやを放し飼いにしておくのも考えものだな」

　そうして話し始める。息子も同然、そう公言しているジャンの前では到とう底てい言えない内容を。

「だがまぁ、早めに釘くぎを刺させて良かったと見ることも出来る。手塩にかけて育て上げた英えい雄ゆうを、ぽっと出の自由人に台無しにされてはたまらない。サラーム、君もそう思うだろう？」

　柔やわらかく微笑ほほえんだまま、彼女はあくまで何も言わない。その沈ちん黙もくを心地よく受け止めて、アリオはゆったりと自室の天井を仰あおぐ。

「ジャン・アルキネクスには自由など要らない。あの子には使命さえあればいいのさ。生しよう涯がいを費ついやしても果たしえない悠ゆう久きゆうの責務さえあれば──彼は完全無欠の英雄でいられる。存命の間はもとより、死した後でさえもなお、ね」





＊






　首都ノランドットの一角に、真新しい直方体の建築物がそびえ立つ。

　すぐ隣となりに一回り小さな子分──初等学校の校舎を従えたその建物の正体は、就学児童の心身の健全な発育を目的に作られた、キオカ史上初の体育館だ。

「──初めまして！　みんな、勉学に励はげんでいるかい？」

　国立ノランドット第四初等学校。六百人からの児童が通う五年制の教育施し設せつに、この日は珍めずらしいゲストが訪れていた。全生徒に加えて百人弱の一いつ般ぱん聴ちよう衆しゆうまで受け入れた体育館の中、自みずから運び入れた椅い子すに座った大勢の子供たちは、その視線を演えん壇だん上のひとりの英雄に注いでいた。

「…………」

　その盛り上がりを遠く眺ながめながら、ミアラ・ギン少しよう佐さはふたつある体育館の出口の一方に立って、建物の内外の異変に目を光らせていた。が、その雰ふん囲い気きはいつもに比べて少々尖とがっている。同じように仕事を続けていたハッラーが、彼女の前に立って眉み間けんをつついて見せた。

「ここんとこのシワ、ちょっと気をつけろ。せっかくの可愛かわいい顔が台無しだぞ」

「余計なお世話です。もう可愛いと言われるような年でもありませんし」

　素っ気なく言い返して顔をそむけるミアラ。巨きよ軀くの兄貴分は苦笑混じりに後頭部をかく。

「お前はいくつになっても可愛いと思うがな。特にジャンの前では」

　からかわれたと感じた彼女が眼光を鋭するどくする。ハッラーは両手をかざしてそれをなだめた。

「おいおい、そうにらむなよ。肝かん心じんの部分を誤ご魔ま化かしても始まらん。どうせいま考えてたのもあいつのことなんだろ？」

「…………」

「図星か。で、引っかかってるのはどっちのほうだ？」

　不ふ機き嫌げんの表明にも怯ひるまず、彼はずけずけと核かく心しんに踏ふみ入っていく。いつも通りの乱暴な気き遣づかいに、ミアラはため息をついて意地を張ることを止やめた。

「……どっち、とは？」

「執しつ政せい官かん閣かつ下かとアナライ・カーン博士はかせ、どちらと話したことが気がかりの原因なのかって。お前の様子がおかしいのは、その二回でジャンに付き合った後からだろ」

　ぐ、と女の口元が震ふるえる。大きな体で大おお雑ざつ把ぱに生きているように見えて、仲間の感情の機き微びを見み逃のがさないのがハッラーという男だった。

「……両方、です」

「そいつは気苦労も二倍だな。──ま、アナライ博士のほうは同席してないから何とも言えんが。執政官閣下の話のどのへんが引っかかったのかは察しがつく」

　言いつつ、彼はミアラの肩かたにぽんと手を置く。

「気を落とすな。俺おれの知る限り、独り身宣言なんてもんをする奴やつほど、ちょっとしたきっかけであっさり女とくっついちまうもんだ」

「──そういうことではなくて！」

　赤みの差した顔でハッラーをにらむ。それから恥はじ入ったようにうつむき、打って変わったぼそぼそ声でミアラは続ける。

「……ではなくて。執政官閣下のお言葉はまるで、ジャンは幸せになってはいけないと言っているようだったから……」

「うん？　なんだお前、今のジャンは不幸だと思うのか」

　きょとんとした顔でハッラーに問われて、彼女はゆるゆると首を横に振ふる。

「そうは言いません。けれど、ひとりで頑がん張ばりすぎているとは常々感じます。いくら眠ねむりを必要としない体質とはいえ、もう少し人並みの余よ暇かを……ゆとりを持っても良いのではないでしょうか。それが許されるだけの働きは、じゅうぶんにしているはずです」

「それは難しい相談だな。休めと言われて休めるような男なら、あの年ねん齢れいで少しよう将しようなんて地位に就いちゃいないだろう。なんせ呼吸をするように働くやつだ」

「私もそう思っていました。でも……」

　そこで一度言葉を切り、ミアラは先日の光景をつぶさに思い出す。

「……アナライ博士と話している時に、ジャンが、見たことのない表情をしたんです」

「ほぉ？」

「目を輝かがやかせていました。いつも私たちに向けるものよりもずっと無む邪じや気きで、素そ朴ぼくで……義務とも使命とも無関係のところで面白いものを前にした、そういう時の少年の顔でした。私には……想像出来なかったんです。ジャンがああいう顔をするところが……」

「なるほど、な。本当に引っかかってるのはそっちってわけか」

「……どうなんでしょう。ただ、あの時のジャンを見ていて無性に不安になったんです。彼が変わってしまったらどうしよう、彼が私の前からいなくなってしまったらどうしよう、って……」

　声が次第に震ふるえを帯びていく。白はく髪はつの将の隣となりにいつまでも在あり続ける自分──これまで疑いもしなかったその未来図が、彼女の中で揺ゆらいで霞かすむ。

「……ジャンには変わらないでいて欲しいと、私はそう思います。でも、それは裏を返せば、先日に執しつ政せい官かん閣かつ下かが仰おつしやったことと同じではないでしょうか？　私はジャンに幸せになって欲しくないと思っているんでしょうか。そう考え始めたら、なんだか止まらなくて……」

　眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみが葛かつ藤とうに揺れる。見かねたハッラーが、彼女の背中を優しく叩たたいた。

「よく分かった。ジャンはともかく、お前には悩なやむ時間が必要だな」

　生き真ま面じ目めな同どう僚りようへのフォローを考えつつ、巨きよ軀くの軍人は努めて明るく声を上げる。

「それにしても、アナライ博士はかせはとんだたらしだな。初対面でジャンに素顔を出させるなんて、俺おれも一度お目にかかってみたいぜ」

　それは率直な本音でもあった。と──ふたりの会話が途と切ぎれた頃ころ合あいで、体育館の中から大きな拍はく手しゆが響ひびいてくる。壇だん上じようのジャンもまた、それに対して手を振ふって返していた。

「──講演が終わったみたいだな。護ご衛えいの役目もいち段落か」

「ええ、そのようですね──」

　気を取り直して職務に集中し直そうとしたミアラが、そこでぴたりと動きを止める。

「？　どうした、いきなり黙だまりこくって」

　彼女は即そく答とうしない。体育館の中、何重にも並んだ椅い子すの列の後方をじっと見つめて、その視線の先を右手の人差し指で指し示す。

「……来たようですよ。あなたにも、その機会が」

　視線を辿たどったハッラーもすぐに気が付く。見慣れない白衣を羽は織おった総そう白髪しらがの老人が、隣の助手ともども、一いつ般ぱんの聴ちよう衆しゆうに混じって壇上のジャンに拍手を送っていた。







「子供らが目を輝かがやかせておったぞ。さすがに大した人気じゃなぁ不眠ねむらずの輝き将しよう殿どのは」

　握あく手しゆを求める児童たちの波が一通り去ったところで、アナライとバジンは白髪の将のもとに足を運んでいた。思いがけず短いスパンでの再会に、先日執政官から交流を禁じられたこともあって、ジャンは複雑な思いで老人に応対する。

「……聴衆の中に博士の姿を見つけた時は驚おどろきました。わざわざ僕ぼくの講演を聞きにいらしたのですか？」

「というより、お前さんに会いに来たのじゃよ。手紙を出して研究所に招待するよりは、こちらから赴おもむくほうがよほど捗はかどると思うてな」

「僕も驚いてます。まさか今の博士に、カビに優先して会いたがる人間がいるだなんて」

　肩かたをすくめてバジンが言う。その事実を嬉うれしいと感じてしまう内心を押おし殺して、白はく髪はつの将は努めて冷れい淡たんに受け答えする。

「それは光栄ですが、一いつ介かいの軍人に過ぎない僕ぼくが研究のお役に立てるとは思えません。他の事に時間を使われるほうが有意義でしょう」

　先日と比べて距きよ離りを感じさせる彼の言い回しに、アナライも何らかの事情を見て取った。が、その程度のけん制で怯ひるむような老ろう賢けん人じんではない。

「軍人としてのお前さんが研究対象ではない。わしが興味を持っておるのは、ジャン・アルキネクスという一個人じゃよ」

　持ち前の図太さで、アナライは相手との間合いを詰つめていく。ジャンが何かを口にする前に、老人は会話の先手を主導権ごともぎ取った。

「少しばかり雑談をしようかの。眠ねむりは死の兄弟である──そんな話を聞いたことは？」

「……いえ、寡か聞ぶんにして」

　青年が素直にそう答える。アナライはこくりとうなずいて説明した。

「何も見えず何も感じられず、自みずからの意思をもって行動を起こすことが叶かなわない。そのような主体の喪そう失しつという意味で、眠りと死は限りなく同質のものだという考えじゃよ。その理り屈くつに倣ならえば、人間は夜よ毎ごとに死んで翌朝に生まれ直すとすら言える」

　話の意図がつかめずに目を丸くするジャン。老人は構わず先を続ける。

「この断絶──否いな、更こう新しんを挟はさんでこそ、人は長い時を未来に向かって歩いていけるのかもしれん。ひたすらに生きるには、人間の一生はいかにも長すぎる。昨日と今日に、今日と明日に、明日と明後日あさつてに。そうやって人生を刻きざみ分けていくことで、人は目の前に広がる膨ぼう大だいな年月を辛かろうじて受け入れている……わしはそう考えることがある。この言い回しはまるきり科学的ではないがの」

　そこで一いつ旦たん言葉が途と切ぎれる。向こうのペースに乗せられるのは良くないと直感して、ジャンは反射的に思いついた反論を口にする。

「……眠りと死には大きな違ちがいもあるのでは？　少なくとも人は、眠っている間に夢を見るでしょう。無論、死者が夢を見ているかどうかまでは存じませんが……僕にとっては、夢もまた生の営みのひとつです」

　その主張を聞いた瞬しゆん間かん、アナライはにやりと口元で笑う。

「なるほど、違いあるまい。では──ジャン・アルキネクス。お前さんでも夢を見るのじゃな？」

　反問された白髪の将は、それでたちまち慄りつ然ぜんとした。ごく単純な誘ゆう導どう尋じん問もんに引っかかった自分の不ふ手て際ぎわを恥はじつつも、同時に彼はある種の敬意を覚えて、老人に答えを口にする。

「……白昼夢のようなものなら、時折見ることが。多くは過去の光景を繰くり返すばかりですが」

「え──し、知りませんでした」

　隣となりに立つミアラが驚おどろきを顔に表す。ジャンは首を横に振ふった。

「夢の話なんて、いちいち人に言うようなことでもないさ。それで──アナライ博士はかせ。僕ぼくが夢を見ることが何か？」

「実に興味深い事実じゃ。わしの仮説がひとつ補強された、というところかの」

　まぶたの奥おくで瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせて、アナライはそう口にする。

「お前さんという例外を除のぞけば、わしの知る限りにおいて、睡すい眠みんなしに生きられる人間というのは存在しておらん。動物界全体を見み渡わたしてもまずいないじゃろう。これが仮に前提として正しいとすれば、お前さんの体は眠ねむりのプロセスを細分化して執とり行っているのではないかと思うのじゃ。普ふ通つうの人間が夜よ毎ごとにまとめて行う睡眠の工程を、それと分からぬ形で起き床しよう中にこなしているのではないかとな」

　熱を帯びた口調でそう言うと共に、人差し指でトントンと自分の頭を叩たたいてみせる。

「キーとなるのはここ、脳の働きじゃ。これまた神学とは見解の異なるところじゃが、人間の体のうち思考を司つかさどっているのは脳だというのが我々の意見でな。眠りとは脳を休ませることじゃと定義してもよい。お前さんの不眠体質は、その休ませ方に原因が求められそうじゃ」

　無意識に頭へ手をやるジャン。老ろう賢けん人じんはなおも持論を並べる。

「仮説の上に仮説を立てることになるが、脳の各部分を分割して休ませている──というのはどうじゃろうか？　さながら複数人が交代で行う不ふ寝しん番ばんのようにのぅ。お前さんは日常的に、ひょっとすれば今この瞬しゆん間かんも、起きながらにして脳の一部を眠らせているのかもしれんぞ」

「……不毛ですよ、博士。その仮説は確かめようがありません。僕の頭を割り開くのでもない限りは」

「そうかの？　直接は無理としても、間接的な検証ならば可能ではないかな。そのための方法もすでに考えてある」

　不敵に笑ってそう言ってのけ、アナライはジャンの目を正面から見み据すえる。

「これから二週間──難しければ一週間でもいい。わしらを傍そばに置いて生活してくれんかの？　一時間毎に一度、簡単なテストを受けてもらいたいのじゃ。その結果によって分割睡眠仮説を検証することが出来る。脳を部分ごとに休ませているとすれば、その部位によってお前さんの能力は間ま違ちがいなく変動するはずじゃからな。言語を司る部位が眠っている時は言語機能が低下し、計算を司る部位が眠っている時は計算機能が低下する、という具合にの」

　この老人とは人間の見方そのものが違う。そう察したミアラがたまらず口を挟はさんだ。

「……冒ぼう瀆とく的てきです。人の思考を──魂たましいさえも、あなた方は機能の一語で切り分けるのですか」

「魂というものはない。科学の世界観においてはの。ゆえに、わしらは人間のあらゆる活動を肉体の機能としてみなす。思考も感情も食事も生せい殖しよくも睡眠も、全すべてを同列のものとしてじゃ」

　アナライもまた迷わず応じる。その迫はく力りよくに後ずさる副官を横目に、ジャンは苦労して声を絞しぼり出した。

「……残念ながら、お断りさせていただきます。これでも多た忙ぼうな身でして、博士が望む実験への協力は叶かないそうもありません。恩返しはまたの機会に……」

「早計じゃな。不ふ眠みん不ふ休きゆうのその生活が、お前さんにとっての命取りになるとしてもか？」

　老人は攻せめ手を絶やさない。白はく髪はつの将の眉まゆ根ねがぴくりと動く。

「……どういう意味、ですか？」

「言葉通りの意味じゃよ。睡すい眠みんの欠けつ乏ぼうによって身体に生じる病変は枚まい挙きよに暇いとまがない。お前さんだけがその全すべてから逃のがれ得ると考えることは、さすがに楽観が過ぎると思わんか」

　別角度からの説得を試みるアナライ。黙だまって様子を見守っていたハッラーも、ここでついに話へ割って入った。

「言い分が矛む盾じゆんしてますぜ、アナライ博士はかせ。ついさっきご自分で、分割睡眠とやらの仮説を述べてらしたじゃありませんか」

「じゃから仮説じゃ。今の時点では何の裏付けもない思いつきに過ぎんし、仮にそれが正しかったところで、ジャン・アルキネクスの健康を保証するものにはならん。──そもそもじゃぞ。もし本当に、外見上は覚かく醒せいしたまま、水面下で脳を部分ごとに休ませているとして……そんな荒あら技わざに何の代だい償しようも伴ともなわんと、お前さんたちは本気でそう考えるのか？」

　ミアラとハッラーが同時に黙だまり込む。反論したくても出来なかった。ジャンの不眠体質は彼の英えい雄ゆう性せいの象しよう徴ちようとも言えるもので、そこに疑いを差し挟はさむこと自体が、彼らの間ではタブーだったのだ。だが──目の前の老人は、その垣かき根ねをいとも容易たやすく乗り越こえて禁足地に踏ふみ入ろうとする。

「ともあれ、じゃ。実験云うん々ぬんを別にしても、わしに身体を診みさせることは賢けん明めいな選せん択たくじゃと思うがの。そこいらの医者よりは適てき切せつな診断を下せる自負がある。軍人として多た忙ぼうな身というならなおのこと、己おのれの現状を正しく理解し、然しかるべき休息の取り方を知るべきではないのかな」

　最後の最後で常識的な結論に落着させられて、ジャンたちにはますます筋の通った反論が難しくなる。どころか、彼にはそれ以前のところに疑問が湧わいてきた。思い切って口にする。

「アナライ博士、あなたは僕ぼくの何をそこまで──」

　続く言葉を、唐とう突とつな圧あつ縮しゆく空くう気きの炸さく裂れつ音おんが吹ふき飛ばした。

「敵てき襲しゆう！　敵襲──ッ！」

　一いつ拍ぱく遅おくれて部下の叫さけびが響ひびき渡わたる。瞬しゆん時じに意識を切り替かえたジャンが指し揮きを開始した。

「総員警戒！　ミアラ、ハッラー、一いつ般ぱん人じんを体育館から出させるな！　全員を一か所に固めて身を低くさせるんだ！」

　ふたりの同どう僚りようが即そく応おうして行動に移る。館内をどよめきが満たす中、外から駆かけてきた伝令兵が状じよう況きようを報告する。

「敵襲です少将殿！　装備のまちまちな民兵が少なくとも百人余り、校舎の北門から乗り込んで来ています！　ケンシー曹そう長ちようが小隊を率いて応戦しておりますが、あのままでは長くは……！」

「防ぼう御ぎよ戦せん闘とうを続けながら後退するんだ！　ミタ曹長に伝えてくれ、この体育館を防衛拠きよ点てんとみなして立てこもると！」

　明快な指示を受けた兵士が前線へ駆かけ戻もどる。その背中越ごしに戦せん闘とうの推移をうかがいつつ、彼は傍かたわらのふたりの科学者に声をかける。

「アナライ博士はかせ、バジン助手。おふたりも館内に戻ってください。……前に続いて事件に巻き込んでしまう不ふ手て際ぎわを、今のうちに謝罪しておきます」

「何、いつものことじゃ」「ええ、いつものことですね」

　場ば違ちがいなまでにあっさりとした反応が返る。緊きん急きゆう事じ態たいを前に不ふ謹きん慎しんと知りつつも、ジャンは思わず笑ってしまった。







「……敵の数、およそ百三十。ボウガン持ちが七割に風ふう銃じゆう持ちが三割。大多数のボウガンに精せい霊れいは装着されていません。包囲はほぼ全周です」

　館内の入り口の脇わきから外の様子をうかがいつつ、ミアラがそう報告する。ジャンは腕うでを組んで周囲を見み渡わたした。

「対してこちらは、護ご衛えいに伴ともなった風銃兵の一個小隊四十人のみ、か……。数の上では劣れつ勢せいだね」

　異常に巻き込まれた児童と市民たちは、屋内の中央付近で怯おびえながら身を寄せ合っている。その様子を見てから外に視線を移して、ハッラーはふんと鼻を鳴らした。

「民兵どもの雰ふん囲い気きを見るに、またぞろ王国復ふつ興こう派はの連中か？　初等学校を襲おそうたぁ、連中もいよいよ血迷ったな」

「どうかの。狙ねらいは別にあるように思うのじゃが」

　彼の巨きよ軀くの隣となりから、ふいに老人がにゅっと顔を出す。ジャンが困り顔で額ひたいを押おさえた。

「……Ｍｕｍ、博士。あなたも一応は一いつ般ぱん人じんでいらっしゃるのですから、どうかあちらで子供たちと一いつ緒しよに……」

「それはもうバジンがやっとる。あれで子供と付き合うのが得意な奴やつなのでな、少しは気を紛まぎらわせてやれるじゃろうて」

　ピントのずれた回答に、白はく髪はつの将は一周回って奇き妙みような納得を覚えた。──大人しく守られる側に甘あまんじる謙けん虚きよさなど、この老人には最初から持ち合わせがない。そう確信出来たから。

「それより今は外の連中のことじゃ。単刀直入に言って、あやつらの狙いはお前さんではないのか？」

「……その可能性は高いでしょう。先日の一件のこともありますから」

　核かく心しんを突つく意見に、ジャンもまた誤ご魔ま化かさず首しゆ肯こうし、その上で疑問を付け加える。

「しかし、だとしてもあの数は腑ふに落ちない。前の事件の実行犯はほぼ全員が身み柄がらを拘こう束そくされています。その上でこれだけの戦力が残っていたのなら、どうして最初の時点で動員していなかったのか」

「漁ぎよ夫ふの利りを狙ねらう連中がいたか──さもなくば保険、かの。前の作戦が失敗することを見込んで予備の計画を立てていた、と見ることも出来る」

　同じ推測に至っていた青年がすんなりとうなずく。ところがアナライはさらに続けた。

「が──それはそれとして、いくらなんでも最近はこの手の事件が多すぎるな。過激派の連中がいきなり凶きよう暴ぼうになったと見るよりも、帝てい国こくの工作員が奴やつらを扇せん動どうしていると見るのが妥だ当とうじゃろうて。驚おどろくには当たらん。内乱の誘ゆう発はつならキオカとて何度も同じことを──」

「──博士はかせ！　どうか発言にはご注意を。この場には一いつ般ぱん人じんも大勢います」

　やや強い口調でジャンが言い含ふくめると、さしものアナライも行き過ぎを自覚する。

「おお、すまんすまん。こればっかりはわしの性分でな。この年まで生きておいて舌ぜつ禍かだけは如何いかんともしがたい。我ながらまったく呆あきれたものじゃ」

　自じ嘲ちよう気味にそう告げた瞬しゆん間かんに銃じゆう声せいが轟とどろき、人が砂地に倒たおれ込むずしゃりという音が耳に届いた。二か所の入り口を固める銃兵たちの姿を、アナライは感心して眺ながめる。

「話を戻もどすが、お前さんの部下たちはさすがに腕うでがいい。先行する者が確実に撃うち抜ぬかれる様子に、あやつらは二の足を踏ふんでおるようじゃ。迅じん速そくな対応で出鼻の勢いを止められたことは大きいの」

　一方のミアラもまた、外への警けい戒かいを絶やさないまま口を開く。

「まもなく国軍が救きゆう援えんを寄よ越こすはずです。それまで耐たえ切れば……」

「それは無理だ」「それは無理じゃ」

　白はく髪はつの将と老ろう賢けん人じんの声が重なる。目を丸くして振ふり向くミアラに、ジャンは言葉を継ついだ。

「首都の真ん中でこんな真似まねをやらかす以上、彼らも時間制限くらいは念頭に置いている。救援部隊が来る前に体育館を制圧して、僕ぼくと子供たちを人質に取る算段だろう。この膠こう着ちやくは長く続かない。腹を決めたが最後、犠ぎ牲せいを覚かく悟ごで一いつ斉せいに突つっ込んでくるよ」

「うむ。屋内での乱戦となれば、この場の戦力では到とう底てい守りきれんの」

　体育館の中を見み渡わたして、アナライは冷静にそう結論する。ジャンも迷わずうなずいた。

「子供たちを戦せん闘とうに巻き込むことにもなります。それだけは避さけなければなりません」

　厳しい面おも持もちで言い切った後、白髪の将は顎あごに手を当ててしばし黙もつ考こうする。

「──Ｍｕｍ、見方を変えましょう。防ぼう衛えい戦せんの完かん遂すいが難しい以上、この体育館を単なる防衛拠きよ点てんとみなしていては早々に行き詰づまる。守りに傾かたむいた意識を、少し強引にでも攻せめに持っていかなければ」

「ほう。具体的には？」

　老賢人が目を輝かがやかせて続きを促うながす。ジャンは続く指示を答えに変えた。

「ハッラー、兵士の配置を変へん更こうする。二個分隊ずつ左右の踊おどり場ばに上げて、全すべての採さい光こう窓まどのカーテンを閉めさせるんだ。敵に気取られないよう、移動は少数ずつで目立たないようにね」

「了解。射線は窓から取ればいいんだな」

「そう。敵が外にいる間はね」

　小隊を直接指し揮きするハッラーが動き出すと、続いて彼は副官の女性に視線を移す。

「ミアラ、君は一いつ般ぱんの人々を退たい避ひさせてくれ。演えん壇だんの上と、その両りよう脇わきの用具室、それに演壇下の収納に。頑がん張ばって詰つめ込めば全員いけるはずだ。学年の低い子供から優先して奥おくに詰めて、大人は最後に入る。それまでは椅い子すの移動を手伝ってもらおう」

「了解です！」

　彼女も即そく応おうして走り出す。ひとり残ったジャンは、アナライに向けて語りかけた。

「見方を変えた以上、この体育館は単なる建物じゃありません。敵を招き入れて一いち網もう打だ尽じんにするための巨きよ大だいな罠わなです。僕ぼくたちは敵の侵しん攻こうに耐たえるんじゃなく、むしろ迎むかえ撃うって打だ倒とうする。ここからはそう考えましょう」

「──なるほど。考えはおおよそ分かった」

　言葉にされるまでもなく作戦を読み取った老人は、そのまま改めて体育館を一望する。

「となると、問題は時間じゃな。奴やつらが腹を決めて突とつ入にゆうしてくるまでに段取りを済ませなければならん。この人出で間に合うかの？」

「間に合わせるしかありません。博士はかせ、あなたにも手伝っていただきます」

「それは構わんが──」

　アナライが言いかけた瞬しゆん間かん、その足元を小さな影かげが走り抜けた。

「──ジャン！　なにあれ、またフッコー派のやつらなの！」

　白はく髪はつの将の前まで一息に辿たどり着き、カーシャ・マスクスは憤いきどおった表情でそう尋たずねる。その背後から、まもなく母親と見える女性が追い付いてきた。カーシャが強く来場を希望したのだろう。母娘むすめふたりの姿は、講演の最中からジャンの目に留まっていた。

「カーシャ……ここにいてはダメだ。君は早く児童たちと一いつ緒しよに──」

「いかない！　あたしだって戦うもん！」

　それが当然のことだと言わんばかりにカーシャは言ってのける。それを聞いた瞬間、アナライはぽんと手を打った。

「それは良い。ジャン、彼女の手を借りようではないか」

「博士!?　いったい何を──」

「じゃから人手の話じゃ。低学年の子らはともかく、高学年の児童たちならじゅうぶん力になるじゃろう？」

　少女の後ろに回って肩かたに手を置き、老人はにやりと笑う。

「この娘の姿が呼び水になる。軍人からいきなり手伝えと言われても戸と惑まどうじゃろうがな。これほど小さな女の子が率先して働いておれば、年長の彼らも動かずにはいられまいて」

「しかし、賛同出来ません。子供たちは優先的に避ひ難なんさせるべきです」

「避難も何も、今はお前さんの策が成ならねば全員が危険に晒さらされる状じよう況きようじゃろうが。誰だれが優先もなかろう。子供じゃろうが犬いぬ猫ねこじゃろうが、働ける者には働いてもらわねば」

　言いながら、アナライは作業に備えて自みずからも腕うでまくりする。逡しゆん巡じゆんするジャンに、カーシャの声が低い位置から畳たたみ掛かけてきた。

「あたしがんばるよ！　ねぇジャン、どうすればいい？　なにをしたらいいの!?」

　ふたつの瞳ひとみが真しん剣けんに白はく髪はつの将を見つめる。初めて会った時と同じ少女の姿、その自然体の勇ゆう敢かんさが、最後に彼の背中を押おした。

「……ありがとう、カーシャ。君の力を借りるよ。まずは──僕ぼくが指差す場所に、この椅い子すを運んでくれるかい？」

「うん！　わかった！」

　うなずくが早いか走り出すカーシャ。小さな体で椅子を持ち上げる彼女に、人々が何事かと視線を向ける。その瞬しゆん間かんを狙ねらって、ジャンはすかさず声を張り上げた。

「──大人の皆みなさん、それに高学年の諸君！　君たちにも彼女のように椅子を運ぶのを手伝って欲しい！　僕らは全力を尽つくしているが、このピンチを凌しのぐには君たちの協力が必要だ！　全員で力を合わせて敵をやっつけよう！」

　児童たちからざわめきが返ってくる。不安と困こん惑わくに駆かられる彼らを、白髪の将軍は持ち前のカリスマ性をもって鼓こ舞ぶしてのける。

「心配はいらない！　母なるキオカと『不眠ねむらずの輝き将しよう』の名に懸かけて、僕たちは必ず勝つ！　僕の指示に従う限り、君たちは誰だれひとり傷付けさせない！　共に戦って勝利をつかもう！」

　朗ほがらかに語りかけながら、ジャン自身も率先して作業に加わっていく。兵の動きが悪い時は、まず指し揮き官かんが率先して動いてみせること。その原則をカーシャと共に実じつ践せんする。

「さぁ、始めよう！　君たちの活かつ躍やくで、悪い奴やつらに目にもの見せてやるんだ！」







「おい、いつまで躊躇ためらっている！　突とつ撃げきの指示は降りてるだろう！」

「ん、んなこと言ってもよぉ……！　先走った奴らを見ろよ、みんな撃うたれて転がってるじゃねぇか！」

　背後から仲間に急せかされて、民兵のひとりが怯おびえた声で訴うつたえる。すっかり腰こしの引けたその有様に、指揮官役を務める男は舌打ちして首を横に振ふった。

「だからこそ一いつ斉せいに突撃するんだ！　ここで足あし踏ぶみを続ければ続けるほど状じよう況きようは悪くなる！　体育館を制圧する前に国軍の部隊が到とう着ちやくすれば、それこそ一巻の終わりだぞ！」

　時間制限を意識させられた民兵たちが顔色を青ざめさせる。焦あせりに駆られる彼らの意識が再び恐きよう怖ふに支配される前に、指揮官の男はその背中に火を点つける。

「いいか、腹を決めて突撃しろ！　号令に合わせて一斉に走れ！　これが最後の命令だ！　走らない奴は背中から撃ってやるからな！」

　言うと同時に地面へ向かって風ふう銃じゆうを一発発はつ砲ぽうする。それが最後の一ひと押おしになって、覚かく悟ごを決めた民兵たちは一いつ斉せいに物もの陰かげから走り出た。

「「「「「「う、うぉおおおおおおおおおおおおっ！」」」」」」

　体育館目指して攻せめ寄せる集団。空気の爆はぜる音が重なり、弾たまを受けた何人かが前のめりに倒たおれ伏ふす。

「足を止めるな！」「走れ、走れーっ！」

　少なくない犠ぎ牲せいを出しながらも、先頭の民兵たちが体育館の入り口まで辿たどり着く。単身で突つっ込んでいく勇気は誰だれにもなく、彼らはひとまず壁かべに張り付いて横目で中をうかがった。

「着いた、着いたぞ！」「突っ込め！　早く中に入れっ！」

　人数が揃そろったところで再び動き出し、彼らはいよいよ建物の中に突とつ入にゆうしていく。土足で踏ふみ入ると同時に民兵のひとりが声を張り上げた。

「誰だれも動くなっ！　我々はガルーム王国復ふつ興こう派はの勇士である──って、あれ？」

　そんな彼を迎むかえたのは、大勢の怯おびえる子供たちの姿──ではなく、視界一面に広がる暗くら闇やみ。全すべての採さい光こう窓まどを閉ざされた体育館の中は、彼らが予想した以上の暗さを湛たたえていた。

「だ、誰もいないぞ」

「そんなはずがあるか！　六百人以上の児童が集まっているはずだ！」

「つっても、暗くて奥おくがよく……。お、おい、押すな！　押さないでくれ！」

　後から突入してきた仲間が彼らの背中を圧あつ迫ぱくし、暗闇の中での前進を余よ儀ぎなくさせる。まともな軍隊なら有り得ないことだが、日中の電でん撃げき戦せんを念頭に置いた彼らは、白はく兵へい戦せんの取り回しを上げるために精せい霊れいを伴ともなっていなかった。凝集光ハイビームによって視界を確保することも叶かなわず、先頭の民兵たちは立ち並ぶ椅い子すの列に膝ひざを突っ込んでいく。

「くそっ、椅子のせいで歩きづらい……。ガキども、隠かくれてないで出てこい！　言う通りにしないと後こう悔かいするぞ！　これ以上手を煩わずらわせるなら、国軍の狗いぬもろとも痛い目に──」

　脅おどし文句を口にしかけた途と端たん、暗闇を団子状態で進む彼らを、前後左右の四方向から凝集光ハイビームが照らし上げた。

「がッ──」「ぐぁぁあッ！」「うげぇッ」

　途端、号令すらなく降り注ぐ銃じゆう弾だんの雨。多大な被ひ害がいを受けた民兵たちが血相を変える。

「くそっ、罠わなだ！　撃うち返せ！　灯あかりの方向を狙ねらえっ！」

「なんだそりゃぁ！　国軍は市民の巻き添ぞえを避さけるんだろ、中に入れば安全じゃなかったのかよ！」

「話が違ちがうぞ！　ガキどもはどこに行ったんだ、クソッ！」

　悪態を吐つきながら椅子の陰に隠れようとする者、仲間の背後に逃のがれようとする者。それらの無分別な行動が、ただでさえ低い水準にあった集団の統率をさらに削けずり取っていく。

「おい、押すな！　こっちは矢や面おもてに立ってんだぞ！」

「んなこと言っても、後ろからどんどん仲間が入って来て……！　押おすな、押すなーっ！」

「前の連中は何やってんだ！　後が詰つまってんだぞ、もっと広く展開しろよ！」

「椅い子すが邪じや魔まで動きづらいんだよ！　文句言うならどかすの手伝──うごぉッ！」

　椅子の陰かげに隠かくれていたつもりの民兵が、後頭部を銃じゆう弾だんで撃うち抜ぬかれて床ゆかに突つっ伏ぷす。目の前で息絶えていく仲間の姿に、民兵たちの混乱はいやが上にも高まっていく。







「──射しや撃げき継けい続ぞく。敵は足を止めているぞ、今のうちに狙ねらい撃ちしろ」

　採さい光こう窓まどの真下に作られた足場から敵の混乱を見下ろしながら、ハッラーは部下たちに向かってそう命じていた。民兵たちの前後左右いずれでもなく、彼らは斜ななめ上から射撃に及およんでいる。地上の凝集光ハイビームは照明を兼かねた陽動で、灯あかりの元には一いつ般ぱん民衆から借りた光ひかり精せい霊れいが置かれているだけだった。

「まだ凝集光ハイビームのほうに応射してやがる。奴やつこさんたち、体育館の構造をよく把は握あくしてないな。上から撃たれてるってことに気付いてねぇ」

「状じよう況きようが見込みと違ちがうから対応出来ないんでしょっ。しょせんはシロウトの集まりだしっ」

　ミタ曹そう長ちようが鼻を鳴らして引き金をしぼる。敵の集団を挟はさんだ向かい側では、ミアラたちが同様の攻こう撃げきを行っていた。白昼堂々の強きよう襲しゆうを目もく論ろんだ民兵たちは想定外の奇き襲しゆうに晒さらされて、苛か烈れつな挟きよう撃げきの最中に続々とその命を落としていく。







「──よしシオール。どんぴしゃだ」

　凄せい惨さんを通り越こして滑こつ稽けい味みすら帯びたその光景を、館内の北側、暗幕の降りた演えん壇だんの上から眺ながめる瞳ひとみがあった。数十人の一般人を背後に守りつつ、ジャンを含ふくむ六人の兵士とアナライがそこに控ひかえている。

「演壇上や収納スペースに一般人を退たい避ひさせた上で敵を呼び込み、採光窓の足場に並べた銃兵から集中砲ほう火かを浴びせる──か。見事なものじゃ。考えうる限り最上の一手と言えよう」

「誇ほこれたものでもありません。民兵てきの練度の低さを前提にした策ですから」

　ひそめた声で応じつつ、白はく髪はつの将は目を細めて戦場の様子を把握する。ふたつの入り口から館内に侵しん入にゆうしてきた兵士たちの多くは、演壇上の彼らから離はなれる形で、なぜか反対の南側に向かっていた。

「それに、博士はかせの工夫も効果を上げているようで。敵の大半は僕ぼくらとは反対側に向かっています。障害物の配置による動線の誘ゆう導どう……確かそう言っておられましたか」

「さよう。単に椅い子すを並べて通せんぼしただけでは、連中は迷わずそれを蹴け散ちらそうとするじゃろう。しかし人間とは悲しいものでな、一部に隙すきが見つかるとそこへ流れてしまうのじゃ。奴やつらもその例に漏もれず、椅い子すの並びが薄うすいところを無意識に選んで動いておる。こちらで意図的に設置したルートを辿たどっての。結果としてわしらとは反対の方向に向かってしまうわけじゃ」

　不敵に笑ってアナライが言う。それこそが児童まで動員した突とつ貫かん作業の成果だった。その効果のほどを間近で見届けつつ、ジャンはこくりとうなずく。

「用具室は演壇の両りよう脇わきにあり、収納スペースは僕ぼくらの真下。あの誘ゆう導どうのおかげで、一いつ般ぱん人じんが戦せん闘とうに巻き込まれる可能性がぐっと減ります」

「だろうの。しかし確実ではない。集団の中には必ずひねくれ者がいる。──ほれ、あのように」

　銃じゆう撃げきから逃のがれる気なのだろう。老人らの視線の先で、仲間の集団から離はなれた民兵がひとり、演えん壇だんの方向に向かって椅子をかき分けてくる。その腹部に狙ねらいを付けて、ジャンは自みずから手にしたボウガンの引き金をしぼった。矢を受けた民兵が悲鳴を上げてうずくまる。

「その取りこぼしを拾うために、僕らがここにいます。……が」

　音を立てないよう、慎しん重ちようにボウガンへ次の矢を番つがえるジャン。そんな彼の背後から、子供たちの嗚お咽えつが重なって響ひびき始めていた。







「──おい、待て。何か聞こえるぞ」

　同じものを聞きとがめた民兵が、先を行く仲間たちにそれを告げる。

「……後ろだ、後ろから聞こえる。子供の泣なき声だ」

「灯あかりとは反対側から？　……おい、まさか一いつ杯ぱい食わされたのか！」

　察しのいいひとりが状じよう況きようを悟さとり、周りにその理解を伝え始める。

「お前らも反転しろ！　そっちにガキどもはいない、反対側に隠かくれてやがったんだ！」

「なんだと!?」「ふざけやがって……！」「もう何人やられたか分からねぇぞ！」

　狭せまいスペースで肩かたをぶつけ合いながら反転する人の群れ。一目でそれと分かる行動の変化を、俯ふ瞰かんの視点を持つハッラーたちは見み逃のがさない。行動開始から十数秒と経たたないうちに、演壇に近い民兵たちへ向かって上空から射しや撃げきが降り注いだ。

「うぉぉおおおッ！　せ、斉せい射しやが雨みたいに集中して……！」

「くそッ！　俺おれたちが察したって連中も気付きやがったんだ！」

「早く椅子をどかせ！　向こう側まで走り抜ぬけろ──ッ！」







　打ち付ける弾だん雨うの中、必死に椅子をかき分けて演壇へ近付いて来る民兵たち。鬼き気き迫せまるその光景を、ジャンは予測ずくの結果として静かに飲み込んだ。

「……やはり、こうなる。こればかりは仕方ない。低学年の子供たちに、全すべてが終わるまで息を殺せといっても無理な話だ」

　背後から響ひびく子供の泣なき声は、もはや嗚お咽えつを通り越こして悲鳴の域に近付いている。が、ジャンには苛いら立だちも焦あせりもなかった。守るべき人々に恐きよう怖ふを強しいてしまっている現状を不ふ甲が斐いなく思いながら、周りの部下ともども、手持ちのボウガンに短たん槍そうを装着する。

「ここを目指して来る敵を迎むかえ撃うちます。博士はかせ、今度こそお下がりください」

「必要とあらば白兵も辞さず、か。不眠ねむらずの輝き将しようはちゃんばらも得意なのかの？」

「士官学校で同期に遅おくれを取ったことはありません。度たび重かさなる銃じゆう撃げきで敵も消しよう耗もうしています。が──得意不得意を論じる以前に、これは僕ぼくの運命でしょうから」

　口元にかすかな笑みすら浮うかべて白はく髪はつの将は言い切った。対照的に、それを聞いたアナライは眉み間けんにシワを寄せる。

「運命、か。わしには頷うなずけんな。それは科学の言葉ではない」

「魂たましいのように、ですか。けれど、僕はその実在を疑いません」

　憚はばかることなく信念を告げながら、ジャン・アルキネクスは脳裏に思い描えがく。今なお繰くり返し見続ける白昼夢。彼という人間を生み出す端たん緒しよとなった、決して忘れ得ないその光景を。

「あの地じ獄ごくでただひとり、僕だけが生かされた。──それが運命でなくて何でしょうか？」

　決然とした面持ちでそうつぶやき。演えん壇だんの縁ふちに足をかけ、彼は一息に戦場へ飛び降りた。

「──行くぞイクスキアージ！」

　戦いが始まる。駆かけ寄ってきた敵の胴どう体たいをジャンが矢で撃うち抜ぬき、その直後、別の部下が間合いを詰つめて短槍でとどめを刺さした。引き抜いた切っ先から赤い液えき体たいが滴したたり落ちる。

「フゥッ……！」

　間を置かずに突つっ込んでくるふたりの民兵。ジャンが一方を受け持ち、低い姿勢からその胸むな板いたを刺し貫つらぬいた。末まつ期ごの喀かつ血けつを身に浴びながらも怯ひるまず、白髪の将は毅き然ぜんと指し揮きを続ける。

「ひとりも通すな！　身を挺ていして子供たちを守れ、僕らが最後の壁かべだ！」

　躊躇ためらわず死守を命じる声。その守護の隙すき間まを狙ねらって、ひとりの民兵が猪いのししのように演壇へ駆けていく。

「うぉおおおおッ！」

「──ッ！　行かせるかっ！」

　部下のいずれも対応が間に合わないと察したジャンは、パートナーを載のせたボウガンを手放すと同時に迷わず敵へ組み付いた。彼ともつれ合って床ゆかを転がった民兵は、その末に馬乗りになって短槍の切っ先を突き付ける。

「ッ、離はなせこの野や郎ろう！　死ねッ！　さっさと死ねぇッ！」

　渾こん身しんの力で押おし込まれるボウガン。その銃身を両手でつかみ止めて、ジャンもまた全力で押し返す。体勢の不利を感じさせない力強さに、喉のど元もとまで迫せまった切っ先がそこで止まった。

「……ッ……、そんなにも僕を殺したいかい、王国復ふつ興こう派はの勇士とやら」

「っ、ああそうだ、さっさと死にやがれ！　何が多民族の共存共栄だ！　ここは俺おれたちの国だ！」

　むき出しの本音をぶつけられて、ジャンは不敵に口元を吊つり上げる。

「その発言で確信したよ。──君には僕ぼくを殺せない。そこには天命がない！」

　確信の宿る言葉が放たれた瞬しゆん間かん、それまでに倍する膂りよ力りよくが民兵を押おし返す。こらえ切れずにたたらを踏ふんだ男は、続く刹せつ那な、背後にひやりとした冷気を感じた。

「──え──」

　命を断ち切る鋼はがねの閃ひらめき。振ふり向こうとした動きの半ばで民兵の首が刎はね飛んだ。何も分からず迎むかえた末まつ期ごの表情のまま、男の頭はごろごろと音を立てて床ゆかを転がっていく。

「ジャン！　ご無事ですか！」

　血に濡ぬれた小こ太刀だちを片手に、主の窮きゆう地ちを救ったミアラ・ギンが彼のもとへ駆かけつけた。ジャンもすぐさま立ち上がって無事を示す。

「助かったよミアラ。君がいれば百人力だ！」

「一命を賭としてお守りします。さぁ、私の背後に！」

　いつもとは打って変わった武人の面おも持もちで、彼女は小太刀を両手で構える。彼女と共に戦い抜ぬこうとボウガンを拾い上げたジャンは、そこでふと状じよう況きようの変化に気が付いた。

「見なさいミアラ。──敵が引いていく」







「──後続の連中が逆ぎやく戻もどりを始めた。仲間の被ひ害がいに尻しり込ごみしやがったな」

　ふたつの入り口から体育館の外へ逃のがれていく敵の姿を、高所に陣じん取どったハッラーはつぶさに見届けていた。その隣となりで射しや撃げきを続けながら、ミタ曹そう長ちようは当然という顔で言い放つ。

「勝負は決まったしっ。やっぱりウチの大たい将しようは無敵だしっ！」

　ハッラーも軽くうなずいて同意を示す。と、その瞬間ふと、厚いカーテンの隙すき間まから覗のぞく校門の向こう側に、彼は見知った軍服の姿を見て取っていた。

「国軍の部隊も到とう着ちやくしたようだな。逃にげた連中は友軍に任せて、俺おれたちは館内の残敵を掃そう討とうしちまわねぇと」

　終わりを見み据すえた指示が巨きよ漢かんの口から紡つむがれる。その言葉の通り、それから先の出来事は、もはや戦いとすら呼べない消化試合に終始するのだった。







「ジャン、やった！　またあいつらやっつけた！」

　演えん壇だん下の収納スペースから這はい出すや否いなや、すぐさま白はく髪はつの将の姿を見つけ出して、少女が一目散に駆け寄っていく。

　生き残りの民兵たちが敗北を受け入れた順に続々と投降し、駆け付けた国軍によってその全員が拘こう束そく・連行された後。嵐あらしが去った体育館の中は、緊きん張ちようから解放された人々の賑にぎわいで満ちていた。

「カーシャ、君もお疲つかれさま。怪け我がはなかったかい？」

「だいじょうぶ！　あのね、泣ないてる子がいたからね、ずっと手を握にぎってあげてたの！」

　誇ほこらしげに報告するカーシャと視線の位置を合わせて、ジャンは笑顔でうなずいてみせる。そのやり取りを傍かたわらで眺ながめつつ、アナライはしきりに首を上下させた。

「どうやら一件落着じゃな。一いつ般ぱん人じんからの怪我人はなく、兵員も軽傷で済んだ。上々の結果じゃろうて」

　その声を聞くなり曲げていた膝ひざを伸のばし、白はく髪はつの将は姿勢を正して老ろう賢けん人じんに向き直る。

「博士はかせのご協力あってこそです。……前の恩を返す前に、また借りを増やしてしまいましたね」

　そう言って頭を下げる青年へ、アナライはここぞとばかりに畳たたみ掛かける。

「なら、さっそくその債さい権けんを行使させてもらおうかの。お前さんの身体からだを診みせてくれるな？　こちらから行動を共にするゆえ、勤めへの影えい響きようは少なくて済むはずじゃ」

　身を乗り出して前の提案を繰くり返す老賢人。二度と会うなとアリオに言われたことを思い出して、ジャンはしばらく考え込んだが──やがて諦あきらめたように苦笑を浮うかべた。

「……二度も助けられた身では、さすがに断れませんね」

　そう言いながら、彼は養父に胸むねの内で詫わびる。──もはや認めるしかなかった。この科学者を名乗る変人に、その規格外の知性と振ふる舞まいに、自分は魅みせられているのだと。

「……しかし博士、本当に大だい丈じよう夫ぶですか？　僕ぼくのスケジュールに合わせて動くとなると、ご老体には少々きついと存じますが」

「侮あなどるなよ若造。目の前にいるのが誰だれだと思っておる？　誰が呼んだか『瀆とく神しん者しや』、この両りよう脚あしは神の追つい跡せきから逃のがれ続けて五十と余年の大だい健けん脚きやくじゃぞ！」

　そう言って太ふと腿ももを叩たたくアナライ。その姿を眩まぶしく眺めながら、ジャンは確信する。──この老人とは長い付き合いになる、と。

　初めて言葉を交わしたあの日、この人の存在を無視出来ないと感じた予感。それが当たっていたことを、ジャンは不思議な清すが々すがしさと共に思い知るのだった。
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　ひとつの一いつ般ぱん論ろんとして。戦場とは無から浮うかび上がるものではなく、それ以前まで戦場ではなかった場所が「成なり果てて」生まれるものだと言える。

　だからこそ、高い確率でそうなることが予期されているようなところでは、戦いの場としての利便性を最優先とした整備──例えば街造りが行われることもある。

　要よう塞さい都市ガルルジャンはその一例だ。カトヴァーナ帝てい国こく内においては帝てい都とバンハタールに次ぐ堅けん牢ろうさを誇ほこる古都として知られ、その防ぼう衛えい力りよくは軍ぐん閥ばつ時代から繰くり返し証明されている。市街をぐるりと囲う分厚い城じよう壁へきに加えて、街そのものが周辺から中央に向かって階段状に標高を高めていく独特の構造。これが防衛側に高所の利を与え、不ふ陥かんの都としての地位を高め続けてきた。

「その堅牢さを、こんな形で味わうハメになるなんてな……」

　望遠鏡から目を離はなし、小太りの青年将校はため息混じりに独ひとり言ごちる。

　堅牢無比と謳うたわれる城塞の威い容ようは、いまや彼とその味方を守るものではなく、脅おびやかすものとして目の前にあるのだった。

「──テトジリチ少しよう佐さ殿どの、斥せつ候こうが外周の偵てい察さつを完了しました」

　背後に駆かけてきた部下が報告を口にする。その内容に耳を向ける前に、まずもって「テトジリチ少佐」という呼ばれ方の違い和わ感かんが彼に眉まゆ根ねを寄せさせた。二十一歳という彼の年ねん齢れいで、その階級はいささか異様なものだ。

「壁材の質と高さ、そこに配備されている兵員の両面で、大きな弱点と見なせる箇か所しよは存在しないとのことです。経けい年ねん劣れつ化かが見て取れるのは西側だそうですが、それが意味を持つかどうかは……」

「……そうかよ。ま、予想はしてたけどな……」

　軽く鼻を鳴らして身をひるがえす。年長の部下たちの険けわしい視線に晒さらされながら、帝国陸りく軍ぐん少佐マシュー・テトジリチは司令所の大天幕に向かって足を進めていった。
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「ほほぉ──？　どうして、どうして。中々どうして」

　一方、要塞都市ガルルジャンの最上部をなす第五層。市街を一望する特等席に居を構えた将校は、その片かた腕うでで女を抱き寄せながら、楽しげに声を上げていた。

「私ごときのささやかな挑ちよう戦せんに、お国は過分な大軍を差し向けてくれたものだな。見よニアム、街がすっかり囲まれている。なんとも壮そう観かんじゃあないか」

「閣かつ下かの実力からすれば、至極当然の警けい戒かいかと思われます。ミトカズルク大だい元げん帥すい殿」

　腕うでの中で男の胸むねにすり寄り、女もまた媚こびた声で相手に追つい従しようする。娼しよう婦ふじみたその振ふる舞まいが堂に入っているせいで、飾り気の薄うすい軍服すら扇せん情じよう的てきに見えてくるほどだった。

「よく聞こえなかった。復唱だ、ニアム」

「復唱いたします。この地上において比類なき軍才を誇ほこられるナイアン・ミトカズルク大だい元げん帥すい殿どのの御ご蜂ほう起きとあっては、帝てい国こく軍ぐんの諸将は最大限の恐きよう怖ふを覚えていて然しかるべきでございます」

　ニアムと呼ばれた女が、飾り立てた言葉を耳元で囁ささやく。彫ほりの深い顔立ちの伊達だて男おとこ──ナイアン・ミトカズルクは、それを聞くとますます気分をよくして前言を繰くり返す。

「耳に心地よい。復唱だ、ニアム！」

「復唱いたします。古今無む双そうにして史上至強、人知を超こえて神の領域に肉にく薄はくせんとする武の化身、偉い大だいなるナイアン・ミトカズルク大元帥閣かつ下かが歩まれる覇は道どうの途と上じようにあって、哀あわれなる国軍の諸将には塵じん芥かいにも等しく踏ふみ蹴け散ちらされる運命だけが待ち受けております」

　語るほうも語るほうなら、真に受けるほうも受けるほうだった。滑こつ稽けいなまでに装飾過多な美び辞じ麗れい句くを強い酒のように飲み干して、ミトカズルク「大元帥」は高らかに大笑する。

「…………」

　そんなふたりの姿を、やや離はなれた位置から見守る女が別にいた。平然とした面おも持もちに見えて、腰こしの後ろで組んだ両手には痛いほどの力がこもっている。その視線は目の前で抱き合う男と女に、とりわけ後者に対して忌いま々いましげに向けられていた。

「ふはははははッ！　──まぁ、現実的には持久の一手なわけだが」

　笑い声が最大まで高まったところで、ミトカズルクはふいに冷静さを取り戻もどして眼下を見下ろす。不自然なまでの切り替かえの早さは、勢いに流されないための自じ戒かいのひとつだった。

「これだけの軍勢を長期間ここに留とどめておけるだけの余よ裕ゆうは、今の帝国にはなかろうよ。長期の出兵をキオカに嗅かぎ付けられれば、今度こそ侵しん略りやくを招くこと必至だからな」

　さっきまで叩たたいた大口とは裏腹に、彼らの今後しばらくの戦略構想は徹てつ底ていした守勢である。ガルルジャンを取り囲んでいるのは他でもない帝国軍の軍勢であって、それをたかだか一州の連隊程度を率いる身で「塵芥にも等しく踏み蹴散らせる」わけがない。

「……ご賢けん察さつの通りかと。しかるに国軍の望みは短期決戦、早期決着。対して我らの作戦は徹底防戦、長期籠ろう城じよう。地の利に加えて、時間もまた我らの味方であります」

　傍かたわらに控ひかえていた女が、沈ちん黙もくに耐たえかねたように言葉を挟はさむ。それを聞いたニアムは露ろ骨こつに顔をしかめたが、ミトカズルクは気にした風もなく彼女に向き直った。

「そうだ、メトラシェ少しよう佐さ。武力による攻こう略りやくが望めない以上、やがて向こうも交こう渉しようのテーブルに着かざるを得ない。それは私たちの実行統治を部分的にせよ黙認するということでもある。その瞬しゆん間かんから、この州は私たちの王国となるわけだ」

　メトラシェと呼ばれた女がこくりとうなずく。眼下の軍勢を熱っぽい目で見つめて、ミトカズルクは感かん極きわまったように両腕を広げる。

「皇こう帝ていを奉ほうじたイグセムが挫くじけ、国家の主権はその根幹から揺ゆらいだ。今こそが歴史の転機。──昂たかぶるなぁニアム。『旧』軍ぐん閥ばつ名家と呼ばれて久しい私たちが、新たな時代を作る時だぞ！」
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「──というように、あの男は息巻いていることだろうな」

　同じ頃ころ。ガルルジャンを包囲した帝てい国こく軍ぐん一個旅団の本営では、今回の討とう伐ばつに動員された佐さ官かん以上の将校たちが、天幕の中に集まって軍議を開いていた。

「ナイアン・ミトカズルク大たい佐さか。言わずと知れた旧軍閥名家出身のタカ派筆頭──こうした時勢に反旗を翻ひるがえすなら奴やつが最初だろうと思ってはいたが、つくづく期待を裏切らん男だ」

　中佐の階級章を付けた軍人がため息混じりに言った。その隣となりの将校もうなずきで同意を示す。

「今は大だい元げん帥すいを自じ称しようしているようです。大衆に向かって大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げてみせるのが得意と見えて、兵員の士気はなかなかですね」

「昔から派手な振ふる舞まいで人気を集めるタイプだったからな。部下をそそのかすに留とどまらず、勢い任せの大たい言げん壮そう語ごでその気にさせて、ガルルジャンの市民をも上手うまく抱き込んだのだろう」

　士官学校時代にミトカズルクと顔を合わせた者が数人いて、その全員が共通した印象を抱いている様子だった。敵将の性格についてはじゅうぶん過ぎるほど情報があり、自然と議題はそれ以外のところに向けられる。

「要よう塞さい都市がひとつ丸ごと反乱を起こした。何はともあれ、それが現実だ」

「時を置けば州ぐるみの反乱に発展する。急いで鎮ちん圧あつしなければならん」

「そんなことは分かっている。問題はどうやって事を成なすかだろう」

　要塞攻こう略りやくの方法を話し合い始めた彼らに、長テーブルの下座から若い男の声がかかる。

「──いえ、いつまでに成すか。そっちを最初に決めないことには」

　将校たちがぎょっとした視線を声の主に集中させる。少しよう佐さの階級章を付けた小太りの青年、マシュー・テトジリチ少佐が、げんなりした顔で発言を続けた。

「要塞戦は持久戦。正攻法でガルルジャンを攻略するなら最低でも数か月、悪くすれば年単位の時間が要ります。でも、おれたちにはそんな戦い方をしている余よ裕ゆうがないでしょう？」

　彼がそう主張すると、斜はす向むかいに座ったまま沈ちん黙もくを保っていた翠すい眼がんの軍人も、同意を示して静かにうなずく。

「……闇やみ雲くもに話し合うよりも、残り時間から取り得る戦略を逆算したほうが早い。それで軍事的に王道と言える方針はほとんど取り除のぞかれるはずです」

　抑よく揚ように乏とぼしい声で、マシューと同世代と見える若じやく輩はいの将校はそう補足した。それきり続く言葉はない。彼──トルウェイ・レミオン中ちゆう佐さは、ここ二年の間に大きく口数を減らしていた。

「残された手段は、武力による直接解決の放ほう棄き。行政措そ置ちを含ふくめた婉えん曲きよくな回り道しかない、という結論になりませんかね」

　毒を食らわば皿までの心境で、マシューが手っ取り早く答えを口にする。それが出来る程度の図太さは、今日までに何度となく重ねた軍議で身に付けてあった。

　テーブルに沈ちん黙もくが下りた直後、その最上座の暗がりから、くつくつと笑い声が響ひびく。

「損な役回りを買って出たな。マシュー少しよう佐さ、トルウェイ中ちゆう佐さ」

　不可解なまでの威い圧あつに満ちた少女の声が、居並ぶ将校たちの肩かたを一いつ斉せいにすくめさせた。天幕の奥おくに凝こり固まったその闇やみに、誰だれもがおそるおそる目を向ける。

「この話し合いがそうした結論に至ることは最初から明白だった。ほとんどの者は気付いていながら口に出すことを拒こばんでいたに過ぎない。──難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい都市を前にして、簡単に攻こう略りやくを諦あきらめたと思われたくない一心で」

　暗がりに輪りん郭かくを融とかしたまま、彼女はなおも語り続ける。亀き裂れつのように無む惨ざんな笑みを浮うかべた口元だけが、闇の中に時おり浮かび上がって見える。

「軍人としての面目を保つために、儀ぎ礼れい的てきな話し合いの継けい続ぞくを選ぶ。なんとも婉えん曲きよくなことだ。結局は同じ結論に軟なん着ちやく陸りくするだけだというのに」

　そこまで言ったところで笑い声が収まる。鉛なまりのような沈黙が将校たちの肩に圧おし掛かかり、

「それを時間の浪費と呼ぶ。この愚ぐ図ずどもが」

　全員の背骨をへし折る勢いで、君主としての[image: 叱]しつ責せきが放たれた。軍人たちの額ひたいに脂あぶら汗あせがにじみ、口元が後こう悔かいと恐きよう怖ふにわななく。

「最初から出来もせぬことを、懸けん命めいに話し合ったふりで誤ご魔ま化かそうというのか。それで余よが丸め込まれるとでも思ったか」

　侮ぶ蔑べつの宿る声がひとりひとりの胸むねを貫つらぬく。誰だれひとり何も言い返せないのは、それを口にする人間の立場だけが理由ではない。第一に図星だから。第二に恐おそろしいからだ。

「猿さる芝しば居いは要らぬ。可能事は可能事、不可能事は不可能事として、ありのまま余の前に曝さらけ出せ。形だけの議論など犬に食わせよ。

　まっとうな軍議ならいざ知らず──貴様らの体面のためにくれてやる時間などありはしない。ただの一秒たりとも、だ」

　釘くぎを刺さした、ではなく杭を打った。己おのれを侮あなどった将校たち全員の心臓に深々と。そう表現するのが相応ふさわしいほどに殺さつ伐ばつとした言動を前置きに、彼女は自みずからの手で議論を先へ進め始める。

「して、マシュー少佐。愚図であることを拒んだそなたは、余に何を示す気でいる？」

　名指しで問われた小太りの青年は、そのプレッシャーに耐たえるために何度か深呼吸を繰くり返す。それで腹を決めて口火を切った。

「……この場から兵を引いて、ひとまずは反乱を放置しましょう。外から攻せめ落とすのではなく、敵勢力の内部崩ほう壊かいを狙ねらいます」

「続けろ」

「撤てつ退たいと並へい行こうして、連中の補給元となりそうな近きん隣りんの町村から物資を徴ちよう発はつして回ります。街道には関所を増設して商人らの通行を締しめ付けましょう。それらの処置を徹底することで、特別に何もしなくともガルルジャンは次第に干上がっていきます」

　二年の年月に磨みがかれた淀よどみのない弁舌。かつて見た黒くろ髪かみの少年の姿を思い出しながら、その面おも影かげに少しでも自分を重ねようと、マシューは懸けん命めいに言葉を紡つむぐ。

　その内容を余さず受け止めた上で、天幕の奥おくの闇やみから再び声が返った。

「補給を絶って孤こ立りつさせる、か。城じよう塞さい攻こう略りやくとして手て堅がたい方針だが、肝かん心じんのここの囲いを解いては本ほん末まつ転てん倒とうの結果となろうな。いかに村落から物資を持ち去り、街道の通行を締め付けたところで、その隙すき間まを縫ぬって補給を届ける輩やからは必ず現れる。それに何より──全すべてが上手うまく運んだとしても、現時点でガルルジャンが蓄たくわえている膨ぼう大だいな物資が尽つき果てるのは遥はるか先になる」

　小太りの青年は一いつ拍ぱく間を置いた。想定済みの反論に、相応ふさわしいタイミングで応じるために。

「いま言った方策の全ては、兵士たちに反乱軍の兵士たちの扮ふん装そう──ミトカズルク大たい佐さの部下のふりをさせて行います」

　暗がりの中で、少女の笑みがいっそう深まる。

「──ほう？」

「徴発した物資がガルルジャンに届けられていることにするんです。この方法を続けていけば、やがてミトカズルク大佐には州民たちからの怨えん嗟さの声が届き始めます。反乱の煽あおりを受けて食い扶ぶ持ちを持って行かれるのですから、彼らにとってはたまったものじゃありません。物資徴発の名目は『ミトカズルク大だい元げん帥すい閣かつ下かの大義ある戦いのため』とでもしておきましょう。兵士たちにちょっとした芝しば居いを求めることにはなりますが」

　なかなか上手くいっている、と語りながらマシューは思う。勢いを殺さず先を続ける。

「とにかくも、州民の支持が失われること。この州で連隊を営み続けてきたミトカズルク大佐の連隊にとって、これは飢えに勝まさるとも劣おとらない恐きよう怖ふのはずです。その効果はやがてガルルジャン市内にも及およぶ。軍人と民間人の区別なく、彼らの中には街の外に知ち己きがいる者も多いはず。自分たちの行いが仲間を飢えさせていると悟さとれば、いつまでも状じよう況きように対して楽観的ではいられません。一時の熱ねつ狂きようから醒さめた集団は、その統率を急速に失っていって──やがて瓦が解かいする。物資の枯こ渇かつを待つまでもなく」

　提案した手法によるメリットを説明し、根こん拠きよと結果を端たん的てきに示す。デメリットは指し摘てきされる前に自みずから付け加えるのがよい──演説の手順を意識しつつ、マシューはそれを丁てい寧ねいになぞった。

「継けい続ぞく的てきな処置が必要にはなりますけど……正面から城塞を攻略する場合に比べれば、必要となる人手も費用も大おお幅はばに少なくて済む作戦です。だからおれは、このやり方を推おします」

「……マシュー少しよう佐さの提案に、同意を」

　トルウェイの援えん護ごが最後を飾る。黙もつ考こうする将校たちをよそに、闇の奥から感心の気配が伝わってくる。

「州民からの支持を敵軍の基き礎そとして見なした上での立案か。なるほど、そなたらしい発想だ。幼少の折から父君の連隊運営を見て育ってきただけはある」

　小太りの青年はごくりと唾つばを飲む。とっくに覚かく悟ごしていた。この君主の厳しさはここからだ、と。

「だが、瑕か疵しが無いとは言えんな。というのも──いかにそれが作戦の一いつ環かんとはいえ、長期にわたって反乱を放置することのリスクを軽く見すぎていよう」

「…………それは」

　彼にも否ひ定ていしがたい部分だった。早期決着という前提を覆くつがえせば、当然そこが問題になる。

「事がこの州の内部だけで済めばよい。だが、別の連隊が連れん鎖さ的てきに蜂ほう起きした場合はどうする？　封ふう鎖さした街道もたちまち突とつ破ぱされ、二州を跨またいだ補給線はより強固な形で構築し直されるだろう。そうなったが最後、そなたが打ち立てた長期戦の目もく論ろ見みは完全に崩ほう壊かいするのではないか」

　思い悩なやんだ末に、マシューは開きかけた口を慌あわてて閉じた。それをさせないよう周辺の州に政治的な圧力をかける手もある──そう言おうとして、要点がそこにはないと気付いてしまった。

　この件の早期決着をこそ、国内全土に向けた最大の圧力にする。最初にそう決意した上で、彼の主君はこうして前線に赴おもむいているのだから。

「反論のための反論を飲み込んだな、マシュー少しよう佐さ。やはりそなたは愚ぐ図ずではない」

[image: ]

　侮ぶ蔑べつや罵ば倒とうに比べて圧あつ倒とう的てきに稀け有うな讃さん辞じの言葉を紡つむぎ、少女は暗がりの奥おくで含ふくみ笑う。

「そう苦しげに押おし黙だまるな。城じよう塞さいを攻せめるのではなく人を揺ゆさぶる、その発想自体は何も間ま違ちがっていない。話を続けようではないか。そこからさらに一歩進めて、誰だれをどのように揺さぶるのか？」

　マシューの提案から好ましい部分だけを引き継ついで、議論が再開される。小太りの少年が勝ち取ったはずの場の主導権は、わずかなやり取りで、その所有を彼女に移していた。

「ミトカズルク大たい佐さを中心に据すえた大きな円を思い描えがけ。円の内側には反乱に関わる人間たちが配置されており、事態に対する積極性が高いほど、その立ち位置は円の中央に近い」

　黙もつ考こうする将校たちの顔が険けわしさを増す。名めい誉よ挽ばん回かいのために、彼らも本気だった。

「円の中心からの距きよ離りが遠いほど、その人物ないし集団は反乱への積極性が低く、外からの干かん渉しようによって心理を揺さぶりやすい。しかし、揺さぶったことによる影えい響きようの大きさは円の中心からの距離と反比例する。外がい縁えんにいる者のほうが揺さぶりやすいが、中央にいる者を揺さぶったほうが効果は大きい。そのジレンマを弁わきまえた上で──さて、狙ねらい目はどこか？」

　あえてゆとりを持たせた説明が終わった瞬しゆん間かん、居並ぶ将校たちが一いつ斉せいに挙手した。

「……まず考えられるのが、市内の民間人全体を対象とした説得でしょうか。彼らはミトカズルク大佐に抱き込まれているとはいえ、反乱そのものに対しては傍ぼう観かんの意識が強いはず。事が国軍同士の争いなら、身近なほうを応おう援えんはしても、勝ち負けにはさほどこだわらない──帝てい国こくの民衆はそういうものです。良くも悪くも、我々は守護者として信しん頼らいされている」

「ならば揺さぶるのは簡単だ。その甘あまい考えを打ち砕くだいてやればよい」

　及きゆう第だい点てんとみなした意見に、彼女はすんなりと答えを重ねた。マシューの口元が苦しげにゆがむ。

「民間人を狙って都市からの離り反はんを促うながす。それは良しとして、中ちゆう核かくを揺すぶる一手が別に要るな。こちらは手広くやるというわけにもいくまい、狙うなら一点突とつ破ぱであろう。──ミトカズルク大佐の身辺に狙い目は？」

　暗がりの中に双そう眸ぼうが開き、黄金の視線がテーブル上の面々を一いつ閃せんする。その目に失望が宿る前に、将校のひとりが記き憶おくの中から回答を探り当てる。

「──寵ちよう姫きがおります」

「寵姫？」

「は、あくまで通つう称しようですが。というのも、あの男には副官として傍そばに置く人間を二種類に分ける傾けい向こうがあります。ひとつには通常通り、戦術・戦略についての意見を具申させる参さん謀ぼうとしての人材。もうひとつには、その──これがいささか言いにくいのですが……」

「そこまで言えば分かる。寵姫、すなわち愛人枠わくがあるということであろう」

　躊躇ためらったところを先取りされて、将校は恐きよう縮しゆくしながら首しゆ肯こうする。

「……そのために、あの男のもとでは副官同士の軋あつ轢れきが絶えません。純じゆん粋すいな実力で抜ばつ擢てきされた参さん謀ぼう、容姿と愛あい嬌きようゆえに愛めでられる寵ちよう姫き、どちらも互たがいが疎うとましいのです。上官の関心を独どく占せんしたいという心理が、男女のそれに伴ともなって働くのでしょう」

「なるほどな。──ミトカズルクめ、良い趣しゆ味みをしている」

　哄こう笑しように闇やみが震ふるえる。それを耳にした瞬しゆん間かんから、将校たちの目に恐きよう怖ふがありありと宿った。君主のその笑い方がどんな結末の前まえ触ぶれとなってきたか、それを思い出したからこそ。

「よかろう、狙ねらうべき場所は知れた。具体的な立案に移るとして──作戦がどうあれ、都市の内部で工作を担になう者が要るな。こちらの手の者をガルルジャンの中へ送り込めるか？」

「やり方次第では可能です。しかし、おそれながら陛へい下か──」

　[image: 叱]しつ責せきを覚かく悟ごでマシューが声を上げる。しかし、彼のその勇気は直後に制圧された。

「その先は言わずともよい。マシュー少しよう佐さよ、そなたも本当は気付いているのであろう？　ほんの一歩ばかり邪じや道どうに逸それれば、あの都市の早期陥かん落らくは決して不可能ではないということを」

「陛下、それは！」

　やってはならない方法だ。そう口にしかけた瞬間、小太りの青年は本能的に喉のどをこわばらせる。声が出せなかった。闇の奥おくに光る黄金の両眼に、ひとかけらの躊ちゆう躇ちよも見て取れなかったから。

「ならば為なせ。気に病まずとも、そなたらの君主はとうの昔に正道を歩んでおらぬ。──始まりの始まり、最初の一歩から、な」
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「──すげぇな。見ろよ、本当に周りをすっかり取り囲まれてるぞ」

　運動場と集会場を兼かねた公園や噴ふん水すい付きの池など、いくつかの公共施し設せつが集中するガルルジャン市内の第三層。いつもは低い階層で生活している市民たちの一部が、城じよう壁へきの外を見み渡わたすために自発的に集まっていた。

「あっちは中央から来た軍なんでしょう？　大だい丈じよう夫ぶなのかしら。ミトカズルク様は心配ないとおっしゃってるけど……」

「心配ねぇって。国軍同士の内輪もめなら今まで何度もあったけど、俺おれたちはいつも蚊帳かやの外だったろ？　どうせ今回も同じだよ」

　若い男女のふたり連れが言葉を交わす。街を軍勢に囲まれているという剣けん吞のんな状じよう況きようだが、相手が国軍と分かっていると、帝てい国こくの民衆はそれを物もの珍めずらしいイベント程度にみなす傾向がある。

「ドンパチやるにしたって、俺たちまで被ひ害がいが及およぶような戦いにはならねぇさ。ほら、お前も来いよ。せっかくお隣となりから望遠鏡を借りてきたんだ、高みの見物と洒しや落れ込こもうぜ」

「あんたねぇ……」

　隣に並んだ女が呆あきれ気味の声を上げる。その直後、望遠鏡を覗のぞき込んでいた男が再び口を開いた。

「……お？　囲いから抜ぬけて、こっちに近付いてくる部隊がいるぞ」

「え？　どこ？」

「ほら、あそこ。何のつもりだろうな？」

　空あいている左手の指先でその場所を指し示しながら、男はレンズ越ごしの光景に目を凝こらす。その詳しよう細さいが見えてくるに従って、眉まゆ根ねにシワが寄り始める。

「……なんだ、あれ。なんか変な奴やつらを引っ張ってきてる」

　先導する帝てい国こく兵士たちに連行される、妙みような格好をした人々の姿が目に入った。望遠鏡の倍率の足りなさに舌打ちしつつ、男は米こめ粒つぶのような人々の正体を捉とらえようとする。

「手て枷かせに腰こし縄なわまで付けて……顔にも袋ふくろを被かぶせてるのか？　穏おだやかじゃねぇな。まるで罪人を連れ回してるみたいだ」

「ちょっと、あたしにも見せてよ」

　さすがに気になった女が望遠鏡をせがむ。長い問答の末にそれを奪うばい取って、女もようやく問題の光景を目にした。

「あれね。ずいぶん外がい壁へきの近くまで寄って来てる。ヘンな連中を一列に並べて──？」

　その視界の中で、両りよう腕うでを拘こう束そくされたまま立ち並ぶ問題の人々に、着ちやつ剣けんした風ふう銃じゆうとボウガンを握にぎる軍人たちが近付いていき──続く光景に、女の手が望遠鏡を取り落とす。

「────刺さし、た」
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「あが──ッ」「ぐええええッ」「うああああああああッ！」

　晴天の下に響ひびき渡わたる断だん末まつ魔まの合唱。兵士たちの中にはそれに耐たえかねて顔をそむける者も、あるいは涙なみだを浮うかべる者もいた。

「……終わりました、隊長殿どの……」「……うむ」

　返り血を浴びた部下が震ふるえながら報告する。目の前に倒たおれ伏ふした亡なき骸がらに取り返しの付かない感覚を覚えながらも、小隊長を務める男は段取りに則のつとって自分の仕事に取り掛かかった。

「──皇こう帝てい陛へい下かの威い光こうの下、ガルルジャンの全住人に告ぐ！　たった今、貴様らに連座する罪人の処刑を執とり行った！」

　そびえ立つ城じよう壁へきに向かって隊長が声を張り上げる。隣となりに立った光照兵が一いつ拍ぱく遅おくれて光信号を送り始めた。声がどこまで届いているかは分からないが、同じ内容で繰くり返し送られる光信号だけは必ず受け取られる。

「街ぐるみの反逆は大罪である！　その咎とがは本人のみならず一いち族ぞく郎ろう党とうにまで及およぶ！　現時点でガルルジャン市内に残っている者は、その親族ともども例外なく制せい裁さいの対象となる！」

　自分自身の常識に反する内容を叫さけんで、隊長の胸きよう中ちゆうに言い知れない不快感がこみ上げる。

「今回処刑した八人の罪人は、北東ズエリの町より連行した連座人たちである！　これより以後、州内全すべての集落から該がい当とうする人間を連行し、この場で処刑し続けることを宣言する！」

　兵士たちの顔がびくりと引きつる。処刑し続けることを宣言する──つまりは、同じ仕事が明日以降も続くという事実に怯おびえて。

「貴様らが犯した大罪を贖あがなう方法はただひとつ！　すみやかに籠ろう城じようを中止し、城門を開け放つことである！　皇こう帝てい陛へい下かの御ご慈じ悲ひと心得るがいい！　それが果たされる時まで、この大地は連座人たちの血で赤く染まり続けるだろう！」

　口の中が異様に乾かわく。自みずからが極悪人に成なり果てたような錯さつ覚かくの中で、なおも隊長に沈ちん黙もくは許されず、彼の口は段取りに従って二巡目の口上に突とつ入にゆうする。

「繰くり返す！　皇帝陛下の威い光こうの下、ガルルジャンの全住人に告ぐ──」
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「──連座人を引っ立てて処刑、だと？」

　右手に握にぎった銅どう杯はいから果汁が零こぼれ落ちる。部下から報告を受けた瞬しゆん間かん、ミトカズルクを湧わかせていた高こう揚ようは残らず消し飛んで、その胸中には黒々とした闇やみが色いろ濃こく立ち込め始めた。

「馬ば鹿かな！　仮にも国軍を名乗る側に、そのような無法が許されるはずがない！」

「しかし──事実です。外がい壁へきに配備されている兵士たちの多くも、その瞬間を目もく撃げきしました」

「参さん謀ぼう」の副官メトラシェが硬かたい声で告げる。彼女の上官は親指の爪つめを嚙かんで考え込んだ。

「向こうの司令官は誰だれだ。こんなやり口に訴うつたえる者など、はたして帝てい国こく軍ぐんの中にいたか……？」

　ぶつぶつと独ひとり言ごちる彼に向かって、参謀はさらに言い添そえる。

「その点に関係するかは分かりませんが──敵軍の掲かかげる旗の一部に、王冠の意い匠しようが認められました」

　ミトカズルクの顔が弾はじかれたように外を向く。その事実を看かん過か出来ない程度の敬意は、この男の中にも保たれていた。

「皇帝陛下が御おん自みずからいらっしゃっているのか。即そく位いから度たび々たび前線に赴おもむかれていると、噂うわさには聞いていたが……」

　その事実がいまの状じよう況きように関係するかどうか考えて、男は苦笑気味に首を横に振ふる。

「……いや、さすがに関係あるまい。まだ十六やそこらの子供だ。その年ねん齢れいで万軍の指し揮きが執とれるはずもなし、神み輿こしとして担かつぎ出されているに過ぎん」

　上官がそう結論したところで、頃ころ合あいを計らった参謀が次の懸け念ねん点てんを提示する。

「処刑の噂が人づてに広まり、市民たちの間で不安が募っています。籠城が長期に及およぶことを想定すると、この傾けい向こうは無視出来ません。ここは大だい元げん帥すい閣かつ下かのお言葉で、彼らの心を安んぜられては──」

　言い切る前に銅どう杯はいが飛んできた。柑かん橘きつの果汁が彼女の胸むな元もとにぶちまけられ、苛いら立だちのままそれを行った上官が怒ど鳴なり声を上げる。

「言われるまでもない！」

　言うが早いか身をひるがえし、男は司令室の外へ消えていった。頭を下げてそれを見送ったメトラシェの背中に、「寵ちよう姫き」ニアムが鼻を鳴らして声をぶつける。

「ばっかみたい。また機き嫌げん損ねて」

　胸元の染しみをハンカチで拭ぬぐいながら、敵意のにじむその言葉に、メトラシェは冷たく応じる。

「……立場が違ちがいますから。飼い主に愛あい嬌きようを振ふりまいてさえいればいいあなたとは」

　互たがいに無言でにらみ合う。間に上官を挟はさんだふたりの副官の関係を、その光景が何よりも雄ゆう弁べんに物語っていた。







「ガルルジャン市民の皆みなさん、静せい粛しゆくに！　どうか静粛に！」

　市内第三層から上層に続く階段の手前。許可のない一いつ般ぱん人じんの立ち入りが許される最後の領域に、先だっての「処刑」を聞きつけた大勢の市民たちが詰つめかけていた。そこに駆かけ付けたミトカズルクは、声が殺さつ到とうする前に先手を取って話し始める。

「この中には、先だっての処刑のことを耳にされた方も多いでしょう！　その話からもお分かりになるはず！　国軍はもはや完全に血迷っております！」

　市民たちのざわめきを肌はだに感じながら、男はなおも言葉を続けた。

「お分かりでしょうか!?　彼奴きやつらは守るべき臣民の命を道具として用いたのです！　我々を恐きよう怖ふさせて降こう伏ふくを促うながさんがために──こんな所業が許されるはずもない！　まだ幼い皇こう帝てい陛へい下かの威いを借りて暴挙に打って出る、そんな彼奴らこそが本当の意味での賊ぞく軍ぐんなのです！」

　大義は自分にあるのだと主張する。市民たちの不安に具体的な対応を打ち出せない状じよう況きようを、それでどうにか耐たえ凌しのぐ。目の前の人々の気を逸そらすことに、男はひたすら全力を注いだ。

「しかし、私は負けません！　賊軍の横暴に断固として抗あらがい、皆さんの身命を守り抜ぬく所存です！　ガルルジャン市内には一歩たりとて敵を踏ふみ入れさせません。どうかご安心ください！」

　内容のない請うけ合いだが、本人の堂々とした外見も相まって、市民たちは多少なりとも安心させられる。が、それだけで誤ご魔ま化かせるわけもなく、言葉が途と切ぎれた一いつ瞬しゆんの隙すきに質問が殺到した。

「でも、処刑はどうなるの!?」「今回殺されたのは誰だれなんだ！」「ズエリの町には親しん戚せきが……！」

「落ち着いてください！　皆さん、どうか落ち着いて！」

　それ以外には何も言わない。市民たちが叫さけび疲つかれるまで、ミトカズルクはあえて間を置くことにした。興こう奮ふんした集団と話す時は、全体の呼吸を感じ取ってその間かん隙げきを突つくことが重要なのだ。喧けん騒そうが収まるタイミングを狙ねらって、彼は再び口を開いた。

「──惑まどわされてはいけません！　そうやって皆みなさんの動どう揺ようを煽あおることが敵の目的なのです！　我々の団結を乱して内側から崩ほう壊かいに導く、そんな汚きたない策略に屈くつしてはいけない！　負けてはいけません！」

　そう言いながら、男はどんと厚い胸むな板いたを叩たたく。自みずからの象しよう徴ちようとも言えるその仕草で改めて存在感を示し、ナイアン・ミトカズルクは声高に言い放つ。

「どうか私にお任せください！　このミトカズルクが、必ずや皆さんに最良の結果をもたらすと約束いたします！　今までもそうだったように、この街と州の平和はいつまでも私が守り抜ぬく！　この言葉を信じて、いま少しのご辛しん抱ぼうを願います……！」










「射しや撃げき開始！　敵を近付けさせるな！」

　号令に続いて圧あつ縮しゆく空気の爆はぜる音が響ひびき渡わたる。全周包囲の状態からしばしば接近してくる国軍に対して、ガルルジャンに詰つめる兵士たちは防ぼう壁へき上からの迎げい撃げきで対たい抗こうしていた。

「しかし、隊長殿どの……あれは何のつもりでしょうか？」

　兵士のひとりが疑問を口にする。彼が照準を定める先には、未いまだ百メートル以上の距きよ離りを隔へだてて、平均的な成人男性を七～八倍した全長を持つ木組みの投石兵器が並び立っていた。

「外壁に近付いて来ているのは、大型の投石器が三機と少数の歩兵のみ。陽動にしても規模が小さすぎます」

「それは分かっている。だが、無視するわけにもいくまい」

　意図が読めないという点では隊長も同感だった。いぶかしむ彼らの視線の先で、直立していた投石器の主棒がぎりぎりと引き倒たおされていく。

「投石が来るぞ！　総員警けい戒かい！」

　警告から間を置かず、風切り音と共に三つの質量物が飛来した。外壁の直上をすれすれのところで越こえていったそれらは、放物線を描えがいて兵士たちの背後に落下する。

「ただちに着ちやく弾だん点てんを確認！　被ひ害がいを報告しろ！」

　近場の兵士たちがすぐさま落下地点に向けて走り出す。二分と置かずに報告が届き始めた。

「兵員・建物共に損害なし！　降ってきたものは石や砲ほう弾だんではありません！」

「なんだと？　では連中は何を飛ばしてきたというのだ」

「お待ちください。革かわ袋ぶくろで何重にも包まれていて、まだ中身が……」

「気を付けろ。病やまいの流行を狙ねらった動物の死体などということも考えられる」

　警戒を促うながしながら、隊長自身ももっとも近場に落ちたひとつに歩み寄る。革の包みを慎しん重ちように剝はいでいった兵士が、そこに現れた中身に息を吞のんだ。

「ほ──骨です」

「何？」

「人の頭がい骨が三つと、大量の……砕くだけた人骨、のようです……」

　触ふれて確かめることを躊躇ためらいながら、兵士は見たままを上官に報告する。と、その目がもうひとつ違い和わ感かんを捉とらえた。

「──待ってください。頭がい骨の口に何か……畳たたんだ羊皮紙、でしょうか？」

　指先でつまんで引っ張り出したそれを、兵士は床ゆかの上に広げる。紙面に記された文面に目を通して、彼は再び言葉に詰つまった。

「おい、黙だまるな。内容を読み上げろ」

「……『カヌハ村の連座人の末路である。城門を開かぬ限り、遅おそかれ早かれ貴様らもこうなる』と……」

　部下の口から告げられた内容に、隊長は憤いきどおりも露あらわに口元をゆがめた。

「またしても恫どう喝かつか……！　打ち捨てろ、そんなもの！」

「お、お待ちください！　これが連座人の遺体だとすれば、市民の中に生前の知ち己きがいるかもしれません。おろそかな扱あつかいは避さけるべきかと」

「く……。こうなってしまっては、もはや誰だれの骨かなど分からぬだろうに」

　うかつな処分さえ許されない状じよう況きように、隊長は舌打ちを禁じ得ない。そこに他の落下地点を確認してきた兵士たちが駆かけ付けた。

「他ふたつも確かめました。羊皮紙に記された集落の名前以外、中身はほとんど同じです」

「……とりあえず一か所に固めておけ。大だい元げん帥すい閣かつ下かに伝えた上で指示を仰あおぐ」

　深いため息と共にそう命じる。それからふと思い立って、隊長は近くの部下たちに向き直った。

「おい。このことについて、市民には決して伝えるな。不安を煽あおるだけだ。分かったな？」

　兵士たちもこくこくとうなずく。が──人の口に戸は立てられない。現場指し揮き官かんの指示だけで情報を隠かくしきるには、この時点ですでに投じられたものの「中身」を知った人間が多すぎた。







「……聞いたか。今度は骨が投げ込まれたそうだ」

　その日の晩には、軍人以外の市民たちにまで骨の件が伝わっていた。同じ街の中に立てこもっているのだから交流は自然に生まれる。それどころか、繰くり返し人を経由して伝えられるために、拡散する情報には次第に尾おひれが付いて回った。

「大量の骨、だろ。外で処刑された連中だけじゃ数が合わない。ほかの場所でもやられてる」

「俺おれたちまで反逆者扱いって本当か？　たまたまこの街で暮らしてただけだぜ？　そんなはずないだろ……なぁ？」

　不安げな男の問いに、誰だれも確かな答えを返せない。重苦しさを増すばかりの酒場のテーブルで、市民たちは不安を振ふり切るように酒を呷あおる。







「……市内の空気が、日ひ毎ごとに淀よどみを増しています」

　そうした街の状じよう況きようが、数日後には看かん過か出来ないものとして司令官にまで伝えられていた。寵ちよう姫きニアムを侍はべらせながら、ミトカズルクは苦い表情で腕うでを組んでうなった。

「こんな展開は予想していなかった。武力で攻せめてくるなら対処の仕様もあるというのに、こうも徹てつ底ていして大衆の心理のみを揺ゆさぶってくるとは……」

「市民に止とどまらず、兵士たちにも動どう揺ようが広がっています。反逆者と呼ばれることを覚かく悟ごしていなかった末まつ端たんの者たちにとって、あれらのパフォーマンスは極きわめて有効と認めざるを得ません」

　厳しい現実を、メトラシェの発言がなおさら浮うき彫ぼりにする。飼い主に苦しみを強しいる参さん謀ぼうを疎うとましげににらみ付け、ニアムは一転して媚こびた笑顔で男にすり寄った。

「ミトカズルク様、どうかお元気を出されて……」

「黙だまれ、ニアム。お前には何も出来ん」

　重い一言が寵姫を突つき放す。メトラシェの口元に隠かくし切れない優ゆう越えつ感かんがにじんだ。

「僭せん越えつながら提案を。凶きよう報ほう続きで重くなった空気を入れ替かえるために、もっとも効果があるのはシンプルな朗ろう報ほうです。ここはひとつ、守勢から攻こう勢せいに転じて戦果を上げてみせるというのは？」

「──悪くない。だが、可能なのか？」

「そう思います。こちらが籠ろう城じように徹てつすると思い込んでいるのか、敵軍は自じ陣じんの守りを緩ゆるめつつあり、防備が手て薄うすな場所が散見されます。都市の北東に設もうけられた物資の集積地がそのひとつ」

　テーブルに広げた都市の周辺地形図を指して、メトラシェはさらに言葉を続ける。

「夜や陰いんに乗じてここを強きよう襲しゆうしましょう。物資を奪うばって籠城の糧かてとする以上に、敵に一いち撃げき加えたという事実が市民たちを活気付かせるはずです。そして何より──」

「──市民に向かって、我々がやられっ放しではないと喧けん伝でんすることが出来る、か」

　検けん討とうしながら何度かうなずきを繰くり返した末に、男は参謀へ向き直って命じる。

「作戦の実じつ施しを許可する。指し揮きはお前が執とれ、メトラシェ。委い細さいは任せる」

「大任、承うけたまわります」

　請うけ負ったメトラシェが敬礼する。寵姫の憎にく々にくしげな視線が、今の彼女には何より心地よい。
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「──指示した場所の防備は緩ゆるめてあるな？」

「はい。陛へい下かの御お心こころのままに」

　君主からの問いに、トルウェイ・レミオンがひざまずいたまま答える。たったひとりのためだけに設置された大天幕の中、絹のカーテン一枚を隔へだてた向こう側の絶対者と、翠すい眼がんの青年は会話していた。

「早ければ今夜にでも、そのいずれかを狙ねらって襲しゆう撃げきがある。手て筈はず通りに迎むかえてやれ」

「今夜……ですか」

「可能性は低くない。あちらの参さん謀ぼうが功こうに逸はやるゆえに、な」

　カーテンの向こうから含ふくみ笑いが響ひびく。トルウェイは視線を落としたまま微び動どうだにしない。

「ミトカズルクの下には二種類の副官がいる、とそなたらは述べた。すなわち参謀と寵ちよう姫き──この両者のうち、常つね日ひ頃ごろから手て柄がらを欲しているのはどちらだと思う？」

　問われた青年は、しばらく考えた末に沈ちん黙もくで応こたえる。事はおそらく男女の機き微びに関する問題──そうした問いに気の利いた答えが返せないことを、彼は自分でも弁わきまえていた。

「分からぬか、参謀だ。寵姫には夜よ毎ごと、飼い主に対して点数を稼かせぐ機会がある。だが参謀はそうではない。大きな成果を上げて上官の関心を引き付けられるとすれば、それは戦いが起こった時に限られる」

　なるほど、とトルウェイは声に出して納得した。それなら男女に限った話でもないだろうと思い直して、青年は内心ひそかに自分の不明を反省する。

「ゆえに、あちらの参謀は機会に貪どん欲よくだ。仕し掛かけに食い付いてくる見込みは高い」

　翠眼の青年も同意を込めてうなずく。そんな彼の姿を、カーテン越ごしの視線が鋭するどく貫つらぬいた。

「餌えさは惜おしまずくれてやれ。こちらがしてやられたふりを決め込めば、奴やつらは手に入れたものをせっせと巣に持ち帰っていく。──それが毒入りであるとも知らずに」





＊






　同日の深夜。メトラシェの提案した作戦は予定通りに行われ、何の障害もなく成功した。奪うばい取った物資の扱あつかいを部下に一任した彼女は、心もち早足で上官の待つ司令室へ向かい、そこで任務の達成を報告していた。

「難なく成功しました。やはり油断していたのでしょう。敵が集まってくるまでの間に、集積してあった物資のほぼ全すべてを持ち去ることが叶かないました」

　取り澄すました面おも持もちで参謀は言う。それを聞いたミトカズルクの顔にみるみる喜色が浮うかび、続く動作で副官を抱きしめる。

「よくやったぞメトラシェ！　文句のない成果だ。これで市民たちの機き嫌げんも少しはよくなる」

「身に余るお言葉です」

　太い腕うでに力強く抱かれながら、陶とう然ぜんとした面おも持もちでメトラシェは応こたえる。その耳元で、男はさらに囁ささやいてのけた。

「後で部屋に来い。褒ほう美びを遣つかわす」

「……はい」

　こくりとうなずいて静かに身を引く。そのまま一礼して司令室を出ていく折、廊ろう下かの片かた隅すみに仏ぶつ頂ちよう面づらで立っている「寵ちよう姫き」と目が合った。

「どうしましたニアム、そんなところでむすっとして。得意の愛あい嬌きようを振ふりまかないのですか？」

「……ッ！」

　挑ちよう発はつされたニアムが口元を曲げてにらみ返す。メトラシェは余よ裕ゆうの笑みで受け止めた。

「それでいい。忘れていたようですが、ここは戦場です。──媚こびを売るだけが取とり柄えの雌めす猫ねこは、邪じや魔まにならないよう片隅で震ふるえていなさい」

　ここぞとばかりに追い打ちをかけて、彼女は揚よう々ようとその場を立ち去った。




　一方その頃ころ。メトラシェの指示で奪だつ取しゆされた大量の物資の中に、もぞもぞと蠢うごめく複数の気配があった。

「……人の気配が薄うすれたな」

「よし、出るぞ」

　木箱や麻あさ袋ぶくろを内側から切り破り、その中に潜ひそんでいた帝てい国こく兵へいたちが次々と姿を現す。一いつ緒しよに積んであった武器を手に取り、分隊ごとの点呼を取って人員に欠けのないことを確かめた。

「歩ほ哨しようの兵に見つかるな。このまま市街に紛まぎれ込む」

　もぬけの殻からになった荷物が目立たないように奥おくのほうへ押おし込み、その細工を済ませると、彼らは息をひそめて貯蔵庫の中から抜ぬけ出していく。一個小隊四十人の人員が、続々と闇やみの中に消えていった。







　それから二週間。ミトカズルクらの期待に反して、ガルルジャン市内の雰ふん囲い気きは日ひ毎ごとに悪化を重ねていった。

「また今日も処刑だ……」「このままじゃ俺おれらまで──」「別の町にいる家族は無事なのか」

　都市の外がい壁へきから見下ろす場所での公開処刑と、降こう伏ふく勧かん告こくを兼かねた骨の投げ込みは、一日も休まず続けられていた。が──市民たちの心を揺ゆさぶるのは、その事実だけに留とどまらない。

「──ミトカズルク様に任せていたら、俺たちみんな死んじまうぞ！」

　通りの片かた隅すみに響ひびき渡わたる物ぶつ騒そうな叫さけび声。メトラシェ参さん謀ぼうの提案で国軍の物資を奪うばい取った日を節目に、市内のあちこちで、こうした過激な発言をする者が現れるようになった。

　行商人や流る浪ろうの神官、はたまた物もの乞ごいに扮ふんした、国軍側の工作員たちだ。普ふ段だんから人の出入りの多い都市には異分子も混じりやすい。物資に紛まぎれて市内への侵しん入にゆうを果たした彼らの任務は、第一に都市の解放に向けた市民の扇せん動どうなのだった。

「おい、滅めつ多たなこと言うなよ」「巡じゆん回かいの兵に聞かれるぞ」「でも、確かにこのままじゃ……」

　工作といっても、特別なことはしない。誰だれもが薄うす々うす思い始めていた不安を、率先してそのまま口に出すだけ。たったそれだけのことで街の空気は変わっていく。漠ばく然ぜんとした危機感を抱えた、それでいて主体性を持たない人間の集団は、扇動する側にとって驚おどろくほど操りやすい。

「──なぁ、こういうのはどうだ？　俺おれたちの手で城門を開けちまうんだ」

　不安感がある程度まで高まったところで、彼らはいよいよ具体的な行動を提示する。この頃ころにはもう、市民たちにはそれが現実味を持った提案に思えてしまう。そう思えるまでに馴ならされている。

「人数を揃そろえてよ、通りの広い北門に詰つめかけようぜ。大勢で抗こう議ぎすればきっと通してくれる。だって俺たちは何も悪くないだろ？　いや、悪くないどころか、ミトカズルク様が勝手に始めた反乱に付き合わされていい迷めい惑わくだよ。巻き添ぞえ食って処刑なんて冗じよう談だんじゃない」

　提案に対して賛成とも反対とも言わず、市民たちは視線を左右させて他人の動向をうかがうばかり。だが──続く工作員の発言が、臆おく病びような彼らの背中をそっと押おす。

「別に全員で逃にげるってわけじゃない。残りたい奴やつは残ればいいさ。でもよ、俺たちが逃げたところで戦力に影えい響きようはない。ミトカズルク様に不義理を感じる必要はないんだ。同じ応おう援えんするだけなら街の外から応援したって同じことじゃねぇか。俺の言ってること、何か違ちがうか？」

　罪悪感を打ち消すための言い訳が、企くわだてに最後の仕上げを施ほどこす。集団の意識がここまで来れば、後はもう放っておいてもさほど変わらない。群集心理に身を委ゆだねた市民たちは、導かれた終着点へ向けてひとりでに走り出す。

「なるべく大勢に伝えろ。実行は、明日の夕方だ」







　そうして翌日、起こるべくして事態は起こった。

「大だい元げん帥すい閣かつ下か！　市外への退去を望む市民たちが、北門に押し寄せています！」

　司令室に駆かけ付けると同時にメトラシェが叫ぶ。ミトカズルクは頭を抱えてうなった。

「馬ば鹿かな、しびれを切らすのが早すぎる……！　説得して解散させろ！　この状じよう況きようで城門を開けられるわけがない！」

「すでに試みておりますが、興こう奮ふんしていて誰も耳を貸しません。それ以前に、喧けん騒そうでまともに声が通らない始末で……」

　忸じく怩じたる面おも持もちで参さん謀ぼうが言う。男は業を煮にやして眼下の街並みに目を向けた。

「もう良い、私が出る！　私が話せば市民たちも──」

「……!?　いけません、危険です閣かつ下か！」

　早まる上官の前に体を張って立ちふさがり、メトラシェはなおも言い募った。

「籠ろう城じようからこれだけ長くの間を置いた今、市内に敵兵が侵しん入にゆうしている可能性はゼロではありません！　この状じよう況きようもミトカズルク閣下を誘さそい出すために作られたかも分からない。市民たちの前に姿を現せば、その瞬しゆん間かんに風ふう銃じゆうで狙ねらい撃うたれることも……！」

「ぐ……！」

　リスクを理解したミトカズルクが表情をゆがめる。彼の癇かん癪しやくが爆ばく発はつしないうちに、メトラシェは先手を打って行動を決めた。

「……市民たちのことは、私が何とかします。どうか閣下はこのまま司令室に」

　そう言い置いた直後、有無を言わさず司令室を出ていく。と──入り口から出てしばらく歩いた廊ろう下かの脇わきに、ついこの前と同じようにニアムが立っていた。

「──アンタのせいじゃないのぉ？」

　目の前を通り過ぎようとした「参謀」に、「寵ちよう姫き」が意地悪く言葉を投げる。メトラシェはぎくりとして足を止める。

「ミトカズルク様は気付いてないけどさ。市内に敵が侵入してるかもって話、アンタには心当たりがあるでしょ？」

「…………」

「あの時だよ。アンタが得意顔で敵の糧りよう食しよくかっぱらって来た時、その中に敵も一いつ緒しよに紛まぎれてたんじゃないの？　集積地の守りが薄うすいのは誘いだったんだよ。手て柄がらを上げたつもりで、アンタはまんまと敵の罠わなに引っかかったってわけ」

　相手の手落ちを指し摘てきして、ニアムはくすくすと笑う。メトラシェは両のこぶしを握にぎり締しめてうつむいた。

「……否ひ定ていは、出来ません。謝罪を望むのであれば頭も下げましょう。──けれど、ニアム。今はそれ以上に、あなたに頼たのみたいことがある」

　苦痛を訴うつたえるプライドをねじ伏ふせて、彼女はもっとも気に食わない相手に頼み込む。

「私が北門に向かう間、ミトカズルク様を抑おさえていてください。任されはしましたが、市民たちの説得は難なん航こうするでしょう。……そうなれば閣下は、しびれを切らして自みずから表に出ようとするかもしれない」

「それをアタシに引き止めろって？　んー、どーしよっかなー」

「お願いします！　閣下を守りたい気持ちは、あなたも私も同じでしょう!?」

　必死になって頭を下げるメトラシェ。なりふり構わないその剣けん幕まくに目を白黒させて、やがてニアムはため息と一緒に肩かたをすくめた。

「ぶっちゃけるとさ。そろそろ落ち目だと思ってるんだよね、ミトカズルク様」

「…………は？」

　言われたことが理解出来ずに「参さん謀ぼう」が聞き返す。ニアムは開き直った面おも持もちで言い直す。

「ノリノリで始めた籠ろう城じようだけど、こうなってみると完全に劣れつ勢せいじゃん？　今日明日をなんとか凌しのげたとしても、どのみち負ける気がするんだよね。アタシ、そーゆー勘かんだけは鋭するどくてさぁ」

「あなた、何を」

「だから、負けた後のこと。互たがいに身の振ふり方を考えたほうがいいんじゃないかって話」

　聞き終えるのを待たずにメトラシェの体は動いていた。相手の頰ほおを打つつもりで振るった平手は、それを察したニアムに余よ裕ゆうで避さけられて空を切る。

「恥はじ知しらず！　私の目の前で、よくもそんなことを……！」

「おーコワイ。これだから真ま面じ目めちゃんは困るなぁ」

　茶化しながら距きよ離りを取り直し、ニアムはわざとらしく嘆なげいてみせる。

「いちおう言っとくけど、今の話チクったりしないでよ？　チクられてもアタシはアンタの作り話だって言い張るからね。ムダに閣かつ下かの機き嫌げん悪くするだけだよ」

「…………ッ！」

「その代わり、敵を侵しん入にゆうさせた件についてはアタシも黙だまっておいてあげる。それでお相子ってことでどう？」

　提示される秘ひ密みつの取り引き。メトラシェはぎりりと奥おく歯ばを軋きしませ、やがて相手から視線を切った。

「……閣下を抑おさえる役目は部下に任せます。あなたを頼たよったのが間ま違ちがいでした」

「はいはーい。ま、アンタは頑がん張ばってらっしゃい。たぶん無む駄だな努力だと思うけど」

　ひらひらと手を振るニアム。そんなことはないと自分に言い聞かせて、「参謀」は再び廊ろう下かを走り出す。







「それ以上近付くんじゃない！」「下がりなさい！　下がれ、下がれ───ッ！」

　都市北側の城門では、荷物を背負って押おし寄せる民衆を相手に、兵士たちが奮ふん闘とうを強しいられていた。朝から集まり始めた市民たちは時を追うごとにその数を増やし、今となっては城門前の通りを埋うめ尽つくすまでになっている。

「まずい、どんどん人数が増えてる！」「もう押さえきれないぞ、どうすんだよコレ！」

　そんな人々を押し返す兵士たちの間からも悲鳴が上がる。やがて状じよう況きようの悪化を見て取った指し揮き官かんが、苦く慮りよの末に決断を下した。

「止やむを得ん、威い嚇かく射しや撃げきだ！　空に向かって撃うて！」

　指示された兵士たちが風ふう銃じゆうを構え、弾たまを込めないまま空に向けて一いつ斉せいに発はつ砲ぽうする。圧あつ縮しゆく空気の炸さく裂れつ音おんが鳴り響ひびき、前列にいた市民たちは怯ひるみを見せたが、後ろのほうには影えい響きようが薄うすい。たじろいだ連中はすぐに後続と交代してしまい、集団は以前と変わらない勢いを取り戻もどす。

「ダメだ、喧けん騒そうにかき消されて……！」「これっぽっちじゃ威い嚇かくにもなってねぇ！」

　効果の薄さに気付いた兵士たちが舌打ちする。すでに音による威嚇でどうにかなる段階は過ぎていた。この人数の群集を一いつ斉せいに怯ませたいなら、それこそ爆ばく砲ほうを持ち出すか、でなければ威嚇で済ませることを諦あきらめる必要がある。

　そんな現場に戻ってきたメトラシェは、少しの間で思った以上に状じよう況きようが悪くなっていることに戦せん慄りつし、周囲の人員に指示を飛ばし始めた。

「市民の数に対して人手が足りていません、もっと応おう援えんを呼んで！　あなたたちは門の前に並んで壁かべを作りなさい！　特に壁上の開閉装置、あそこには絶対に近付けさせないように！」

　群衆全体を押おし返すのは難しいと見ると、メトラシェはまず守るべき要点を設定して、そこに兵力を集中することにした。が、当の兵士たちからは疑問の声が上がる。

「そんな受け身でいいんですか!?　市民ども完全に沸ふつ騰とうしてやがる、こりゃもう血を見ないと収まらないんじゃ──」

「いけません！　市民は極力傷付けてはならない、それが大だい元げん帥すい閣かつ下かの命令です！」

　女は断固として首を横に振ふった。市民からの支持を基き盤ばんとするミトカズルクの立場を知るからこそ、メトラシェはそこに譲ゆずれない一線を引いている。民衆に見放されては終わり──その認識は、彼女ら地方勤めの将校にとって、すでに理り屈くつを超こえたところに根差しているのだった。

「発はつ砲ぽうの許可は開閉装置を狙ねらわれた場合に限定します！　あそこさえ守っていれば、どれだけ押し寄せたところで門自体は開かない──」

　指示の途と中ちゆうで、ふいに響き渡わたった鐘かねの音が女の耳じ朶だを打つ。群衆のさらに向こう側──街の中心から、その警けい鐘しようは鳴り響いていた。

「──何事!?」

　それから間もなく、伝令兵が泡あわを食って駆かけてくる。

「て、敵てき襲しゆう──っ！　都市に向かって敵の大部隊が接近中！　特に南側、攻こう城じよう兵器を用いて大規模な攻勢を仕し掛かけてくる模様です！」

「な──」

　聞いた彼女は数秒絶句し、それから悔くやしげに表情をゆがめた。

「タイミングが良すぎる、やはり謀はかられていた……！　先ほどの命令は撤てつ回かいします、呼び寄せた兵員は南門に回りなさい！　ここで市民にかかずらっている場合ではありません！」

「って、この場はどうするんですか!?　いくら何でも放置は出来ませんよ！」

「開閉装置の前に小隊を残します。城門の上からは内側に向かって威嚇射しや撃げきを継けい続ぞく。弾たまの降り注ぐ中を突つっ込んで来られる市民は少数でしょう、それでどうにか凌しのぎなさい！」

　最後にそう指示して、メトラシェは敵襲を受けている都市の南側に向かって動き出す。──だが、彼女は見落としていた。この場の兵士たちが相手取ることになるのが、ただの市民とは限らないことを。







「見ろ、門の開閉装置はあそこだ！　あの場所に向かって詰つめかけろ！」

　メトラシェが城門の前を去ってから間もなく、壁へき上じようの開閉装置に目を付けた市民たちがそこを狙ねらい始めた。彼らを焚たき付けているのは、もちろん潜せん入にゆう中の国軍兵士たちだ。

「来るんじゃないっ！　我々には発はつ砲ぽうの許可が下りている、ここを上ってくる者は容よう赦しやなく撃うつぞ！」

　こうなると、さすがに守しゆ衛えいの兵士たちも銃じゆうを構えざるを得ない。階段の上にずらりと並んで開閉装置を守る彼らに、あくまでも外に出す気がないと見て、市民たちは不満を噴ふん出しゆつさせる。

「なんだとぉ!?　ふざけんな！」「街の外に出せっ！　おれたちを自由にしろっ！」「こっちには女子供もいるんだぞぉ！」

　大声で抗こう議ぎする彼らに注目が集まったところで、国軍兵士たちが「機」を見て取る。

「──よし、かかれ」

　攻こう撃げき開始の指示と同時に、人ひと垣がきの隙すき間まから銃口が突つき出し──その手元で引き金がしぼられた。

「かッ──」「っ、ぐぁっ」「……なっ!?」

　階段上の兵士たちが被ひ弾だんしてうずくまる。あくまでも「市民」を相手取っていると思っていた彼らは、とっさに状じよう況きようへ対応出来ずに硬こう直ちよくする。

「て、敵てき襲しゆう──ッ！　あいつら風ふう銃じゆうを持っているぞ！」「撃て！　撃ち返せ──がッ!?」

　数秒経たってようやく迎げい撃げきに移った彼らに、別角度からの援えん護ご射撃が容赦なく襲おそい掛かかる。次々と撃ち抜ぬかれていく仲間の姿を前に、兵士たちは愕がく然ぜんと目を見開く。

「この銃撃、正面からだけじゃない！」「畜ちく生しよう、どこだ!?　どこから狙ねらわれてるんだ!?」

　忙せわしなく視線を走らせる彼らだが、その努力も意味は薄うすい。およそ四十メートル離はなれた場所に生えた木の上から、約六十メートル遠くの屋根上から、さらに他の二か所から。援護射撃を行う狙そ撃げき兵へいは計四か所に配置されているのだ。

　もともと帝てい国こく内の要よう塞さい都市であるガルルジャンは、当然のようにその構造を国軍側にも知られている。城門脇わきに開閉装置があることは国軍兵士たちも承しよう知ち済みで、そこを制圧するための戦術を潜せん伏ぷく中にじっくり練ねってあったのだ。

　開閉装置そのものは壁上の奥おくまった位置にあるが、そこに続く階段を守る兵士たちは銃撃に身を晒さらさざるを得ない。内部潜入を許した時点で五割、この襲撃を予期出来なかった時点で十割、彼らの不利は事前に確定していた。

「迎撃が止やんだ。──今だ、突っ込め！」

　狙そ撃げきがじゅうぶんな損害を与えたところで、市民たちに混じった正面突とつ入にゆう班はんの面々が一いつ斉せいに突撃する。銃じゆう撃げきを恐おそれて壁かべの内側まで後退していた敵兵には、それを満足に迎むかえ撃うつことが叶かなわない。引け腰ごしのところを攻せめ込まれた彼らは、それから一分と抵てい抗こう出来ずに全ぜん滅めつした。

「制圧完了。開閉装置はどうだ!?」

「確保しました！　ただちに開門作業へ移ります！」

「急げ！　今のうちに友軍を招き入れろ！」

　命じられた兵士たちが十人がかりで巨きよ大だいなハンドルを回し始める。数十秒の間を置いて、固く閉ざされていた城門がぎしぎしと上がり始めた。
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　一方で、小太りの青年率いる一個大隊もまた、街の外からその光景を確認していた。

「マシュー少しよう佐さ殿どの、正面の門が開きます！」

「ああ、潜せん入にゆうした部隊が上手うまくやったな。──先頭の工兵部隊、門に向かって前進し固定具を設置！　他の兵は彼らを援えん護ごしろ！」

　即そく応おうして攻こう城じようを開始する。壁へき上じようからの銃撃をかいくぐった工兵たちが開きかけの城門へ殺さつ到とうし、護ご衛えいの歩兵たちに守られながら、二メートルほどの高さを持つ木製の固定具を左右両りよう端はしに設置していく。

「城門の内側は人でごった返してる！　突入部隊は先を急がず、ひとまずは脱だつ出しゆつする市民に道を譲ゆずれ！　門の下には固定具が置いてある、もう簡単には閉まらない！」

　指示を飛ばすマシューの眼前で、開いた城門から市民の群れが駆かけ出してくる。人々を素通りさせている間は壁上の敵兵も大人しい。市民への誤射を恐おそれているからだ。

「大きな集団が通り過ぎました！　今なら壁上からの銃撃も収まっています！」

「よし、突入！　市街地に向かって一気に侵しん攻こうするぞ！」

　群衆の波が過ぎ去った瞬しゆん間かんから、市民たちにとっての出口はマシューたちの入り口となる。先頭を走る部隊が市内へ突入し、かくして要よう塞さい都市ガルルジャンの陥かん落らくが決定的な形で始まった。
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「ど──どうしたことだ、これは」

　野望に終わりを告げるその光景を、都市の支配者は呆ぼう然ぜんと眺ながめ下ろしていた。

「北門が破られている……国軍の連中が市内に入っているではないか！」

　ヒステリックに喚わめきたてるミトカズルクに、周囲の幕ばく僚りようたちは引きつった顔で報告する。

「げ、現時点では一、二階層で敵軍と交戦中です。が……都市の南側に人員の多くを回していたために、数で劣おとる市内の友軍は旗色が悪く……」

「こうなってしまうと、二階層以下の奪だつ取しゆ及および維い持じは絶望的です……。下にいる兵力を順次撤てつ退たいし、ここを含ふくむ上の階層を守るべきかと」

「どこまでだ！　どこまで守れる!?」

「げ、現実的には……三階層までの放ほう棄きを視野に入れて、それより上の階層を固守、ということに……」

　額ひたいの脂あぶら汗あせを拭ぬぐいながら幕ばく僚りようたちは告げる。その内容に、ミトカズルクは眩暈めまいを覚えてよろめいた。

「残るは四、五階層のみだと……？　市街地はほぼ全面陥かん落らく、すでに都市の大半を取られたも同然ではないか！」

　気付けば一いつ瞬しゆんにして内臓の大半を持っていかれていた。悪夢じみた浮ふ遊ゆう感かんに囚とらわれながら、男はなおも活路を探して足あ搔がく。

「とにかく、南側の兵員を上の階層に呼び戻もどせ！　市内への侵しん入にゆうを許した以上、もはや城門を守っていても意味がない！　一度守りを固めて態勢を立て直さないことには話にならん！」

　その指示を聞いてもなお、幕僚たちは気まずそうに顔を見合わせる。

「外がい壁へき南側の部隊は、市外から攻せめ寄せる敵と北門から攻め入ってきた敵軍に挟はさまれて、目下交戦中と見られます……」

「呼び戻したいのは山々ですが、どれだけここに帰って来られるか……」

　残った兵力の招集さえ叶かなわない。その事実を知った瞬間、ミトカズルクは足搔くことさえ難しくなって立ち尽つくす。

「……なぁ、お前たち。まさかとは思うが──」

　窓まどからガルルジャンの街並みを見下ろし、長く親しんできたその光景を前に、男は尋たずねる。

「──負け戦いくさなのか、これは？」

　幕僚たちは口を開かない。その沈ちん黙もくが、全すべての答えだった。
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　正午を迎むかえる頃ころに決着はついた。北門から市内へと国軍部隊の突とつ入にゆうが始まり、司令官と断絶して孤こ立りつした兵士たちは次々と投降していったのだ。最後まで抵てい抗こうした南門の勢力も、司令部に白旗が上がったのを見て取ると、ついに抗戦を断念した。

「背中を狙ねらってるからな。妙みようなことは考えるなよ」

　南門で現場を指し揮きしていたメトラシェは、投降と同時に捕ほ虜りよの身となっていた。部下に銃じゆうを構えさせつつ、マシューはその背後を歩いている。

「……将校としてはずいぶん若いように見えますが。あなたが大隊長なのですか？」

「陸りく軍ぐん少しよう佐さマシュー・テトジリチだ。年のことは言わないでもらえると助かる」

　げんなりした顔で青年が答える。それを聞いてメトラシェもようやく納得した。

「なるほど、噂うわさに聞く『騎き士し団だん』の一員でしたか。……先だっての内乱で勝ち馬に乗り、一足飛びに出世を果たしたというわけですね。まったくもって羨うらやましい限り」

「嫌いや味みのつもりなら、それを言う資格はあんた方にはないだろ」

「ごもっともです。負け犬の遠とお吠ぼえとでも思ってください」

　皮肉ひとつ満足に吐はけない自分に呆あきれて、メトラシェは大きくため息をつく。街の上層に向かう階段を登らされながら、彼女は再び質問した。

「私はどこに連れて行かれるのですか？　叶かなうことなら、ミトカズルク閣かつ下かの安あん否ぴを確認しておきたいのですが」

「上官にはこの先で会えるはずだ。ただ、無事でいるかどうかは保証しない」

　感情のない声で青年が答える。「参さん謀ぼう」の両目が鋭するどく吊つり上がった。

「……それは、どういう意味ですか？」

「陛へい下かのお気持ち次第だからな。……あんたも、今のうちに覚かく悟ごだけはしておいたほうがいい」

　あくまでも淡たん々たんとマシューは言う。あからさまに脅おどすような口調ではなく、それがメトラシェにはかえって不気味だった。受け入れがたい何かを必死に吞のみ込んでいるような気配が、背後を歩く青年から感じられていた。

　そうしているうちに第三層まで辿たどり着き、国軍側が接収した建物の前で、彼らは立ち止まる。

「陸軍少佐マシュー・テトジリチ、敵将の副官メトラシェ・ラーンツ少佐を連行して参りました。──御ご前ぜんを拝します」

　小太りの青年が先行し、開け放たれていた扉とびらをくぐって屋内へ踏ふみ入る。彼に続いて中へ入った瞬しゆん間かん、メトラシェの全身をかつてない寒気が襲おそった。

「マシュー少佐、大たい儀ぎであった。──その女が『参謀』か」

　軍人たちが硬かたい面おも持もちで立ち並ぶ中に、少女の声が朗ろう々ろうと響ひびき渡わたる。屋内のもっとも奥おくまった位置。そこに据すえられた仮の玉座に、はたしてその姿はあった。

　女じよ帝ていシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニク。その装いは金銀の装飾を綺き羅ら星ぼしのようにあしらった闇やみ色いろの黒衣と、頭上に頂いただいた帝てい室しつ伝来の王冠。今年で十六歳を迎むかえた身体からだは大きく背丈を伸のばし、幼さが抜ぬけ落ちた顔立ちは怜れい悧りな美び貌ぼうとして完成しつつある。左ひだり腰こしには一ひと振ふりのサーベル。それを身に帯び始めた時期から二年が経たち、もはや体格と不ふ釣つり合いなものではなくなっていた。

「こ、皇こう帝てい、陛下……」

　何よりも見る者を圧あつ倒とうするのは、その口元に浮うかぶ無む惨ざんなまでに酷こく薄はくな笑みと、ふたつの瞳ひとみに宿る劫ごう火かじみた光。その視線に身を焼かれるような錯さつ覚かくさえ覚えて、メトラシェの膝ひざががくがくと震ふるえた。
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　死にかけの虫けらを見下ろす時の目で彼女を眺ながめて、黒衣の女じよ帝ていは捕ほ虜りよを前に問う。

「余よの前で面おもてを上げて良いと、誰だれぞこの女に申したか？」

　作法を失念していたことにメトラシェ本人が気付く前に、マシューがその肩かたをつかんで無理矢理にひざまずかせた。それでどうにか場が整い、女帝は再び口を開いた。

「メトラシェ・ラーンツ。これより余が直じき々じきにそなたを尋じん問もんする。訊きかれたことだけに答えよ」

「……、は……」

　口の中がからからに乾かわくのを感じながら、メトラシェも辛かろうじて言葉に応じる。と、そこで横合いからふたりの人間が引っ立てられてきた。彼女のよく知るふたり──司令官のナイアン・ミトカズルクと、その「寵ちよう姫き」ニアム・ネイ少しよう佐さだ。

「ひとつ。この男がそなたの上官で間ま違ちがいないか？」

　玉座から問いを投げられる。焦あせる頭で懸けん命めいに状じよう況きようを分ぶん析せきしながら、メトラシェは慎しん重ちように答えた。

「……間違いありません。その御お方かたが、私の上官であるナイアン・ミトカズルク閣かつ下かです」

「よかろう。ふたつ、この女はそなたの同どう僚りようか？」

　もうひとりを指した問い。これもまた、そのまま答える以外に仕様がない。

「……幕ばく僚りようのニアム・ネイ少佐です。私と、お、同じ……ミトカズルク閣下の、副官です」

　途と中ちゆうで言葉に詰つまりながらもメトラシェは答えた。それを聞くと、女じよ帝ていの視線は興味を失ったように彼女から離はなれた。

「よかろう。そなたへの尋じん問もんは済んだ。──マシュー少しよう佐さ、その女の口を押おさえろ」

　命じられた小太りの青年が、背後から羽は交がい絞じめにする形でメトラシェの口を塞ふさぐ。それで一いつ瞬しゆんパニックに陥おちいりかけた彼女だが、「乱暴はしない。頼たのむから大人しくしてくれ」と懇こん願がんに近い口調で囁ささやかれた瞬間、それが青年からの忠告であることを直感した。

　ここで振ふる舞まいを間ま違ちがえてはならない、彼女はそう思い知る。でなければ、この命は明日以降に繫つながらないと。

「して、ナイアン・ミトカズルクよ。先ほど余よが言ったことを覚えているか？」

　視線を自じ称しよう「大だい元げん帥すい」に移して、女帝はそう確認する。メトラシェには何のことか分からないが、彼女が来る前に何らかの会話があったのだとは察せられた。その眼前にひざまずいたまま、ミトカズルクは脂あぶら汗あせのにじむ顔で押おし黙だまっている。

「記き憶おくが定かでないのなら、もう一度だけ繰くり返してやる。──そなたが命を差し出すなら、残るふたりを助命する。残るふたりの命を差し出すなら、そなたひとりを助命する。余はそう言ったのだ」

　メトラシェがぎょっとして女帝を見上げるが、背後のマシューが慌あわててそれを押さえた。ややあって、ミトカズルクの口から絞しぼり出すように声が漏もれ出す。

「……陛へい下か。ご戯たわむれはどうか、その辺りに……」

「ほう。そなたには、これが戯れているように見えるのか」

　そう言って、女帝は口元の笑みをわずかに深くする。それだけで己おのれの命運が破は滅めつに大きく近付いたように思えて、ミトカズルクは焦あせる心境のまま行動に打って出た。

「……釈しやく明めいを！　今一度だけ、釈明をお許し願えますか！」

「許す。語れ」

　あっさりと許しが出る。これを最後のチャンスと覚かく悟ごして、男は猛もう然ぜんと話し始めた。

「──私は！　シャミーユ陛下の股こ肱こうの臣たるナイアン・ミトカズルクは！　陛下の御お為ためを思えばこそ、此こ度たびの決起に及およんだのです！　陛下の威いを借りて国土を蹂じゆう躙りんせんとする賊ぞく軍ぐんを退け、正しき忠義をもって御み許もとに仕つかえるために！　万難を退けてお膝ひざ元もとへ参上するために！」

　必死の釈明が屋内に響ひびく。女帝の顔はすでに、道化を眺ながめて愉たのしむ時のそれになっている。

「面白い。余の指し揮きする国軍を、そなたは賊軍と呼ばわるか」

「いかにも。畏おそれながら陛下、いかにも」

「訊きこうではないか。彼らを賊軍と見なす、その所以ゆえんやいかに？」

　君主からの問いに、ミトカズルクはわずかな間も挟はさまず即そく答とうする。

「お答えします。この度の戦いくさぶりを見れば、国軍を称したる賊軍の諸将、その心しん胆たんの卑ひ賤せんなることは火を見るよりも明らか。なぜならば彼らは、身を挺ていして守るべき臣民を戦いの道具に貶おとしめておいて、その行いに恥はじ入ることもしないからです」

　メトラシェの背後でマシューが顔色を青ざめさせる。その反応を知ってか知らずか、シャミーユ陛へい下かはなお愉たのしげに問いを重ねる。

「臣民を戦いくさの道具に貶おとしめた、か。具体的には？」

「まずもって、ガルルジャンの市民を恐きよう怖ふせしめんと執とり行われた、あの悪あく辣らつ非道なる公開処刑について。そのやり口の愚ぐ劣れつさはここで語るまでもないとして、犠ぎ牲せいに捧ささげられし多くの命は、連座人の汚お名めいを着せられた無む辜この臣民たちのものでした。哀あわれなるガルルジャンの市民たちは、私の決起に際して偶ぐう然ぜんにも市内に居合わせたに過ぎませぬ。その彼らを指して反逆者と称しようし、その親族を指して連座人と呼ばわるは、もはや筆舌に尽つくし難がたき無道の極きわみ」

　急せき立てられたように男は語り続ける。何の比ひ喩ゆでもなく、彼はこの釈しやく明めいに全すべてを懸かけていた。臣下たちの悪あしき本性を知らずに、哀れにも神み輿こしとして祭り上げられた君主──目の前の少女がそうであると信じて疑わず。

「加うるに、その犠牲者たちの遺骨を市内へ投げ入れるという悪あつ鬼きの所業。心の内に死者に対する敬意がほんの一片でも備わっていれば、およそ実行は不可能な類たぐいの暴挙であります。諸将のいずれが思い立ったか知りませぬが、その案が掣せい肘ちゆうなきまま実行に移されたという事実には、もはやこの身が怖おぞ気け立つのを隠かくし切れぬほど」

　飾る言葉も繫つなぐ言葉も、そのひとつひとつに鬼き気き迫せまるものがある。語ご彙いの限りを尽くして、背水の弁舌はなおも続く。

「倫りん理りと良識の両輪を備えぬ軍隊は、すでにして軍隊にあらず。それはもはや悪鬼羅ら刹せつの吹ふき溜だまりにも等しい！　その本性を知らぬまま、忠臣の仮面を被かぶった悪鬼どもに神輿と担かつがれる陛下のお姿の痛ましさたるや！　目をお覚ましあれ！　陛下、その目をお覚ましあれ！」

　目を血走らせてミトカズルクは叫さけぶ。途と端たん、滑こつ稽けい味みに耐たえかねた女じよ帝ていが口を開いた。

「その二手、余よの提案だ」

　男の時が止まる。突つき付けられた一言が、彼の中で膨ふくらんでいた妄もう想そうにヒビを走らせる。

「──、は？」

「公開処刑と遺骨の投げ入れ。そなたが述べたふたつの策術は、両方とも余が思い立って実行を命じたものだ。しかし、なるほど──そなたの目には悪鬼の所業と映ったか」

「え──あ……う、あ……」

　大前提を覆くつがえされたミトカズルクの舌がもつれる。彼はある意味では純じゆん粋すいな男だった。今この瞬しゆん間かんまで、君主が持つ良識というものを無条件に信じていたのだから。

「逆さかしまに問おう。皇こう帝ていが臣民の命を道具として用いる、その行いの何が無道なのだ？」

　倫理の根本を問う言葉。黒衣の胸むな元もとに手を当てて、女帝はなおも語る。

「この身はカトヴァーナ帝てい国こくの現皇帝。二千万の人民を始めとして、国土の内に存在する全ての事物は、草の一本に至るまで余の所有物に過ぎぬ。なればこそ、その使い道について誰だれが文句を差し挟はさめるというのだ。そなたが悼いたんだ無む辜この臣民たちは、なるほど余よが望むままに使い潰つぶしたのであろう。そなたと同様の良識を訴うつたえる諸将の掣せい肘ちゆうを払いのけ、余がこの手でもって戦場に放り込み、燃え盛る戦火の薪たきぎとした──ただそれだけのことではないか」

　ゆえに一片の負い目もないと、その振ふる舞まいのひとつひとつが告げている。絶句したまま動けずにいるミトカズルクの前で、少女はふと思い出したように顎あごへ手を当てる。

「あぁ──そういえば、神とやらもいたか。四大精せい霊れいは余ではなく主神の所有であったな。であればなるほど、余の領分に嘴くちばしを突つっ込む無礼も頷うなずけなくはない。口くち惜おしくも余は未いまだ、神を所有する術すべを知らぬのだからして」

　天井越ごしの空の上を疎うとましげに見上げてから、女じよ帝ていは目の前の男に改めて視線を落とす。

「して、そなたは神であったか？　ナイアン・ミトカズルクよ」

「────」

「違ちがおうな。神ならば己おのれの行いについて釈しやく明めいはするまい。──では、やはり貴様は余の所有物だ。それも屑くず箱ばこに片足をかけている段階のな。身の程を知れ、下げ郎ろう」

　侮ぶ蔑べつの視線が男を貫つらぬく。渾こん身しんの弁舌の全すべてが空から振ぶりに終わったことを悟さとって、ミトカズルクは茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで床ゆかを見下ろす。

「時間を無む駄だにした。これ以上の先延ばしは許さぬ、先の問いに結論を出せ」

　道化の鑑かん賞しようを打ち切り、女帝は話を元に戻もどす。彼女にとってはそれこそが本題だった。

「深く考える必要はない。こちらとしては、罪を負って罰ばつを受ける人間がいれば秩ちつ序じよの面で問題はないのだ。三人をもろともに罰しても良いのだが──苦々しいことに、今の帝てい国こく軍ぐんは並々ならず人材に窮きゆうしているのでな。将校の教育を受けた人材は貴重だ。腐くさった部分を切り落とすにしても、なろうことなら最小限で済ませたい」

　話の内容が急に現実的なものになり、それを聞いたミトカズルクの頭に、わずかながら思考するだけの余よ裕ゆうが蘇よみがえる。まだ自分の命運は終わっていない──必死にそう思い込み、女帝の言葉に耳を澄すませる。

「その判断をそなたに委ゆだねようというのだ、ミトカズルク。軍人の立場になってみれば難しいことではなかろう？　そなたひとりを生かすか、副官ふたりを生かすか。──どちらが帝国にとってより利益のある選せん択たくか、それだけを考えればよい」

　最終的に提示されたのは、この上なくシンプルな二択だった。その問いそのものを覆くつがえすだけの活力は、さっきの空振りを経たミトカズルクには、すでに残っていない。

「答えを出せ、ミトカズルク。返答やいかに？」

　返答を急せかされた瞬しゆん間かん、頭が思考を止める。答える以外に何も出来ないのなら、もはや自分に素直になるだけのこと──そう開き直った彼の口から、あまりにもたやすく言葉が滑すべり出る。

「……両名を献けん上じようします。煮にるなり焼くなり、ご自由に」

　自分の命には何物も代えられない。それがナイアン・ミトカズルクという男の結論だった。

「ニアム、メトラシェ。命いのち乞ごいなどするなよ。最後ぐらいは役に立て」

　ふたりの副官を順番ににらみ付けて、男は切せつ羽ぱ詰つまった口調で釘くぎを刺さす。──その瞬しゆん間かん、事の成り行きを見守っていた「参さん謀ぼう」の中で何かが壊こわれた。口を覆おおっていたマシューの手を押おしのけて、メトラシェは無ぶ礼れい討うちも顧かえりみずに口を開く。

「──閣かつ下か。命乞いとは、何ですか」

　上官の背中に向かって、どうしようもなく震ふるえる声で、女は問いかける。

「私の命はミトカズルク様に捧ささげたもの。繰くり返し何度も、何度も何度もそうお伝えしたはずです。あなたに仕つかえた年月の中で、あなたを慕った日々の中で──あなたの腕うでの中で」

　かつての日々が脳裏に去来し、メトラシェの目に涙なみだがにじむ。だが──本当に悲しいのは、それがここで終わってしまうことではない。

「私を踏ふみ台に生き延びてくださるのなら、私はそれでよかった。最初からそれでよかったのです。

　なのに──その約束さえも、信じてくださってはいなかったのですか。だから、だから最後の最後で翻ほん意いを疑うのですか。ニアムと同じ扱あつかいで、裏切るなと私に念を押おすのですか！」

　耐たえ難がたいのは、その日々の価値を否ひ定ていされたこと。全すべてを捧げて愛し続けてきた男の口から、その献けん身しんを疑う言葉が放たれたこと。

「私は──私はあなたの何だったのですか。参謀ですか。妾めかけですか。それとも──どちらにもなりきれなかった、役立たずの駒こまですか」

　男は何も答えない。それを潮しお時どきと見た女じよ帝ていに目配せを受けたマシューが、メトラシェの手を引いて扉とびらのほうへ足を向けた。それに全力で抵てい抗こうしながら、遠ざかっていく男の背中に、彼女は悲痛な問いを投げ続ける。

「お願いです。答えてください、ミトカズルク様──────！」

　手を引く力を緩ゆるめないこと、それだけがマシューに実行出来る優しさだった。彼らが退出すると同時に目の前で扉が閉ざされ──それを最後に、メトラシェ・ラーンツとナイアン・ミトカズルクの逢おう瀬せの機会は永遠に絶たれた。







「──最後の仕事は済んだか」

　女の絶ぜつ叫きようが遠ざかって静けさを取り戻もどした屋内に、女帝の声が冷然と響ひびき渡わたる。

「ならばもう良いな。余よに向かって恭きよう順じゆんの証あかしを示せ、ミトカズルク」

　そう求められたミトカズルクは、君主の眼前にひざまずいたまま深く頭こうべを垂たれた。

「……御お心こころのままに。証として何をお望みでしょうか」

　力のない声でそう尋たずねてくる相手に、女帝は迷うことなく行動を命ずる。

「その場で両りよう膝ひざを突ついてひざまずき、頭を垂れろ。両腕を余に向かって伸のばせ」

「……？　は、そのように」

　意図の分からない指示だったが、男は何も考えずその通りにした。女じよ帝ていに向かって前のめりに両りよう腕うでを突つき出した姿勢で、ミトカズルクは再び尋たずねる。

「これでよろしいでしょうか」

「うむ、十全だ。──やれ、ルカーンティ」

　玉座の両りよう脇わきに立ち並ぶ臣下の列から、ひとりの騎き士しが赤茶色の髪かみをなびかせて飛び出し。無防備に伸のばされた男の両腕の二の腕から先を、長ちよう剣けんの振ふり下ろしで一息に断ち切った。

　どさり──と。血の通った肉の塊かたまりが床ゆかにぶつかる際の、重く湿しめった音。

「う──おおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉッ!?」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、男の絶ぜつ叫きようが空間を満たす。濃のう密みつな血の臭においが立ち込め始めた部屋の中、女帝が不快げに眉まゆ根ねを寄せる。

「耳みみ障ざわりだ。黙だまらせろ」

　その求めに即そく応おうして、ミトカズルクの周りにいた将校たちが彼の口を押おさえに動く。なくなった腕を振り乱してそれを拒こばみながら、男は涎よだれをまき散らして女帝に訴うつたえる。

「た──ッ、助けるとッ！　私の命だけは救ってくださると……ッ！」

「生き残る道があるとでも思ったのか？　浅はかだな、逆ぎやく賊ぞく」

　玉座に片かた肘ひじを預け、手の上に顎あごを載のせた姿勢で、呆あきれたように少女は言い放つ。

「先ほど貴様にやらせたのは、あのふたりの上官としての最後の仕事だった。この意味が分かるか？」

「は…………あッ……！」

「分からぬか、引き継ぎだ。余よの前に初めて顔を見せた時、『寵ちよう姫き』は澄すまし顔で次の飼い主を物色し、『参さん謀ぼう』はこの期ごに及およんで貴様に心しん酔すいしていた。一いち瞥べつして見て取れたのだ──この両者をナイアン・ミトカズルクから切り離はなして余の所有物とするためには、相応の通過儀ぎ礼れいが必要だと」

　ミトカズルクの両目が絶望に見開き、シャミーユ陛へい下かの口元で笑みが深まる。

「あの茶番がなければ、メトラシェ・ラーンツは自発的に貴様の後を追っただろう。その点に関しては礼を言うぞミトカズルク。よくぞあの短い一幕で、己おのれに心酔していた女を完かん膚ぷなきまでに幻げん滅めつさせてくれた。今の帝てい国こく軍ぐんが人材に窮きゆうしているというのは紛まぎれもない事実だ。だからこそ、まだ年若い将校ひとりを貴様ごときの道連れとさせるわけにはいかなかった」

　そこで一度笑みを収め、少女は哀あわれむように首を横に振る。

「だが結局のところ、貴様は勘かん違ちがいしていた。あれは貴様自身の生死を決める選せん択たくではない。正しくは副官ふたりの今後を決める選択であり──同時に、貴様の死に方を決める選択でもあった。どうやら苦しむほうを選んでしまったようだが」

　そう告げると同時に、女帝は玉座から立ち上がった。血だまりの中で押さえつけられた男の前に、彼女は悠ゆう然ぜんと歩み寄っていき──その耳元に口を寄せて、そっと囁ささやく。

「四肢を落として磔にする」

「──────ッッ!?」

「それが貴様という反逆者の死に様だ、ミトカズルク。最さい期ごの地となるのは、ここ要よう塞さい都市ガルルジャンの最上部──第五層にそびえ立つ尖せん塔とうの頂上。そこに貴様を運び上げ、生きながら塔の先せん端たんに結わえ付ける。見事な墓標であろう？　眼下に広がる街並みはさぞ絶景であろうよ」

　失血で朦もう朧ろうとしていたミトカズルクの意識が、かつてない恐きよう怖ふのために鮮せん明めいさを取り戻もどす。そこで彼はふと気が付いた──切り落とされた両りよう腕うでの傷口。そこへ羽虫のように群がってきた衛えい生せい兵へいたちが、無言で止血と縫ほう合ごうの処置を施ほどこしている。そう簡単に死ねないように。

「余よに逆らった者がどのような末路を辿たどることになるか。生きて数日、死して数年──そこで身をもって示し続けろ。それが正しよう真しん正しよう銘めい、貴様の人生における最後の仕事となる」

「──ひ──ぁ──」

「そう喚わめくな。一国の君主として感謝に堪たえぬぞミトカズルク。これほどの大任を自みずから望んで負ってくれる男など、貴様以外には他にどこを探してもおらぬだろうからな！」

　女じよ帝ていの口から箍たがが外れたように哄こう笑しようがほとばしる。黒衣をはためかせて嗤わらうその姿に腹の底から怯おびえながら、ミトカズルクは涙なみだに濡ぬれた目で周囲を見回す。

「だ──誰だれか……助けて……助けて、くれ……！」

　藁わらにも縋すがる思いでそう求めても、応じる者は誰もいない。女帝の恐怖に支配されているという点では、程度の差こそあれ、将校たちの大半はミトカズルクと同じ立場だった。惨さん劇げきの場を前にした彼らの反応は大きくふたつ。目を逸そらして終わりを待つか、感情を殺して職務に没ぼつ頭とうするだけ。

「……ニアム……頼たのむ、助けてくれ！　陛へい下かに慈じ悲ひを乞こうてくれ！　頼む、頼む……！」

　そんな状じよう況きようで最後に頼たよったのが「寵ちよう姫き」だったのは、同じ場所に「参さん謀ぼう」なき今、ミトカズルクにとって必然だったろう。だが、その懇こん願がんも実ることはなかった。すでに終わったものとしてかつての飼い主を一いち瞥べつした後、ニアムは女帝に向き直って深々と頭こうべを垂たれた。

「──皇こう帝てい陛下。不ふ肖しようニアム・ネイ、これより貴女あなただけの忠実なる飼い猫ねことなります」

　哄笑がぴたりと収まる。相手に背中を向けたまま、女帝が一転して静かに口を開く。

「うむ。それで？」

「その男のように死にたくありません。アタシを使っていただけませんか」

　真意を偽いつわることも、言葉を飾ることも、ニアムは一切しなかった。そうすれば今度は自分の首が刎はねられる番だと理解していた。目の前にいるのはそれを少しも躊躇ためらわない相手だと。

　満足いく正答を受け取った女帝は、ゆっくりと身をひるがえしてニアムを見み据すえ、それと同時に言い放つ。

「餌えさが欲しくば鼠ねずみを捕とれ。余からはそれだけだ」

　向けられた極北の冷笑に、もはや寵ちよう姫きでなくなった女はぶるりと身み震ぶるいし。──それで成立した契けい約やくのもとに。彼女もまた、女じよ帝ていの臣下の列へ、新たなひとりとして加わっていく。
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　帝てい都とバンハタールの市街を走る主要街路メインストリート。皇こう帝てい自身が指し揮きする討とう伐ばつ隊たいの帰き還かんを、道みち脇わきに立ち並ぶ市民たちが歓かん呼この声で迎むかえていた。

　戦勝を祝すパレードは、出しゆつ陣じんの時にも増して絢けん爛らん豪ごう華かなもの。弦楽器シタールと長笛シヤーナイの楽隊が勇ゆう壮そうな旋せん律りつを奏かなでる中、女帝を乗せた遊覧馬車は市内を一いち巡じゆんし、その威いを広く知らしめた後に宮きゆう殿でんへと帰り着く。

　その光景は、パレードを見守る民衆たちの心境を、沸わかせる以上に戸と惑まどわせた。自みずから戦場へ足を運び、戦果を上げて手て柄がらを持ち帰る皇帝──そうした君主の姿は、彼らの記き憶おくから薄うすれて久しい。

　今度の皇帝陛へい下かは若くして大変な行動派らしい。人々は口々にそう語り合い、距きよ離りを越こえて人づてに届く噂うわさについて議論し合った。ひとつには要よう塞さい都市ガルルジャンを陥かん落らくせしめるに当たって女帝が用いた策略。ふたつには、反逆者ナイアン・ミトカズルクの末路について。







「反乱の迅じん速そくなる鎮ちん圧あつと、堂々たる凱がい旋せん。お見事に御ご座ざいます、シャミーユ陛下」

　深しん緑りよく堂どうの大だい伽が藍らんにテルシンハ・レミオン大たい将しようの声が響ひびき渡わたる。帰還した君主はその最さい奥おうに据すえられた玉座に腰こし掛かけ、自身を出迎えたふたりの大将帥すいを高みから見下ろしていた。

「反乱と呼ぶのも烏滸おこがましい腑ふ抜ぬけた諍いさかいだった。あれでは手間取りようもない」

　二十八代皇帝シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクは淡たん々たんとそう言い、玉座の肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえを突つく。レミオン大将は軽く驚おどろいて声を上げた。

「ナイアン・ミトカズルクは難敵たりえませんでしたか」

　女帝はこくりとうなずき、ゆがめた口元に呆あきれの感情を浮うかべる。

「奴やつにはな──戦略戦術を論ずる以前に、まずもって覚かく悟ごが足りていなかった。都市をひとつ丸ごと占せん拠きよして反乱に及およんでおきながら、おどおどと市民の顔色をうかがっている。あの様は正視に堪たえなかったものだ」

　複雑な面おも持もちで黙だまり込む翠すい眼がんの将を前に、シャミーユは肩かたをすくめる。

「一種の平和惚ぼけ、と言えような。勅ちよく任にん官かんに代わって市民にいい顔をし続けた年月の反動だ。反逆を達成したければ、奴は武ぶ威いと恐きよう怖ふをもって市民を黙だまらせるべきだった。群衆に向かって斉せい射しやの一いち撃げきも放っていたなら状じよう況きようは大きく変わっていただろうに。その決断を下せなかったことが奴の敗因──そなたもそうは思わぬか、シバ大将」

　御前にひざまずくもうひとりの大将帥に、彼女は改めて話しかける。クバルハ・シバは迷わずうなずいた。

「左様でしょうな。民を贄にえとされる決断を、陛下は早々に下しあそばしたのだからして」

　レミオン大たい将しようの顔面がぎょっとこわばる。その眼前で、女じよ帝ていの口元が一気に吊つり上がった。

「──ははははははッ！　面と向かって余よに皮肉を浴びせてのけるその大だい胆たんさ、いざ前にしてみれば存外に悪くないぞクバルハ・シバ。『くだらん』が口くち癖ぐせだった一昔前と比べれば、まるで別人のように良い顔をするようになったではないか！」

　ひとしきり笑った後、その残ざん滓しを声に残したまま、少女は言葉を続ける。

「だが『日にち輪りんの双そう璧へき』が片割れよ、よもや余のやり方が間ま違ちがっていたとは言わぬであろう？　最小限の代だい償しようで最大限の結果を上げた、その点に関してはよほどの自負がある。そして代償といっても、ひとつの州で死罪人の処刑が早まっただけの話だ。何を惜おしむことがある」

　涼すずしい顔で言ってのけた君主に、シバ大将はあくまでも険けわしい表情で応じる。

「連座人と銘めい打うった死罪人の、ですな。……いずれ刑死の運命にあった者ども、彼らの犠ぎ牲せいに関しては私も目をつぶりましょう。その死によって兵たちの命が贖あがなわれたと見ることも出来る」

　しかしながら、と強く逆接する。隣となりのレミオン大将が視線で制止するが、彼は歯し牙がにもかけなかった。

「見過ごせぬのは、その事実を陛へい下か自身が公おおやけにされぬよう命じられたこと。このまま種明かしをしなければ、陛下は内乱鎮ちん圧あつのために人柱を用いた君主として語り継つがれることになりましょう。それが如何いかほどの汚お名めいかお分かりでいらっしゃるか。十一代のように『刑けい帝てい』の異名を頂いただいても不思議はないほどです」

　歯に衣きぬ着せぬ言い様に、こらえかねた女帝は黒衣の上から腹を押おさえる。

「腹がよじれる！　よりにもよって！　帝国史上きっての暗あん君くんの名をここで出すか！」

　捨て身の諫かん言げんを哄こう笑しようでもって受け止める。ここ二年の間に定着しつつある形式を、シャミーユ陛下は望ましいものとして辿たどっていく。

「だが、望むところだ。『刑帝』の異名大いに結構。その名が世に轟とどろく限り、誰だれも余という皇帝の存在を忘れはすまい。此こ度たびは進んで十一代に倣ならおうではないか」

　譲ゆずらぬと決めた部分は断固として譲らない。シバ大将を黙だまらせた上で、女帝は話題を変えた。

「して──両将。余が留守にしている間、中央の守りは万全であったろうな？」

　再び自分に発言の手番が回ってきたことを知って、レミオン大将が面おもてを上げた。

「──奏そう上じよういたします。陛下が反乱鎮圧に赴おもむかれている間、その不在を狙ねらった蜂ほう起きの類たぐいは起きておりません。小さなものとしては、軍内部において不敬行こう為いによる営倉入りが四件。いずれも下士官以下の兵卒によるもので、陛下に対する暴言が罪状となっております」

「二月弱の間に四件か。即そく位いした当初に比べれば、兵どももずいぶんと大人しくなったものよな。──処分はどうした？」

「ご指示の通り、陛下を公然と批ひ判はんした三名には鞭むち打うち五回。陛下を『世間知らずの小こ娘むすめ』などと侮あなどった一名は斬ざん首しゆに処しております」

　大将の口から寄せられた報告に、女帝は無感情にうなずいた。

「それでよい。恐おそれるもよし、忌いみ嫌きらうもよし、はたまた値ね踏ぶみするもよし。──ただし侮ぶ蔑べつだけは許すな。それには死を以もつて報むくいる。余よはそう決めている」

　断固として告げる君主の口調に、レミオン大たい将しようはごくりと唾つばを飲む。現皇こう帝ていの暴ぼう威いを改めて実感しながら、彼は粛しゆく々しゆくと報告を続けた。

「その他は、旧イグセム派・レミオン派共に兵員の秩ちつ序じよが保たれております。……この二年、陛へい下かが御おん自みずから皇帝としての権威を示されてきた成果と言えましょう」

「なるほど成果であろうよ。反逆者を何千人と殺してきたことの、な」

　くつくつと笑いながら女帝は言う。彼女のこうした露ろ悪あく的てきな言動は、しばしば臣下たちに返答を迷わせる。

「まったく──イグセムという要かなめ石いしがその座を退いた途と端たんに、思考が軍ぐん閥ばつ時代まで逆ぎやく戻もどりする輩やからの多いことよ。大きな反乱に限っても実に四度、ミトカズルクの件で五度目。それらを悉ことごとく鎮ちん圧あつに出向かねばならぬ余の身にもなれというのだ」

「…………」「────」

「今度は四し肢しを断って磔はりつけにした。前回は肩かた下したまで土に埋うめてから錆さび鋸のこで首を切り、前々回は野犬の檻おりに放り込んで食わせたのだったか。首しゆ謀ぼう者しやへの待たい遇ぐうもいい加減に品切れであるぞ。いっそ『刑けい帝てい』の手記でも残っていれば参考に出来たのだが──そう思わぬか、シバ大将？」

　毒を含ふくんだ言葉を黙もく殺さつし、シバ大将は無言の迫はく力りよくでもって相手を諫いさめた。その意図を存分に汲くみながら、女帝はなおも口元に、あの無む惨ざんな笑みを浮うかべ続けている──。







「シバ大将、頼たのむから陛下の前では言葉を慎つつしめ。隣となりの私をひやひやさせるな」

　深しん緑りよく堂どうを出てすぐの石いし畳だたみを並んで歩きながら、レミオン大将は隣の男に向かってそう苦言した。シバ大将はにやりと不敵に笑う。

「それは二年前に止やめたのでして、大将閣かつ下か。時勢が変わり環かん境きようも変わった。私のみあの時期に戻れというのは無理な話ですな」

　額ひたいを押おさえてため息をつく翠すい眼がんの将に向かって、男は言葉を返す。

「そういうあなたこそ、ここ最近は牙きばが抜ぬけている。帝てい国こくの未来を憂うれいて立ち上がった二年前のレミオン大将閣下なら、今の謁えつ見けんでも私以上の差し出口を辞さなかったでしょうに。有能な副官を失ったことで、早くも老いられましたか？」

　容よう赦しやのない指し摘てきに息を詰つまらせて、レミオン大将は苦しげに視線を逸そらした。

「……言ってくれるな。気力の衰おとろえに自覚はある」

「でしょうな。ここで減らず口さえ返らないとなると、衰えはよほど深刻だ」

　皮肉というよりは本気で案じている口調で言われたので、翠眼の将は返す言葉を探すのに苦労した。

「わ……私に言わせれば、貴官の士気が保たれていることこそが驚おどろきだ、シバ大たい将しよう。貴官が二年前に担かつぎ上げた神み輿こしの現状を思えば、そちらこそ意い気き消しよう沈ちんしていて然しかるべきだと思うのだが」

　なぜそうも精力的に動き続けられるのかと、レミオン大将は素直な疑問をぶつける。シバ大将は真顔でまぶたを閉じた。

「確かに、あのクーデターは誰だれにとっても予期せぬ形で決着を見ました。その終結が私の望みとずれていたことも確か。──しかし。だとしても、良い方向に転んだものがないではない」

　両目を開けて背後を振ふり向き、たった今出てきたばかりの深しん緑りよく堂どうを彼は見やる。

「第一に、今の皇こう帝てい陛へい下かは出で来き物ぶつです。若くして明めい晰せきな頭脳と揺ゆるがぬ意志を持っておられる。いささか瞳ひとみの闇やみが深すぎるきらいはありますが──それを含ふくめて考えても、帝てい国こくは土ど壇たん場ばで数百年来の賢けん帝ていを引き当てたと言っても良いでしょう」

「そうまで評価している陛下に、どうしてああも痛つう烈れつな口の利き方をするのか……。傍はた目めには自殺願望があるのかと思うぞ」

　そう言って胃の辺りを押おさえる翠すい眼がんの将の様子に、シバ大将は微び笑しようした。

「あの方は、自みずからの行いによって民に悪帝と恐おそれられることを辞さない。今はその点が頼たのもしくもあり、未来を考えた時に危うくもある。振ふり子が悪い方向に振れぬよう、あれでも私なりの配はい慮りよです」

「それは理解している。だが、あの調子ではいずれ首が飛ぶぞ」

「未来の礎いしずえとなれるなら、この首ひとつ安いもの」

　打てば響ひびく潔いさぎよさでそう言った──かと思えば、男は苦笑気味に肩かたをすくめてみせる。

「……と格好つけてみたところで、今は己おのれ一個を雑に扱あつかっていられる時勢でもありませんな。他でもないあなたがその有様で、今となっては私も同格の大将の立場にある。後は野となれ山となれ──そう簡かん潔けつにいかないことは分かっております」

「……よさないか。私への[image: 叱]しつ咤た激げき励れいと自分自身への戒いましめを、そうやっていちどきに済ませるのは」

「忠告を受け入れたという証あかしですよ。あなたにも、いつまでも腑ふ抜ぬけていてもらっては困る。今ならご子息のほうがよほど腹を決めています」

　息子の顔が脳裏によぎり、レミオン大将は顔をしかめる。──この二年で、彼の末息子、トルウェイ・レミオンの面おも影かげは大きく様変わりしていた。その変化が頼もしい一方で、ひとりの父親としては薄はく氷ひようを渡わたるような危うさも覚えてしまう。

「……クーデターの時に醜しゆう態たいを晒さらしてしまったからな。末息子にはもはや、私から何を言える立場でもない。

　だが、貴官こそ、本当に腹は決まっているのか。このまま女帝陛下のもとで帝国軍のトップとして君臨し続ける覚かく悟ごが」

「それこそまさか。もうお忘れですか大将閣かつ下か、私はただの参謀長ですよ」

　事実に反することを、シバ大たい将しようは晴れ晴れとした面おも持もちで言い切った。二年前に敵味方として向き合った時も同じことを言われたのだと、翠すい眼がんの将もそれで思い出す。

「ご理解いただけないかもしれませんが、私にとって、待つことはさほど苦ではないのです。明けない夜がないことを、すでに知っておりますからな」

　深しん緑りよく堂どうとは別の方角にある大建築を遠く見やって、シバ大将は静かに告げる。そこにあるのは、先せん帝ていの御み世よに大勢の寵ちよう姫きたちが詰つめ込まれた後こう宮きゆうだ。彼は待っている──その場所から再び太陽が昇る日を。

「だとしても、死者が帰るわけではあるまい……」

　疲ひ労ろうのにじむ声でレミオン大将がつぶやく。シバ大将も否いや応おうなくうなずいた。

「そうですな。二年の歳さい月げつを経へて分かったことは、帰らぬものの多さ。これに尽つきました」

　それには彼自身の部下も大勢含ふくまれる。二年の歳月を費ついやしても弔とむらいきれない無数の犠ぎ牲せい、その死の責任。それら全すべてを、両将はこの先もずっと背負い続けていく定めだった。

「その虚きよ無むを吞のみ込むには時間が要る。だからこそ──ただ待つことしか、我々には許されないのでしょう。汚けがれを知らない若い魂たましいは、我々のように喪そう失しつに慣れてさえいないのだから」





＊






「──くそっ！」

　佐さ官かん用宿舎の談話室に入って片かた隅すみに席を取るなり、小太りの青年はテーブルにこぶしを叩たたき付けた。廊ろう下かを歩いていた女性将校がそれを耳にして、すぐさま部屋の中に駆かけ込んでいく。

「お帰りなさい、マシューさん。ガルルジャンの攻こう略りやくはうまくいったんですってね」

「ハロか……ああ、ただいま」

　気心の知れた相手に会えたことで、マシューの剣けん幕まくもいくらかやわらいだ。そんな彼と向き合って座りつつ、ハロはきょろきょろと周りを見み渡わたす。

「トルウェイさんは来ないんですか？　中央基地まではいっしょに帰って来たんですよね」

「部下の教練に向かったよ。帰き還かんの日くらい休めって言ってんのに、まるきり聞きやしない」

　そう言って盛大なため息をつき、青年はしかめっ面つらで重ねてぼやいた。

「すっかり別人みたいだよ、あいつ。口数は少なくなる一方だし、笑顔なんてここ二年、たぶん一度も見てない。いっつも思い詰つめた表情でうつむいて、飯めしの時だって砂でも嚙かんでるみたいに無表情で、そのくせこっちには相談ひとつ持ちかけてこないで……」

　一度口火を切ってしまえば、不満の言葉は際限なく溢あふれ出してくる。そのひとつひとつを丁てい寧ねいに聞き届けつつ、ハロは努つとめて優しい声で応こたえた。

「責任が、重いんだと思います。今のトルウェイさんには、レミオンの……御ご三さん家け筆頭としての立場がありますから」

「おれたちだって似たようなもんだろ。気付いたら佐さ官かんだぞ、お互たがい」

　吐はき捨てるような口調でそう言って、マシューはテーブルに体ごと突つっ伏ぷす。

「カンベンして欲しいよ……。立場に能力が追い付いてる自信が、もうぜんっぜんないんだよ……。なのに陛へい下かはおれたちに仕事を振ふりまくるし、そのせいで年配の将校には微び妙みような目で見られるし！　しかも陛下は肝かん心じんのところでおれの話を聞かないし！」

　青年はここぞとばかりに不満をぶちまけた。若いうちに出世することには常に相応の苦労があるとはいえ、彼のケースはその中でも特例の部類と言える。女じよ帝ていから直接の後あと押おしを受ける形での昇格は、軍組織の中において、輝かがやかしさよりもむしろ違い和わ感かんを浮うき彫ぼりにしていた。

「……なぁハロ。ガルルジャン、どうやって陥おとしたか知ってるか？」

「……人づてに、少し聞きました。市民を揺ゆさぶったみたいですね」

「揺さぶった？　そんなもんじゃない、あれは脅きよう迫はくしたんだ。門を開けなければ家族や知り合いを殺すって、そう恫どう喝かつして市民を裏切らせた。州のあちこちから死罪人を集めてきては、連座人として見せつけながら処刑してさ。その骨は家か畜ちくの骨と混ぜてかさ増しした上で、投石器を使って市内に放り込んで……」

　それらの内情は全すべて機き密みつに属するものだったが、マシューはハロに話すことを躊躇ためらわなかった。彼女にさえ相談出来ない事こと柄がらが増えてしまえば、自分はいよいよ潰つぶれてしまうと自覚していたから。

「嫌いやな戦いくさだった。ただでさえやってて吐きそうだったのに、極きわめつけは首しゆ謀ぼう者しやの──ナイアン・ミトカズルクの処刑のやり方だ。あれについては、もう何も話したくない。いっそ記き憶おくから根こそぎ消し去りたいのに、どうしても断だん末まつ魔まの声が耳から離はなれなくて……」

　両手で耳を押おさえてマシューは呻うめく。その姿を見かねて、ハロは椅い子すから腰こしを浮かせた。

「今日はもう、休んだほうがいいです。お部屋まで付き添そいますから……」

「分かってる、分かってるよ。でも頼たのむ、もう少し話させてくれ。ここでぶちまけとかないと、まともに眠ねむれる気がしないんだ」

　心配するハロを強引に座らせて、マシューはさらに話を続ける。熱に浮かされたように。

「おれが見るに、あれは単に残ざん酷こくなやり方を選んだってだけじゃない。陛下は──あの人は、市民を巻き込む戦いをやった。どこまでも確信的に、望んでそうやったんだ。おれにはそう思えてならない。だって、市民から死傷者が大勢出なかったのは奇き跡せきに近いんだ。門に市民が押し寄せてから先の展開は、司令官や現場の兵士の判断ひとつで大だい惨さん事じになってた。それをやらかすことになったのは、ひょっとしたらおれたち自身の手かもしれなかった──」

　ハロはごくりと息を吞のむ。鞭むち打うちに処されてもおかしくない批ひ判はんという以上に、彼の抱いだいている危機感を、彼女もまた共有していたから。

「おれは──おれは、陛下が怖こわい。陛下の考えが分からないことが恐おそろしい。いま玉座に座っているのは、ほんとうにおれたちが知ってるシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクなんだろうか？　昔はああじゃなかった、おれたちがまだ彼女を殿でん下かと呼んでたあの頃ころは……」

　懐なつかしむ口調でそう言った途と端たん、マシューの目元にじわりと涙なみだがにじんだ。慌あわてて手の甲こうでそれを拭ぬぐう。今の彼らには辛つらすぎた──まだ何も失われていなかった日々を思い描えがくことは。

「──ハロ。おれたちが出張ってる間に、イクタとは会えたか？」

　涙を誤ご魔ま化かしがてらマシューが話題を変える。ハロは弱々しく微笑ほほえんでうなずいた。

「二度、会ってきました。陛下にお許しを頂いただいていたので。いろいろ話しかけてきましたけど……応答は、まだ」

　予想済みの返答に、そうか、と小太りの青年も重くうなずく。

「……どうすりゃいいんだよ。もし、このまま、あいつまで帰らなかったら……」

　ハロには何も答えられない。鉛なまりのように重苦しい沈ちん黙もくの中、光明が差す当てもなく、ふたりはじっとテーブルを見つめ続けている。







　同じ頃。基地からほど近い場所にある深い林の中に、兵士たちの悲鳴が木霊こだましていた。

「ぎゃっ──」「うおっ！」「ぎぇえええええッ！」

　圧あつ縮しゆく空気の破は裂れつ音おんが仲間の悲鳴に混ざって背中を追い立てる。それをどうにか振ふり切ろうと、風ふう銃じゆうを抱えた若い兵士が必死の形ぎよう相そうで走り抜ぬけていく。

「──はぁっ、はぁっ──」

　柔やわらかく湿しめった腐ふ葉よう土どの地面を、木の根につんのめりながら駆かけずり回る。手足はとっくに棒のようだが、止まって一息入れている余よ裕ゆうはない。そうやって気を抜いた者から順番に仕留められていったのだから。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ───わぁっ！」

　一心不乱の最中に突とつ然ぜん人ひと影かげと出くわして、彼は目を剝むきながら風銃を構えた。相手も鏡写しの反応をしたが、銃を突つき付けあったまま数秒置いて、互たがいの顔を認識したところで銃口を下げる。

「シクラト軍ぐん曹そう……！　同じ分隊の仲間はどうした!?」

「ミシャン曹そう長ちよう殿どの！　まだ無事でいらっしゃいましたか！」

　仲間を前にしたシクラト軍曹が笑みを浮うかべる。年上の女性下士官もうなずき、そのまま遮しや蔽へい物ぶつとなる木の陰かげに彼を連れ込んだ。

「私の分隊は、ほぼ全ぜん滅めつです。タタイ曹長殿の分隊も同様に……」

「やられたか。罠わなにかかり、気配を深追いし、散り散りになったところで『戦死』……私のほうも似たようなものだ」

　ミシャン曹長の顔に浮かんだ自じ嘲ちようが、一いつ瞬しゆん置いて、それと同じだけの畏い敬けいに塗ぬり潰つぶされた。

「信じられるか、相手はたった八人だぞ。それが我々四十人をここまで……」

「何をされているのか、どう対処すべきなのか、正直まるで分かりません。私の訓練がよほど足りないのでしょうか」

「それもあるだろう。だが、それ以上に相手が強すぎる──」

　がさり、と茂しげみをかき分ける音が会話を止めた。ふたりはすぐさま音の方向に銃じゆう口こうを向ける。

「来るぞ……！　隙すきを晒さらすな、木を盾たてにして構えろ！」

「はっ！」

　木こ陰かげに身をひそめたまま引き金に指をかけるシクラト軍ぐん曹そう。敵が姿を見せる瞬しゆん間かんを今か今かと待ち構える彼の頭上、視界と意識双そう方ほうの死角から、細いロープが音もなく垂たれてきて、

「──ぐぇっ!?」

　首に引っかかった瞬間、勢いよく吊つり上がった。気道が締しめ付けられる苦しみに、たまらず軍曹は風ふう銃じゆうを取り落とす。隣となりのミシャン曹そう長ちようが泡あわを食って声を上げた。

「シクラトぉっ！」

　手持ちのナイフでロープを切ろうと、彼女が腰こしを浮うかせたその瞬間──木陰からはみ出したその頭部で、ピンク色の塗と料りようが弾はじけて花開いた。

「──くはっ」

　脳を揺ゆらす衝しよう撃げきの中、ミシャン曹長は最後の「戦死者」として膝ひざから崩くずれ落ちた。







「……分かるかい。これが今の君たちの実力だ」

　戦せん闘とうが終わって静けさを取り戻もどした林の中に、息も絶え絶えに座り込む四十人の兵士たち。全身をピンクの塗料で斑まだらに染めたその姿を、翠すい眼がんの青年は厳しい表情で見み据すえる。

「狙そ撃げきと罠わな。このふたつが密みつ林りんという地形と組み合わさった時、戦場は従来とまったく違ちがった姿を見せる。より複雑に、より過か酷こくに、より陰いん湿しつに──君たちも身をもって感じただろう」

　背後の木立を指さして青年は言う。彼を始めとするこの場の全員が、密林戦闘のために開発された迷めい彩さい服ふくを着込んでいた。人間の存在感を草木の中に溶とかし込んだその姿は、確かに従来の軍人たちとは一線を画するものだ。

「すでに個々の技術はひと通り教えてある。にも拘かかわらず差が生まれるのは、それらの知識が君たちの血肉になっていないからだ。戦場で出くわしうる状じよう況きようは無数。どの場面でどの行動を取るのが正しいか、その全すべてをひとつひとつ教えきることは出来ない。だからこそ、君たちには考える力が必要になる。指し揮き官かんの命令がなくとも独自に判断し行動出来る思考力が」

　これまで何度となく示してきた育成理念を、青年はなおも繰くり返す。苦い敗北の記き憶おくに併あわせて、部下たち全員の血肉に刻きざむために。

「各分隊は、今日中に反省点をまとめてレポートとして提出するように。次の模も擬ぎ戦せんではそれを踏ふまえて作戦を立ててもらう。──では、今日は解散」

　疲ひ弊へいしきった部下たちを尻しり目めに、淡たん々たんと場を締しめくくって身をひるがえす青年。暗い木立の中を独り基地に向かって進みながら、彼は口の中で延々と自責を繰くり返す。

「…………足りない、足りない、足りない……。兵も教官も訓練期間も、こんなんじゃ全然足りてない……！」

　狩人かりゆうどの鬼き気き迫せまる独白。その気配に怯おびえた小動物たちが周囲の樹上を所ところ狭せましと駆かけ回り、それらの動きの痕こん跡せきが、舞まい散る木の葉となって青年の行く手に降り注ぐ。

「──フゥッ！」

　三十メートルほど離はなれた位置に落ちてくる三枚の木の葉。それを視界の端はしに捉とらえた瞬しゆん間かん、青年は風ふう銃じゆうの吊つり革かわを肩かたから滑すべり落とす。右手だけで銃身をハネ上げて間かん髪はつ入いれず発はつ砲ぽう──射出された一発きりの銃じゆう弾だんが、軌き道どう上じように重なった三枚の木の葉を一息に突つき破って空に消えた。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ、ヤトリさん。心配しないで、イッくん。ぼくはやれる。きちんとやれるから……」

　引きつった口元からうわ言じみた声が漏もれ出す。……誰だれよりも尊敬し憧あこがれたふたりは傍そばになく、その肩に圧おし掛かかるのは時代そのものの重圧。絶望的な責任感と喪そう失しつ感かんに苛さいなまれるまま時を重ねて、彼の精神は着実に常じよう軌きを逸いつしつつあり──その代だい償しようのように、銃じゆう撃げきの腕うで前まえは入にゆう神しんの域に達しようとしている。

　だが、それは一種の適てき応おうとすら言えた。かつてイグセムが担になっていた戦場という世界。その立場に実力で取って代わった青年が身を置く場所は、すなわち戦場の最さい先せん端たん──戦争概がい念ねんの開かい拓たく地ちにほかならず。そこに居続ける限りは、正気を保とうと願うことすら儚はかない。

「ぼくが戦う……レミオンぼくが敵を倒たおして、みんなを守らなきゃ。イグセムの代わりに、ヤトリさんの代わりに……！」

　彼以外には誰も踏ふみ入れないその領域で、トルウェイ・レミオンは魂たましいをすり減らしながら孤こ独どくに足あ搔がき続ける。まぶたに焼き付いた炎えん髪ぱつの面おも影かげだけを、ただひとつ心の拠より所どころに。







「……下」

　すぐ隣となりで何か聞こえた気がした。だが、男はそれを右から左に聞き流す。

「……閣かつ下か。准じゆん将しよう閣下」

　しつこく話しかけられても、男はまだ応じない。自分は閣下などと呼ばれる立場ではないのだと、自己暗示にも似た無視をかたくなに決め込んでいる。だが、

「サザルーフ准将閣下！」

　耳元で叫さけばれた自分自身の名前が、その思い込みを粉々に打ち砕くだいた。

「軍務の最中ですよ！　将官用の個室といえども基地の中です、お気を確かに！」

「─────」

　我に返った瞬しゆん間かん、男の視界が急速に現実味を取り戻もどす。執しつ務む机づくえに書しよ類るい棚だな、仮か眠みん用の寝しん台だいまで備え付けられた立派な個室だ。目の前には中ちゆう佐さの階級章を付けた女性軍人が立っている。あまつさえ彼の副官、つまりは部下として。

「……ない。いやホントに、マジでこれはない……」

　現実を認識してなお、サザルーフ准じゆん将しようはその馬ば鹿か馬ば鹿かしさを鼻で笑う。「ありえない」の一言で崩くずれ去る白昼夢であって欲しかった。だが、目の前の光景はさらに彼を責め立ててきた。

「何をぶつぶつつぶやいているんですか！　しっかりなさってください！」

「……う……ぐ……」

「ご自分の立場はきちんとお分かりでしょう！　あなたは帝てい国こく陸りく軍ぐん准将センパ・サザルーフ、れっきとした帝国軍の高級将校です！」

「き……聞こえない聞こえない！　何も聞こえなーい！」

　相手の声を打ち消すように叫さけんで、サザルーフは椅い子すを立つと同時に執務机の下へ潜もぐり込んだ。雷かみなりに怯おびえた子供がするような行動に呆あきれて、メルーザ中佐は軽くため息をつく。

「……閣かつ下か……」

「あり得ないからっ！　准将って、それもう将官じゃん！　一万歩譲ゆずって佐さ官かんは許しても将官はない！　俺おれの人生設計にそんな局面は想定されてないっ！　おい、神様いいかげんにしろ！　さっさと俺を正しい人生の岐き路ろに帰してくれっ！」

　もはや恥はじも体面もあったものではなかった。机の下から放たれる弱音の弾だん幕まくを、それでも副官は容よう赦しやなく一いつ蹴しゆうする。

「帰る道などどこにもありません、ここがあなたの人生です！　幼児退行してないで現実を受け入れてくださいサザルーフ准将閣下！　その名も高き北ほく域いき方面戦争の英えい雄ゆう！」

「その呼び方はやめてくれっ！　いったい何を期待してやがるんだ、将校教育すらろくに受けてない男に！」

　両手で耳をふさいで言い返す。この数年間、自分が辿たどってきた不本意な経歴が、サザルーフの脳裏をよぎっては消える。

「北域……そうだ、あれが全部の始まりだった。あそこで殿しんがりなんて買って出なけりゃ……いや、それ以前に、あいつらに最高の上官なんて言われて調子に乗ってなきゃ……」

　何かに憑とりつかれたように「たられば」を繰くり返す相手に、少し考えてから、メルーザ中佐は語気を鎮しずめて話しかける。

「『騎き士し団だん』の面々との馴なれ初そめですよね、それは。何度聞いても羨うらやましく思います。私はそんな風に部下から信しん頼らいされたことはありませんから」

「錯さつ覚かくだ、錯覚なんだよ……。それまで酷ひどいのにばっかり当たってたから、あいつらフツーに面めん倒どう見てやっただけの俺を過大評価してんだよ……」

　いよいよ声に泣なきが入り始める。肩かた口ぐちの階級章をうっとうしい腫はれ物のように指先で搔かいて、サザルーフは延々とぼやき続ける。

「どいつもこいつも、世紀の凡ぼん俗ぞくサザルーフさんに将軍やらせてどうしようってぇのさ？　一度持ち上げたが最後、ボロを出すまで逃にがさない気満々ってわけか？　俺おれはもうまな板に載のった魚ってやつなの？　後はもう捌さばかれるのを待つだけ？　そうなの？　死ぬの？」

　独白が自じ虐ぎやくの色を帯びてくるに至って、メルーザ中佐はそこに厳しく声を浴びせる。

「信しん頼らいが錯さつ覚かくだったとしたなら。それを現実に変える機会は、今を置いて他にないのでは？」

　机の下でサザルーフが押おし黙だまる。その沈ちん黙もくを端たん緒しよに、彼の副官はなおも説得を続ける。

「辛つらそうですよ、彼ら。何人かは基地で時々顔を見ますけど、日に日に雰ふん囲い気きが暗くなっています。集団を支えていた二本柱──その一方が永遠に失われ、もう一方は再起出来るかどうかも分からない。それも千年に一度の国難の時節にあって……心が折れても不思議のない状じよう況きようです」

　サザルーフの奥おく歯ばが軋きしむ。単なる自虐を通り越こして、自分の不ふ甲が斐いなさへの怒いかりがにじみ出ていた。

「……俺には、何もしてやれない。いつもそうだった。あいつらの隠かくれ蓑みのに徹てつするのが精いっぱいで、肝かん心じんの部分はいつも任せきりだったんだ。北ほく域いきでの戦いからずっとそう……」

「私はそうは思いません。『旭日連隊グラ・メストエリ』の再招集から先に限っても、あなたなしには立ち行かない場面が何度もあったはずです。そもそもにして、シバ大たい将しよう閣かつ下かは能のない人物を部下に取り立てたりしません。あなたは実力を認められてこの場にいるのです、サザルーフ准じゆん将しよう閣下」

　メルーザ中佐は徹てつ底ていしてサザルーフの自己評価を否ひ定ていする。彼が自分の無力さに打ちのめされているのなら、まずはその認識から改めさせる必要があると。

「微び力りよくながら、私も全力でサポートします。これでもシバ大将殿どのの副官として長く働いてきた身ですから、あなたの経験不足は補えるはずです。分からないことがあれば何でも答えます」

　そこで行動に打って出た。彼女は机の反対側に回り込み、椅い子すを押おしのけて手を伸のばす。

「だから一いつ緒しよに頑がん張ばっていきましょう、サザルーフ閣下！」

　伏ふせていたサザルーフの視線がゆっくりと上がる。誠せい意いをもって差し出された手を断るだけの卑ひ劣れつさを、騎き士し団だんの面々と出会ったあの頃ころから、彼は悲しいほどに持ち合わせていない。

「……メルーザ中佐を部下として使う自分の姿が、絶望的に想像出来ない……」

「実際にやってみないからイメージも湧わかないんですよ。ほら、立ってください！　将官の仕事の五割は本ほん陣じんでどっしり構えていること！　見た目の格好さえ付けられれば五十点もらえるんです！　ぐだぐだ考える前にやってみてください、さぁっ！」

　相手の手をがっちりと握にぎって引き起こす。それで観念したように立ち上がるサザルーフを前に、メルーザ中佐は意気を新たにしていた。──今度の上官は、なかなかに手こずらせてくれそうだ、と。
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　講師が板書をするカツカツという音。講義の間中、延々と続けられていたそれに、正午を告げる鐘かねの音がようやく終わりを告げた。

「──よし、本日の講義はここまで。各自、次回の範はん囲いを予習しておくように」

　そう言われた途と端たん、座学を受けていた士官候補生たちが一いつ斉せいに立ち上がって敬礼する。やがて講師が退室していくと、室内の空気は一気に緩ゆるんで生徒たちは雑談を交わし始めた。

　気心の知れた相手と連れ立って食堂に向かう彼らの中、ひとりの女性がぽつんと取り残されている。

「……はぁ……」

　その流れも、いつものことではあった。試験なしで高等士官学校に特例入学したスーヤ・ミットカリフ准じゆん尉いは、ろくに話したこともない士官候補生たちの背中を見送ってから、ため息混じりに講義室を出ていく。

「……どうしよっかな、これから」

　普ふ通つうなら食堂に向かう流れなのだが、混み合っている時間に行くと、知ち己きのいない彼女には身の置き場がない。空すいてきた頃ころにタイミングをずらして行かねばならず、それまではどこかで暇ひまを潰つぶす必要があった。

「本も借りてあるし……外に行くかな」

　手て提さげ鞄かばんの中には戦史資料室から借りた本があったので、彼女はそれを空き時間の友とすることに決めた。昇降口を出て教育棟とうの裏に向かい、備え付けのベンチに腰こし掛かける。目の前には運動場が広がり、そこには空腹を押おして行進させられている新兵たちの姿もあった。

「ふぅ……。……どうなるんだろ、あたし」

　誰だれにともなくつぶやく。この二年間──より正確には高等士官学校に途中入学してから一年と六か月の間、彼女は黙もく々もくと軍事を学んで過ごしてきた。毎日の座学に加えて、すでに訓練小隊も預けられている。

　下士官時代の経験がある分だけ、兵の扱あつかいは他よりずっと上手うまい。だが、その事実はむしろ、他の士官候補生たちとの間に溝みぞを作る結果を招いていた。

　無試験入学という時点で気に入らないのに、実力が伴ともなっていては馬ば鹿かにすることも難しい。何より女じよ帝てい陛へい下かの肝きも煎いりという噂うわさ──それらの要素が組み合わさった結果、高等士官学校におけるスーヤ・ミットカリフは、敬遠と呼ぶのが相応ふさわしい扱あつかいを周囲から受けているのだった。

「──景気の悪い面つらしてからに」

「わっ!?」

　青空の下で読書に没ぼつ頭とうしていた彼女に、すぐ耳元から声がかかった。スーヤが飛び上がって振ふり向けば、そこには浅黒く日焼けした小こ柄がらな少女の姿があった。丈の短い上衣と膝ひざ上うえまでの下衣、顔の左右に下がった三つ編みの黒くろ髪かみは、その出自が帝てい国こく北方の山さん岳がく民族であることを示している。

「あてが刺し客かくなら殺やられとったぞ。油断しすぎでねか、スーヤ」

　あまりにも予想外の相手がそこにいて、スーヤは返事をするまでに十秒近くを要した。

「ナナク・ダル……!?　あなた、どうしてここに！」

「うぬの前にいるんじゃから、うぬに会いに来たに決まっとるが」

　こともなげにナナクは言う。スーヤが戸と惑まどいから立ち直るのを待たず、彼女は断りもなくベンチの隣となりに腰こし掛かけた。

「士官学校とやらに入ったらしいの。学びは捗はかどっとるんか」

「え……？　ど、どうなんでしょうね。階級だけは一応、正式に准じゆん尉いってことになりましたけど……」

「はっきりせんが。出世して嬉うれしくないんか」

　遠えん慮りよなく切り込まれて、スーヤは心情の説明にひと苦労する。

「……自分の軍役は下士官で終わると思ってましたから、急にその先が開けてしまうと呆ぼう然ぜんとします。……軍人としてのし上がりたかったわけでも、ないですし」

「だども、出世は出世でねか。給金は上がったんと違ちがうか」
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「それは、そうですけど」

　そう散文的に指し摘てきされると、自分が何を悩なやんでいるのか分からなくなる。今さらのように相手との感覚の違ちがいを実感するスーヤに、そこでナナクはぽつりと言った。

「──赤いのが死んだらしいの」

　スーヤは今度こそ沈ちん黙もくした。胸むねにぽっかりと空いた洞うろに、その言葉は容よう赦しやなく反はん響きようする。

「話自体はずっと前に聞いとった。すぐ確かめに来たかったがや、二年前にくーでたーとやらが起こってから、あてらの周りの監かん視しが厳しくなっとったで。シナークが妙みような疑いをかけられんよう、ここ二年ばかしは大人しくしとるしかなかったが。今日ここに来るまでにも面めん倒どうが多くての」

　鼻を鳴らしてナナクはぼやく。と、そこで思い出したように笑って付け加えた。

「うぬも心配しとると思うが、ユナクラ州はひとまず平和じゃ。現地の帝てい国こく人じんと大きな揉もめ事は起きとらんし、モロコシの栽さい培ばいもうまく続いとる。あのテトジリチいう男が結構なやり手でな、あてらの行動に色んな便べん宜ぎを図ってくれとるが。最近は、あの白いつぶつぶの作物……米とやらの栽培も一部で始めた。リエキリツの高い作物を売ってチクザイを試みるとかでの」

　かつて共に過ごした場所での近きん況きよう報告。この娘むすめなりに気き遣づかってくれてはいるのだと思って、スーヤは少しだけ救われた気持ちになる。

「──で。赤いのが死んで、イクタはどうしとる？」

　それでも、そのために本題をずらすことはない。スーヤは観念して首を横に振ふった。

「……あたしも会えてません」

「なんじゃと？」

「本当です。二年前に、現皇こう帝てい……シャミーユ陛へい下かの手で宮きゆう殿でんに匿かくまわれたまま、あたしの知る限り、連隊長殿どのは一度も外に出て来ていません。あたしから面会を求めたこともあるけど、全部断られました」

　そう明かして、スーヤは膝ひざの上でこぶしを握にぎり締しめる。ナナクはいぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「シャミーユ言うと、あの金きん髪ぱつのちっこいのか。あれがイクタを攫さらって隠かくしとると？」

　相手の物言いに、スーヤは慌あわてて周囲に視線を巡めぐらせる。

「お願いだから陛下を付けて呼んでください、ナナク。……この基地には、あの方を悪あしざまに罵ののしった咎とがで斬ざん首しゆされた者もいるんです」

　軽い気持ちで続けられる話題ではないと念を押おす。ナナクは口元をへの字に曲げた。

「──気に食わんが」

「気に食わなくてもどうしようもないんです。陛下の許しがない限り、あたしたちは絶対に宮殿には入れないんですから」

　ため息混じりに告げるスーヤ。彼女にも自覚はあった。イクタに会えない──その事実から目を逸そらすために、今日まで勉強と訓練に明け暮れてきたのだと。

「ここまで来て会わずに帰れんが。うぬの知り合いで、誰だれかイクタに会った者はおらんのか？」

「そう言われても……。『騎き士し団だん』の人たちには、たまに面会が許されているとは聞きますけど」

「だら、その中の誰かに会ってみるが。あてが自分で交こう渉しようする」

　言うなりベンチから立ち上がるナナク。スーヤは慌あわててその肩かたをつかんだ。

「ちょ、ちょっと待ってくださいナナク！　いくら許可を得ていても、あなたが単身で基地の中を歩き回っていたら、確実にトラブルの種になります！」

「なら、うぬも一いつ緒しよに来たらええが。イクタに会いたくないんが？」

「それは……」

　そうストレートに聞かれると答えに詰つまる。そんな相手の心情も知らず、シナークの女は躊躇ためらいなく告げる。

「あては会いたい。この二年、ずっとそればっかり考えとった」

　スーヤは唇くちびるを嚙かんでうつむく。相手の率直さを、素直に羨うらやましいと思ってしまった。







「──イクタさんに会いたい……ですか」

　基地の中をふたりで訪ねて回ると、意外にもすぐハローマ・ベッケルが見つかった。スーヤの口からナナクの希望を伝えられた彼女は、困った表情で考え込んでしまう。

「何とかしてあげたいんですけど……わたしたちでさえ、最近は数えるほどしか会えていなくて。ナナクさんを伴ともなっての面会となると、陛へい下かの許可が下りるかどうか……」

　やはりそこが問題か、とスーヤはうつむく。それでもナナクはしぶとく食い下がった。

「イクタはどうしとる？　脚あしに大ケガしたらしいがや、その傷は癒いえたんか」

「傷はすっかりふさがりました。でも、左の太ふと腿ももを鏃やじりが貫かん通つうしてましたから……。外目には治っているようでも、痛みや障害が残っているかもしれません」

「はっきりしない物言いだが。傷が痛むかどうか、なして本人に訊きかん？」

　歯に衣きぬ着せず問いただすナナクに、ハロは暗い表情で首を横に振ふってみせた。

「……訊いても、答えてもらえないんです」

「なんじゃと？」

「何を訊いても、何を話しても、一言も答えてくれません。この二年間、イクタさんに会った人はいても、会話出来た人は誰もいないんです。……たぶん、陛下自身も」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ナナクの顔色がはっきりと変わった。彼女はハロの肩をつかんで詰め寄る。

「──ハローマ、頼たのむが。金きん髪ぱつのちっこいのに話を通してくれねが。イクタがそんな状態なら、あても絶対に会わずには帰れね……！」

「は、話を通すだけなら、何日か待ってもらえれば……。でも、さっきも言った通り、許可が下りるかどうかは」

「許可も何も無ね！　どうしても会わせねつもりなら、あてが宮きゆう殿でんに忍しのび込んででも……！」

「ナナク、やめなさい！　あなたにも族長としての立場があるでしょう!?」

　見かねたスーヤが腕うでをつかんで[image: 叱]しつ責せきする。ナナクはハッと我に返って唇くちびるを嚙かんだ。

「……そだな、あてが早まるわけにはいかね。うぬの言う通りだが。ありがとな、スーヤ」

　そう言って、弱々しい微笑ほほえみを向けてくる。それを見たスーヤはふたつのことを察した。ひとつに、ナナクが思ったよりもずっと自分に気を許してくれていること。ふたつに、イクタの無事を案じ続けた日々が、彼女の心を弱らせているということを。

「ハローマ、さっきの頼たのみを訂てい正せいするが。──ナナク・ダル個人でなく、シナークの族長として、皇こう帝てい陛へい下かとの面会を希望する。シャミーユ陛下に、そう伝えてくれっか」

　深く頭を下げて、ナナクはそう頼んだ。誇ほこりを曲げてそれが出来る程度には、彼女も二年の間に多くの変化を強しいられてきたのだった。
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「……う……」

　中央基地への帰き還かんから四日後。日が傾かたむき始めた頃ころになって、けだるい疲ひ労ろう感かんに全身を押おし包まれながら、マシューは深い眠ねむりから目覚めた。

「……ツゥ、今は？」

「午後三時二十二分。朝に一度起こしたけど、マシューはそのまま二に度ど寝ねしたよ」

　パートナーの風かぜ精せい霊れいツゥが答える。生活感に乏とぼしい佐さ官かん用の一人部屋の中、小太りの青年は寝しん台だいの上でがりがりと頭をかく。

「……ずいぶん寝ちまったな。せっかくの休きゆう暇かだってのに」

　疲労の蓄ちく積せきが見て取れるということで、マシューには一週間の休みが与えられていた。おそらくハロが陛下に頼んでくれたのだろうと、彼としても薄うす々うす察している。それは正直にありがたかった。帰還直後の精神状態で次の任務に移っていたら、どんなミスを仕出かしたか、彼には自分でも想像がつかない。

「腹が減ったけど、基地にもいたくない。……街に、出るか」

　手早く着き替がえて洗顔を済ませ、風ふう銃じゆうを持たないまま部屋の外に出る。──歩く時に肩かたが軽い。ただそれだけのことが、本当に久しぶりのように感じられていた。







　馬車溜だまりで帝てい都と行きの車を見み繕つくろっていると、いきなり背後から目を覆おおわれた。

「へへっ、だーれだ──」「うぉっ!?」

　体に染みついた反射が、すかさず彼に飛び込み前転気味の回かい避ひ行動を取らせる。地面で一回転した後に背後へ向き直った彼は、そこで見覚えのある女性が啞あ然ぜんとしている様を見て取った。

「ご、ごめん！　そこまで驚おどろくなんて思わなくて」

　褐かつ色しよくに日焼けした肌はだと、右みぎ頰ほおに走る十字傷。見み間ま違ちがいようのない相手の外見に、小太りの青年は両目を大きく見開いた。

「──おまえ、ポルミ？　ポルミニュエ海かい尉いか!?」

　名前を呼ばれた本人が快活に笑う。帝てい国こく海かい軍ぐん一等海尉ポルミニュエ・ユルグスがそこに立っていた。

「久しぶりじゃん太っちょ。ちょっと瘦やせたみたいだけど、ちゃんと元気してたか？」

「あ、ああ、まぁ……。でも、おまえこそどうしてここに？」

「そう思うわよねぇ。アタシの仕事に便乗して来たのよ、そいつ」

　艶つやめいた男の声が割って入る。ポルミの背後に現れた声の主の姿に、マシューは一いつ瞬しゆんで背筋を伸のばした。

「──エリーネフィン・ユルグス海軍大たい将しよう殿どの！　お、お久しぶりであります！」

「はいはい、久しぶりねマシュー少しよう尉い。いえ、今はもう少しよう佐さだったっけ？　時勢に乗った若者の出世は早いわねぇ」

「きょ、恐きよう縮しゆくです。しかし、海軍大将殿が自みずから中央までお越こしなんて……」

　そうあることではない珍ちん事じに、小太りの青年は戸と惑まどいを隠かくせない。ユルグス大将は苦笑して肩かたをすくめた。

「面めん倒どうよねぇ。これからテルシンハとシバのおっさんに挨あい拶さつして、さらに宮きゆう殿でんへ参さん内だいしなきゃならないのよ。ここ二年は忙いそがしくて、女じよ帝てい陛へい下かには臣下の礼を取る機会もろくになくってね。今回の出張はその埋うめ合わせってわけ」

「アタシはその随ずい伴はん。にひひ、すごいだろ？」

「慣例的に必要ってだけだし、隣となりにいるなら猫ねこでも案山子かかしでも構わなかったんだけどね。希望者を抽ちゆう選せんにかけたら、四人の中にアンタが残ったってだけ」

　あっさりと明かされた事情に、マシューはなるほどと納得した。──キャプテン・ガルシエフの末まつ裔えいたる女は、やはり持ち前の幸運でもって中央行きの切符をつかんだらしい。

　姪めいとマシューをしばらく見比べた末に、ユルグス大将は微び笑しようしながらそっぽを向いた。

「でも、そうね、ちょっと気が変わったかも。──ポルミ、アンタには単独行動を命じるわ。二年の間に陸りく軍ぐんがどう変わったか、マシュー少佐からじっくり話を聞いておきなさい。ためになるわよ。そのくらいの階級の人間が、いちばん現場を見ているでしょうからね」

　思いも寄らない提案にマシューの目が丸くなる。彼が何か言う前に、海かい賊ぞく軍ぐんの頭目は背後の部下たちに視線をやって言葉を続けた。

「三人いればこっちはじゅうぶん。今夜はあのコたちに美味うまいものでも奢おごってやるから、ハミゴのアンタは明日の昼に基地で合流しなさい。分かったわね？」

「承しよう知ちしました、大たい将しよう殿どの！　一いつ等とう海かい尉いポルミニュエ・ユルグス、これより単独行動に移ります！」

　当のポルミもふたつ返事で了りよう承しようすると、ユルグス大将らは基地の中に向かってさっさと歩き出してしまった。その背中を呆ぼう然ぜんと見送るマシューに、ポルミが嬉うれしそうに声をかける。

「──で、どこ行くマシュー？　アタシ、実は帝てい都とってこれが初めてなんだけど」







　ともあれポルミと共に馬車に乗り込んで帝都に向かったマシューだが、さりとて気の利いた案内も思いつかず、とりあえず知っている中でいちばん酒と料理の美味うまい店に彼女を連れていくことにした。

「ここだ。あんまり綺き麗れいな店ってわけじゃないけどな……」

　混雑した店内には香こう辛しん料りようの匂においが立ち込めていて、テーブルを囲む酔すい客きやくたちは日も沈しずみきらないうちから大いに盛り上がっていた。その喧けん騒そうを一通り眺ながめ回して、ポルミはほっと安あん堵どの息をつく。

「なんだ、こっちの酒場もあんまり変わらないね。緊きん張ちようして損した。もっとお行ぎよう儀ぎのいい店に連れてかれるのかと思ってたから」

「将校御ご用よう達たしの店ならずっと静かだけどな。行ってみたいか、おまえ？」

「陸りく軍ぐんのお偉えらいさんが集まるとこでしょ？　死んでも行きたくない」

　率直な彼女の返事に、おれも同感だ、とマシューは苦笑で返す。久しぶりに肩かたの力が抜ぬけるのを感じながら、小太りの青年は見み繕つくろったテーブルにポルミと向かい合わせで腰こし掛かけた。

「ま、一口にお偉いさんって言っても、顔ぶれはずいぶん変わったけどな……。旧イグセム派の将校は軒のき並なみ一線を退かされた。あのイグセム元げん帥すいも実権のない名めい誉よ元帥になって、今はシャミーユ陛へい下かの軍ぐん務む補ほ佐さ官かんみたいな立場に落ち着いてる」

　さっそく運ばれてきた麦酒に口を付けようとして、ふと思い留とどまる。ポルミの前にもトウモロコシの蒸じよう留りゆう酒しゆが置かれたので、相手に向かってジョッキを突つき出した。彼女も笑ってそこに酒杯を打ち合わせる。

「なんにせよ、乾かん杯ぱい。陸おかの真ん中までよく来たな」「そっちこそ、今までよく生きてたね」

　再会を祝い合って、同時に酒を口に運ぶ。疲つかれた胃にアルコールが染み渡わたるのを感じながら、マシューは一息ついてから再び話し始めた。

「……ふぅ。だからさ、今の帝てい国こく軍ぐんを頂点で仕切ってるのは、名実ともにシャミーユ陛下だよ。統とう帥すい権けんを字じ義ぎ通りに活用してるんだから文句の付けようもない。その下でシバ大将とレミオン大将が働いてる形だけど、今のところ存在感があるのはシバ大将のほうかな。レミオン大将は最近、なんていうか覇は気きがないから」

「そのへんは大体、こっちで伝え聞いてる通りっぽいね。お返しに教えとくと、海かい軍ぐんは静かなもんだよ。カンロン海かい佐さの一件から内部監かん査さは続いているけど、それ以外は今までと同じ。ボスからして中央の政変なにそれって感じだし」

　それが平常運うん航こうだと言わんばかりのポルミに、マシューは嘆たん息そくして肩かたをすくめた。

「そのブレなさは正直、うらやましいな……。こっちは二年経たってもあちこちがぐらぐらしっ放しだよ。軍事につけ行政につけ、それを任される人間が様変わりしたから」

　泡あわ立だった麦酒の水面に目を落として、小太りの青年は淡たん々たんと話し続ける。

「大規模な内乱の鎮ちん圧あつもこれで五度目。今回は旧軍ぐん閥ばつ名家の軍人による反乱だったけど、前回までは陛へい下かの政策によって既き得とく権けん益えきを侵おかされた勅ちよく任にん官かん──貴族連中の根回しが背後にあった。今回もおそらくそう。……背後関係の調査が終わり次第、また何人かの首が飛ぶことになるだろうな」

「そうやって内乱があるたびに、マシューは陛下に重用されて前線まで出ずっぱりなんだろ？　すごいじゃん！」

　相手の活かつ躍やくを無む邪じや気きに喜ぶポルミ。その笑顔を前に、けれどマシューは静かにかぶりを振ふる。

「……しんどいよ。だって、その戦場で、おれはひとりぼっちだ」

　酒を口に運ぶ手をぴたりと止めて、ポルミはじっと相手を見つめた。運ばれてきた羊ひつじ肉にくにナイフを入れながら、青年は低い声で話し続ける。

「二年前までは違ちがった。おれより優ゆう秀しゆうな仲間がいつも周りにいて、そこに混じって戦っていればそれでよかったんだ。役割分担を話し合うことだって出来たし、どんな問題にも助け合いながら対処出来た。おれたちに良くしてくれる上官にも恵まれてた……」

　失われた光景を懐なつかしむマシューの瞳ひとみに、ふと暗い影かげが落ちる。

「いまは違う。いまはもう、おれには部下しかいない。年長の幕ばく僚りようたちは敵じゃないけど味方でもなくて、陛下はおれに心中を打ち明けてくれない。トルウェイとも……もうずいぶん長いこと、まともに話をしてない気がする。軍議の時におれの意見を支持したりはしてくれるけど」

　青年の語る一言一言に、ポルミは耳を澄すませて聞き入る。と、自分だけが一方的に喋しやべっていることに気付いて口を閉じ、マシューは残りの麦酒を一気に呷あおった。

「──悪い、急に愚ぐ痴ちっぽくなったな。おまえは陸軍ウチがどう変わったか聞きたいのに、これじゃ報告になってない」

「いいよ。いいから、続けてよ」

　ポルミが真顔で先を促うながす。彼のそんな遠えん慮りよは、彼女にとっても望むところではない。

「続けて。愚痴でも何でもいいからさ。アンタの話を聞きに来たんだ、マシュー」
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　同じ頃ころ、宮きゆう殿でん敷しき地ち内ないにそびえる深しん緑りよく堂どうの控ひかえの間には、謁えつ見けんの順番を待つふたりの女性の姿があった。

「どしたがスーヤ。肩かたが震ふるえとるぞ」

「だ、だって……こんなに早く謁見が決まるなんて……」

　服に乱れがないことを何度も確認しながら、スーヤはそわそわと落ち着かない。──ハローマ少しよう佐さに話を通してもらってからとんとん拍びよう子しに事が運び、ほんの数日で謁見の実現に漕こぎ着けてしまったのだ。それが望みだったとはいえ、彼女からすれば心の準備が追い付かないにも程がある。

「話が早いに越こしたこたね。あては言葉足らずだで、うぬの助けには期待しとるからな」

「あたしだって自信ありませんよ！　あなたは知らないかもしれないけど、宮中での話し方にはひとつひとつ作法があってですね……！」

　言い合うふたりに、やがて傍そば付つきの武官が入室を命じた。スーヤはごくりと息を吞のみ、ナナクは強気に眦まなじりを釣つり上げて、それぞれ武官の後に続く。

　ふたりが最後の扉とびらを潜くぐって大だい伽が藍らんに足を踏ふみ入れた途と端たん、入り口から玉座へ向けて敷しかれた赤じゅうたんの先に、首と胴どう体たいの分かたれた男の体が転がっているのが視界に飛び込んだ。

「──謁見の邪じや魔まになる。早く片付けよ、ルカーンティ」

「はっ」

　女じよ帝ていが冷然と命じると、近この衛え兵へい長ちようを務める女おんな騎き士しルカーンティ・ハルグンスカ大たい尉いが死体を担かつぎ上げた。右みぎ肩かたに胴体を、左手に生首を。身なりからして貴族だったと見えるその男性は、あっという間に大伽藍から運び出されていく。

「─────」「…………」

　入室一番に目にしたその光景に、スーヤとナナクはしばらく足が動かせなかった。が、武官のひとりが焦あせり顔でふたりを手招きしたところで、どうにか我に返って歩みを再開する。

「ご──御ご前ぜんを、拝します」

　恐おそろしい場所に来てしまった。その確信に声を震わせながら、スーヤは膝ひざを折って女帝の前にひざまずく。一いつ拍ぱく遅おくれてナナクも同じようにした。

「シナーク族族長ナナク・ダルと、陸りく軍ぐん准じゆん尉いスーヤ・ミットカリフか。構わん、面おもてを上げよ」

　伏ふせたままのほうがまだ気楽だったと思いつつ、スーヤはおそるおそる君主を仰あおぎ見る。

「へ、へへへ陛へい下かにおかれましては、本日もご機き嫌げん麗うるわしく──」

「下手へたな前まえ口こう上じようは要らん。慣れぬ真似まねをするな」

　取りつく島もなく一いつ蹴しゆうされる。それで完全に委い縮しゆくしたスーヤに、女帝のほうから声をかけた。

「士官学校での学習は順調か、ミットカリフ准じゆん尉い。すでに訓練小隊を預かっているはずだが」

「は──はい！　陛へい下かのご後こう援えんのおかげで、得え難がたい機会を頂いただいております……！」

「それでいい、一日も早く前線に出て来られるよう励はげめ。下士官上がりとはいえ、そなたはソロークの愛まな弟で子しだ。その成長に期待するところは、他の高等士官候補生よりもよほど大きい」

　それを聞いたスーヤも、いまや目の前の少女は自分の後見人にも等しいのだと思い出す。仕官を援助してくれた相手なのだから、過度に怯おびえているのも失礼には違ちがいない。だが──さっきの死体を見た後では、この恐きよう怖ふが行き過ぎたものだとは、どうしても彼女には思えなかった。

「して──ナナク・ダル。此こ度たびの謁えつ見けんは、そなたが求めたものだそうだが」

　視線を隣となりに移してシャミーユが尋たずねる。ナナクは真っ向から相手を見返して答えた。

「んだ。シナークの族長として、陛下の考えを知りに来たが」

「考え、か。答えるに如しくはないが、何が聞きたい？」

「まずひとつ。陛下は、あてらをどうするつもりでいるんが？」

　部族の代表者としての問い。女じよ帝ていは表情を変えずに言葉を返す。

「──ユナクラ州での暮らしは上手うまくいっているのであろう？」

「今んところは、な」

「ならば、余よからは何もない。これからも無用の諍いさかいを起こさず平へい穏おんに暮らせ。歴代の皇こう帝ていにはシナークを毛け嫌ぎらいする者もいたようだが、余はその類たぐいではない。そなたらが帝てい国こくに害を及およぼさぬ限り、国民としての権利は最低限保証しよう」

　極きわめて穏おん当とうかつ順当に、女帝はシナークという一部族の扱あつかいを口にした。それで抱いだいてきた懸け念ねんの半分が取り払われて、ナナクは素直に頭を下げる。

「……その言葉には、族長として感謝するが」

「税は他の国民と平等に課す。生きることに手を抜ぬけば民族ごと飢うえるだけだ、それを忘れるな」

　厳しく言い添そえた上で、シャミーユ陛下はふたりを見み据すえる視線の温度を一息に下げた。

「建前はもうよかろう。両名とも、ソロークへの面会を求めに来たのだな？」

　核かく心しんを突つく言葉に、スーヤとナナクがごくりと息を吞のむ。間にハローマ少しよう佐さを介かいしているのだから、その目的まで伝わっているのは当然だった。ふたりは沈ちん黙もくを答えに代えて続く言葉を待ち、

「許さぬ。余からは以上だ」

　やがて下された結論には、反論を挟はさむ余地など、ただの一片もありそうになかった。

「り──理由をお尋たずねしても？」

　自分が黙だまっていればナナクが暴走する。そう直感したスーヤは自分から問いを返した。女帝は眉まゆひとつ動かさず、彼女の質問に応じる。

「イクタ・ソロークは余のものだ。その問いに答うるに、これ以外の答えなどあるまいな」

「──いつからイクタが、うぬのものさなった？」

　忍にん耐たいを切らしつつあるシナークの女じよ傑けつが、胸きよう中ちゆうに燃える怒いかりを声に表す。その剣けん幕まくを前に、シャミーユは口元を吊つり上げ、この二年で馴な染じんだ無む惨ざんな笑みを浮うかべた。

「分からぬかナナク・ダル？　ならば教えてやろう。この身が皇こう帝ていとなったその瞬しゆん間かんより、国土の内に存在する一いつ切さい合がつ財さいを余よは所有している。そなたらふたりの身命についても同様であるぞ」

　突つき付けられた専制君主の論法に、ナナクとスーヤは啞あ然ぜんとするほかない。ナイアン・ミトカズルクに悪あつ鬼きの所業を指し摘てきされた時と同じ面おも持もちで、女じよ帝ていはなおも続ける。

「余のものを余がどう扱あつかうか、それは余が決めることだ。ゆえにそなたらをソロークには会わせぬ。理由としては──そうだな、気が進まぬから、とでもしておこう。納得しろとは言わぬ。そんなことを口にするまでもなく、そなたらは納得するしかないのだから」

「──うぬは！」

　怒り心頭に達して立ち上がりかけたナナクの肩かたを、隣となりから伸のびたスーヤの手が必死につかみ止めた。──その行動は死に繫がる。指にこもった渾こん身しんの力からメッセージを受け止めて、シナークの長はぐっと激情を飲み込む。

「……うぬは。いまのイクタを虜とりこにして、どうするつもりなんが。あの赤いのが──ヤトリシノ・イグセムが死んでから、何を話しかけても一言も返さねと聞いたが。うぬに対しても、それは同じでねのが」

　大だい伽が藍らんの空気が軋きしむ。その発言を受けた瞬間、女帝の目の色がはっきりと変わっていた。

「その身を案じて、ひとつ忠告するぞ。──余の前でヤトリの名前を出す時は細心の注意を払え。余にその気がなくとも、この唇くちびるが発作的に斬ざん首しゆを命じかねん」

　溶よう岩がんじみた激情を湛たたえた瞳ひとみで、黒衣の少女はナナクをにらみ据すえる。両手の五指で握にぎりしめた玉座の肘ひじ掛かけに爪つめが食い込み──けれど、それも一瞬のこと。女帝はひとつ深呼吸し、元通りの冷笑の下に感情を覆おおい隠かくした。

「ソロークの容体に関しては、もとよりそなたらに報しらせる筋合いもない。すでに容体は安定しており、帝てい国こく内で受けられる最高水準の医い療りようを施ほどこしている、とだけは言っておこう」

「答えになってねが。ソロークを囲ってどうするつもりなんが、あてはそれを──！」

　なおも食い下がるナナクに、シャミーユ陛へい下かは亀き裂れつじみた笑みをさらに深めてみせる。

「調子に乗るなよナナク・ダル。余は一向に構わんのだ──すでに滅ほろびかけた辺境の民族ひとつ、この場の気まぐれで踏ふみにじってやってもな」

　その発言に狂きよう気きじみた本気を見て取ったが最後、ナナクにはもはや何も言えなかった。彼女がスーヤともども沈ちん黙もくしたのを認めると、女帝はそれで要件が済んだとみなす。

「謁えつ見けんはこれまでだ。次の予定が押おしている、両名とも退出せよ」







　ふたりが退出するのと入れ替かわりに、高い背丈を持つ美び貌ぼうの男性が大だい伽が藍らんへ足を踏ふみ入れた。

「御ご前ぜんを拝します。──今すれ違ちがった小こ娘むすめふたり、陛へい下かがいじめてらしたのかしら？」

　恭うやうやしくひざまずくと同時に、玉座の女じよ帝ていに向かってエリーネフィン・ユルグス海かい軍ぐん大たい将しようが問いかけた。開かい口こう一いち番ばんの非礼には目をつぶり、シャミーユ陛下は鷹おう揚ようにうなずいてみせる。

「そうだ。小娘をいたぶるような君主には仕つかえられぬか、海かい賊ぞく軍ぐんの頭目」

「まさか。嗜し虐ぎやく趣しゆ味みは君主の嗜たしなみ──その辺り、お父上によく似ておいでですわ」

　二に撃げき目めは明白な皮肉だった。冷静さを取り戻もどしていた少女の瞳ひとみに一いつ瞬しゆんで劫ごう火かが灯ともり、そのまま視線で焼き尽つくさんばかりに目の前の将校をにらみ据すえる。

「──ここで斬ざん首しゆを命じては、余よの沽こ券けんに関わるのであろうな」

「お気付きあそばしたようで何より。陛下はご存知か知りませんが、アタシたちユルグスは昔からこうですのよ」

　悪びれた風もなく言ってのけるユルグス大将。それがある種の自じ己こ紹しよう介かいでもあったのだと見て取って、女帝はふんと鼻を鳴らす。

「仕えども媚こびぬ、それが海賊の矜きよう持じというわけか。──無ぶ頼らいの輩やからめ」

　カトヴァーナ海賊軍の首しゆ魁かいたる海軍大将は、つまるところそういう手合いだった。その事実をはっきりと受け止めた上で、彼女は吐はき出しかけた怒いかりの炎ほのおをゆっくりと胃の腑ふに飲み下していく。

「まあ良い、許そう。そなたを飼い馴ならす楽しみを失うのは惜おしい」

「感服いたしますわ、陛下」

　今度は皮肉でなくユルグス大将が言った。新たな君主を値ね踏ぶみする光が、その瞳にありありと宿っている。
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「……うぇっぷ……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　アタシに寄りかかっていいからさ、ゆっくり歩こうよ、ほら」

　足元のおぼつかないマシューに肩かたを貸しながら、賑にぎわいを増す一方の帝てい都との繁はん華か街がいを、ポルミは歩いていた。

　一いつ軒けん目めで興が乗ってからは手当たり次第に飲み屋を渡わたり歩き、その結果、ついさっき四軒目で彼が限界を迎むかえたところだ。

「地面がやばい……ぐるぐるしてる……」

「すごいペースで吞のんでたもん。そのまま馬車乗ったら吐いちゃうんじゃないの？」

　言いつつ、ポルミは視線をきょろきょろと周囲に巡めぐらせる。

「ど──どっかで休んでく？　ほら、その、周りに宿もあるし」

　青年から返事はなかったが、ポルミはそれを強引に賛同の沈ちん黙もくと解かい釈しやくして言葉を続けた。

「き、決まりね！　じゃあ、えーと、どこにしよっかな──」

　マシューの無む抵てい抗こうをいいことに、彼女は次々と話を進めていく。目に付いた宿に飛び込んで店主の前に立った瞬しゆん間かん、ポケットから紙し幣へいの束を取り出して突つき出した。

「二人部屋で一いつ泊ぱく！　支払いはこれで！」

「ご、ごゆっくり」

　やけに気合の入った客が来たなと、店主は目を白黒させながらふたりを案内し始める。







「はーっ、はーっ……」

　そうやって部屋まで通された後、ポルミはひとまず共同の洗い場に向かって服を脱ぬぎ、ポンプで汲くみ上げた井戸水を気き付つけに頭から被かぶっていた。

「……本当に入っちゃった……どうしよう……」

　震ふるえる声でつぶやく。動くだけ動いてから悩なやむのは、良くも悪くも前のめりの人生を送る彼女にはいつものことだった。まず行動ありき──よく考えて動くのではなく、とにかく動いてから考える。その向こう見ずな積極性は、やはりユルグスの血と言えなくもない。

「よ、弱気になるなアタシ！　これで予定通りなんだから、うん！」

　両手で頰ほおを引っぱたいて弱気の虫を黙だまらせる。このぐらい駆かけ足でもいいのだと、ポルミは自分に言い聞かせた。──海かい軍ぐんの自分と陸りく軍ぐんのマシューとでは、会える機会がそもそも少ない。その希少な機会を手にしたからには、関係に最大限の前進を望むのは当然だ。後あと押おししてやるから行けるところまで行っちゃいなさいと、自分を見送る時、叔父おじの目は暗にそう告げていたではないか。

「……そうだよ。次会った時には、どっちか死んでてもおかしくないんだし……」

　そうなった時にも後こう悔かいのないよう日々を過ごすのだと、初うい陣じんを生き延びてからの彼女は自然にそう考えるようになっていた。でなくとも、腹の探り合いめいた悠ゆう長ちような恋れん愛あいごっこは、海の女の流りゆう儀ぎではない。

「──よしっ！」

　気合を入れなおして服を着込み、何度か深呼吸して気を落ち着ける。それで腹を決めて、ポルミは青年の待つ部屋に戻もどっていった。

「──た、ただいまー！　ごめんな遅おそくなって。ちょっとは気分良くなった？」

　自然を装いすぎて逆にこわばった声で話しかける。油のランプで照らされた部屋の中、寝しん台だいに横になったマシューは、相変わらずぼんやりした視線を天井にさまよわせていた。

「……ああ、なんとかマシに……悪いな、せっかく来てくれたのに迷めい惑わくかけて……」

「気にすんなって。海じゃアタシが世話になったじゃん」

　言いつつ、ポルミはそれが当然とばかりに、青年と同じ寝しん台だいに腰こし掛かける。いつものマシューなら慌あわてふためくような状じよう況きようだが、いかんせん彼も酒が回っていた。現在の自分の立場に気付かないまま、ぽつぽつと口を動かす。

「……海、か。そういや、そうだったかな」

「そうそう。っていうか、最初はアタシが色々やらかしたし……。ちゃんと謝ってなかったからさ、あれからずっと気になってたんだ」

　会話を繫つなげていくうちに、ポルミの口から自然と本音がこぼれていた。何もかも慌あわただしかった出会いの日々。しかし、今にして思えば、心残りはいくらでもあったのだ。

「アンタが船に乗ってきた頃ころ、馬ば鹿かみたいにいじめてごめん。その、正直──アンタたちが妬ねたましかったんだ。アタシと大して年も変わらないのに、何回も手て柄がらを上げて英えい雄ゆう扱あつかいされてたからさ。せめて海の上では負けたくないと思って偉えらそうに振ふる舞まってたら、あんな感じの嫌いやなやつになっちゃってた。……本当に、ごめん」

　その謝罪を済ませないことには何も始められない。切実にそう思って、かつて船の上でいびり倒たおした青年に彼女は詫わびる。少しの沈ちん黙もくを置いて、マシューは真顔で口を開いた。

「……マスト、登らせてくれたよな。帆桁ヤードの端はしっこに紐ひも結んでさ、あれ取ってこいって」

「ごめん……」

「生魚も食わせてもらったな。飯食いに行ったら皿の上に一切れだけポツンって載のっててさ。なんだっけ？　壊かい血けつ病びようを防ぐために食べるとかなんとか」

「…………ほんと、ごめん……」

「おれ、あの頃はおまえに何て呼ばれてたっけ？　ちょっと思い出せないんだけど、ここでもっかい言ってみてくれるか？」

「…………………いじわる……」

　顔がうつむき、ポルミの目元に涙なみだがにじみ始める。彼女の肩かたが小こ刻きざみに震ふるえているのを見て取ると、マシューも苦笑を浮うかべてからかうのを止やめた。

「悪い、調子に乗りすぎた。──過ぎたことはさ、もういいんだよ。イクタが言ってたんだ──間ま違ちがいを犯おかしたやつを、責め立ててなじっても始まらないって。おまえは確かに一度間違ったけど、そこから先の反省を誤らなかった。じゅうぶん合格点だと思うぜ、それ」

　死線を共に潜くぐり抜ぬけた相手に送る、それは率直な本音だった。彼女の力がなければ、マシューもまた戦いの中で海の藻も屑くずと消えていたのだから。

「それよりも、あの時はその後が大変だったんだよな……。最初の遭そう遇ぐう戦せんでイクタが怪け我がしてたから、おれが代わりに軍議に出るハメになってさ。ユルグス大たい将しようや他の海かい軍ぐん高官を相手に一席ぶたなきゃならなくて、めちゃくちゃ緊きん張ちようしたっけ……。ぜんぜん自信なかったのに、イクタは名指しでおれを推おすし、ヤトリもヤトリで何も文句ないって言うし……」

　ポルミとの会話を呼び水に、その頃ころの記き憶おくが蘇よみがえっていく。血中に溶とけ込んだ酒しゆ精せいと一いつ緒しよに、全すべての思い出は懐なつかしさを伴ともなって全身を循じゆん環かんしている。

「人を乗せるのがうまいんだ、あいつらは。そういう時も息がぴったりでさ。ぜんぜん乗り気じゃなくても、いつの間にかやってやるかって気持ちにさせられてる。

　だからかな──おれは、あいつらに仕事を認められるのが、いちばん嬉うれしかった。上官に誉ほめられた時より、先せん帝てい陛へい下かに叙じよ勲くんされた時より、ずっとずっと……何より嬉しかったんだ」

　誰だれにも言ったことのない本音が、青年の口からふとこぼれ落ちて──続く声がわななく。

「なのに──なんで死んだ」

　ポルミが息を吞のんで振ふり向く。相手の胸むねに穿うがたれた底知れない虚きよ無むを、彼女はそこに見て取ってしまった。

「ヤトリ──なんで死んだ。イクタ──どうして戻もどって来ない。おまえらがいなかったら……おれはこの先、誰に向かって手て柄がらを誇ほこればいい？　誰の背中を目指して歩けばいい？」

　両目から大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれ出し、青年はそれを両りよう腕うでで覆おおい隠かくす。──少しも立ち直ってなどいない。たった二年で吞み込めるわけがない。炎えん髪ぱつの少女という存在が欠け落ちたことで生じた隙すき間まは、二度と埋うまる当てのないまま、冷たい風をびゅうびゅうと吹ふき抜ぬけさせている。

「おまえらの──おまえらの背中を、ずっと追って来たんだっ。おれだけじゃない。トルウェイもハロも、お姫さんも、ずっとずっと、そうやっておまえらの後に付いて来たんじゃないかっ。おまえらに導かれて進んできたんじゃないかっ。──なのに、なのにっ！」

「マシュー……」

　ポルミには何も言えなかった。沈ちん黙もく以外のあらゆる言動が封ふうじられていた。目の前の青年を苛さいなむ悲傷が、自分ごときには決して癒いやせないものだと悟さとってしまったから。

「──ちくしょう。独ひとりだ。

　おまえらがいない戦場で、おれはひとりぼっちだ」

　親に置き去りにされた子供のようにマシューが呻うめく。それを否ひ定ていする言葉を持ちえないまま、ポルミニュエはただ、彼の隣となりに寄り添そい続けるしかない。
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　エリーネフィン・ユルグス海かい軍ぐん大たい将しようとの面会が済んだところで、その日に予定されていたシャミーユの務めはひとまず決着した。傍そば付つきの武官たちと共に深しん緑りよく堂どうを後にした彼女は、その足を御ご所しよのさらに奥おくにある壮そう麗れいな建物──寵ちよう姫きたちの住居として知られる後こう宮きゆうへ向けていた。

「──余よはしばし後宮で過ごす。宮中の警備を怠おこたるな」

「了解であります」

　近この衛え兵へい長ちようのルカーンティ・ハルグンスカ大たい尉いが即そく応おうする。主君を部屋まで送り届けた後、彼女はそのまま近辺の守しゆ衛えいを続ける手て筈はずだった。

　御ご所しよから続く渡わたり廊ろう下かを抜ぬけていき、後こう宮きゆうに至る門を前にして、近この衛え兵へいたちは一いつ斉せいに足を止める。本来の住人と、その世話のために配備された人員を除のぞけば、ここに入ることが許されるのは原則として皇こう帝ていその人だけだ。部屋までの送そう迎げいを任されたルカーンティは唯ゆい一いつの例外に当たった。

　重い門が背後で閉じる音を聞きながら、女じよ帝ていとその騎き士しは後宮の廊下を進んでいく。彫り細工の施ほどこされた石いし壁かべは重厚にして絢けん爛らんそのものだが、それ以外に美術品の類たぐいはまったくと言って良いほど見当たらない。かつて屋内を所ところ狭せましと飾っていたそれらは、新たな皇帝の即そく位いと共に、財源として片かた端はしから売り払われていた。

　美術品ばかりではない。この後宮の中には、すでにひとりの寵姫も存在していなかった。先帝の御み世よに国中からかき集められた美女たちには、少女の即位と同時にとっくに暇ひまが出されている。彼女らの代わりに後宮の住人となったのは、ただひとりの男──口が裂さけても寵ちよう童どうなどとは呼べない、シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクにとっての唯ゆい一いつ無む二にの存在だった。

「ルカーンティ」

「は」

　見通しのいい廊下を進みながら、ふと女帝が騎士に話しかける。ルカーンティは背筋を正して続く言葉を待つ。

「後こう悔かいしているのではないか」

　思いもしなかった問いを向けられて、彼女は目を白黒させる。相手の戸と惑まどいを見て取り、シャミーユは補足した。

「二年前に余よの側そばに付いたことを、だ。傍そば付つきを任じてから今に至るまで、そなたには汚よごれ仕事ばかりさせている。今は亡き兄君に胸むねを張れぬようなことばかりを」

　淡たん々たんと言いつつ、女帝は足を止めて騎士を振ふり向いた。その顔には、相手の忠義を嘲あざ笑わらうかのように酷こく薄はくな笑みが浮うかんでいる。

「ことに最近は──『首くび斬きり騎士』などと、そなたを呼ばわる声もあるほどだ」

　禍まが々まがしい異名が耳を打つ。それについてしばらく考えた末に、しかしルカーンティはあっさりと首を横に振っていた。

「ずいぶん手慣れたことは、確かでありますが。嫌いやな仕事をさせられている、と思ったことはないのであります」

　す、と女帝の口元から笑みが消え去った。黄金の瞳ひとみが騎士の顔をじっと見み据すえる。

「……面白い。その心を申してみよ」

「誰だれかの首を刎はねる時、小官は確かに血を浴びます。けれども、その流血によって生じる責については、陛下が悉ことごとく持ち去っておられるのであります」

　気け圧おされることも委い縮しゆくすることもなく、ルカーンティは思うままを口にする。何の気負いもない自然体の応答。女じよ帝ていの前でそれが出来る人間は、すでに片手の指に満たない。

「小官が確かに分かるのはひとつだけ。シャミーユ陛へい下かが、御おん身みの全力でもって帝てい国こくの人々を守ろうとなさっているという事実であります。それは誰だれにとっても厳しく辛つらい形で、御自身が忌いみ嫌きらわれることさえ厭いとわずに」

　厳しい視線に晒さらされながら、ルカーンティはそれでも健けな気げに笑みを浮うかべる。女帝のそれとは対照的な、何の含ふくみも持たない、無む垢くさを絵に描かいたような素そ朴ぼくな笑顔。

「その根本が二年前から何ら変わらぬ以上、小官に悔くいるところはないのであります」

　なるほど、と内心で感服して、シャミーユ陛下は無言のまま歩みを再開する。──いつ何時に揺ゆさぶりをかけても、この騎き士しの娘むすめは決して動じない。ヤトリシノ・イグセムが彼女を名指しで遺のこしたことには相応の必然があったのだと、この二年で女帝は何度となく実感させられている。

　後こう宮きゆうの中でも特に奥おくまった位置にある扉とびらの前に辿たどり着くと、少女は騎士を振ふり向かないまま背中で告げた。

「……ここまでで良い。誰が来ようと部屋には通すな」

　いつも通りの主君の要求に、ルカーンティは胸むねを張って請うけ合ってみせる。

「お任せあれ。何を隠かくそう小官、首くび斬きりよりも狐きつね除よけのほうがよっぽど得意なのであります」

　力強く言ってのける騎士の娘。その率直さにひそかな羨せん望ぼうを覚えながら、そんな内心はひた隠したまま、女帝は扉の中に姿を消した。







　寵ちよう姫きたちのために用意された部屋の全すべてには、入り口からメインの居室に至るまでに、必ず控ひかえ室が設もうけてある。まだ色直しが済まないうちに皇こう帝ていと寵姫が顔を合わせないように──そういった両者への配はい慮りよだ。

「──────ふぅ」

　もはや意味を持たない慣例ではあったが、それでも心の準備が出来ることは、少女にとって素直にありがたかった。彼を訪ねるに当たって、その胸が高鳴らずにいられた試しは、未いまだかつて一度もない。

「──入るぞ、ソローク」

　気持ちが落ち着いた頃ころ合あいに、そう断って扉をくぐる。途と端たん、もはや数えきれないほど目にした光景が、過去とほとんど変わらず目の前に広がった。

　部屋はさほど広くない。一いつ般ぱん的てきな庶しよ民みんの寝しん室しつを少し大きくした程度で、それに合わせるように、家具や調度の類たぐいも素朴なもので統一されている。ここで日々を過ごす彼が少しでも落ち着けるようにという配慮だった。

　部屋の奥には窓まどがあるが、そこから覗のぞくのは外というよりも中庭だ。保安上の問題から広い視界は設けられず、代わりの慰なぐさめとして色とりどりの花か壇だんが設もうけてある。朝から昼にかけては小鳥が下りてきて、そこで歌を歌って聞かせてくれた。

　そして、窓まど際ぎわに置かれたひとつの寝しん台だい。その上に、現在の後こう宮きゆうにおける唯ゆい一いつの住人の姿がある。うつむき気味に上体のみを起こした姿勢で、黒い両目は窓越ごしの中庭を見下ろしたまま微び動どうだにせず。少女の入室を受けても、何ひとつ反応を返さない。

　この二年を通じて何ら変化のない、イクタ・ソロークの現状がそこにあった。

「こんにちは、シャミーユ、シア。今日も訪ねてくれたのですね」

　ベッド脇わきに置かれた椅い子すの上から、光ひかり精せい霊れいクスが主に代わって来訪者を歓かん迎げいする。シャミーユの口元に柔やわらかい微笑ほほえみが浮うかんだ。ここ以外では決して浮かべることのない、彼女の素の表情だ。

「クス、ソロークの様子はどうだ？」

　話しかけつつ寝台に歩み寄り、彼女もまた隣となりの椅子に腰こし掛かけた。クスは静かにかぶりを振ふる。

「昨日と変わらず、静かなままです。今日も会話は出来ませんでした」

　部屋を訪れるたびに繰くり返される報告を、そうか、と少女は冷静に受け止める。人の心の機き微びを知る光精霊は、そこに必ずフォローを加えることを忘れない。

「けれど、食事は摂とっていますよ。氷で冷やした発はつ酵こう乳にゆうと、あとは新しん鮮せんな果物が喉のどを通りやすいようで。シャミーユが色々と試してくれたおかげで、ここしばらく瘦やせた印象はありません」

「ならば良い。毒見を重ねて冷めきった食事など、ソロークには食べさせられぬからな」

　自分自身が宮きゆう殿でん住まいだった頃の記き憶おくを思い返しつつ、苦笑気味にシャミーユは言う。そんな彼女を横目に、クスは同じ空間にいる他三体の精霊に呼びかける。

「シア、ルネ、フィオ。あなたたちもこちらに」

「了りよう承しよう」

　少女のポーチから抜ぬけ出した火ひ精せい霊れいシアが、クスの呼び掛けに応こたえて床ゆかを歩き始める。寝台の枕まくら元もとにいた水精霊と風精霊もそれに倣ならった。シア以外はイクタの生活に不便がないよう、後宮内の使用人たちから預けられているものだ。

「いつも通り、私たちは控ひかえの間に。灯あかりが欲しくなったら呼んでください」

　ふたりの逢おう瀬せに野暮を挟はさまぬよう、精霊たちは控えの間に移動していった。彼らがいなくなって静けさを増した部屋の中、長いこと言葉を選んだ末に、シャミーユはそっと口を開く。

「……脚あしの傷は痛まないか、ソローク。今日のようによく晴れた日などは、中庭を歩いてみるのもよいと思うが」

　返答はない。が、それはいつものこと。少女は話題を変えて話し続ける。

「今日、ナナク・ダルとスーヤ・ミットカリフが、そなたへの面会を求めて謁えつ見けんに来たぞ。余よは断って帰したが、その……もしや、どちらかに会いたかったか……？」

　黙だまっていればいいものを、罪ざい悪あく感かんから口を突ついて出た言葉だった。が、それを聞いてもやはり、イクタの表情には何の動きもない。

「……愚ぐ問もんであったな。話を変えよう……」

　安あん堵どを感じてしまった自分に吐はき気を覚えながら、少女はなおも言葉を継ついだ。

「──先日だが、陸りく軍ぐん大たい佐さナイアン・ミトカズルクによる反乱を鎮ちん圧あつして帰き還かんした。二年前の政変から数えて、国内での大規模な反乱はこれで五度目だ。

　彼奴きやつが立て籠こもった要よう塞さい都市ガルルジャンの攻こう略りやくに当たって、早期陥かん落らくのために、いささか非道なやり口を用いたのだがな……その点をシバ大たい将しように[image: 叱]しつ責せきされてしまった。かの悪名高い『刑けい帝てい』を喩たとえに出されて、な」

　自じ嘲ちようを浮うかべて膝ひざに手を置き、シャミーユは深く息をつく。

「その通りかも知れぬ。事実、いかにも豪ごう胆たんなあの男と違ちがい、マシューは余よを恐おそれつつある。最近は視線に怯おびえが混じるのだ。……今はまだ、余の考えを理解しようとする必死さと一いつ緒しよに、ではあるが」

　忸じく怩じたる思いでそう告げた。女じよ帝ていの顔では決して口に出せない弱音の羅ら列れつ。

「対照的に、トルウェイは徹てつ底ていして余に付き従う肚はらのようであるな。……この二年でもっとも変わったのは、間ま違ちがいなくあの青年であろう。最近の覚かく悟ごの据すえ方には、往年のイグセムを思い起こさせるものすらある」

　イクタは何も言わない。その沈ちん黙もくに向かって、少女はなおも語り続ける。

「今となってはハロが、そのふたりを互たがいに、そして余のもとに繫つなぎ止めてくれる最後の縁よすがだ。仮に今、不ふ慮りよの事故で彼女を失ったなら……もはや『騎き士し団だん』は原形を留とどめないやもしれぬ」

　掠かすれ声で不安を口にする。その間、少女の肩かたはずっと小こ刻きざみに震ふるえている。

「敵を討うつ以前に、まずもって味方を失うことに怯えなければならぬ。滑こつ稽けいであろうソローク。だが、これが当然の有り様なのだ──ひとたび揺ゆらいだ秩ちつ序じよの再建に当たって、恐きよう怖ふ政治という劇薬を選んでしまった愚おろかな君主には」

　膝に置いた両手を見下ろし、それが血でべっとりと濡ぬれている様を、彼女は幻げん視しする。

「すでに多くの首を刎はねた。この機に乗じて謀む反ほんを試みる軍人、この期ごに及およんで既き得とく権けん益えきを手放さぬ貴族……我関せずを決め込む民衆さえも、もはや例外とはならない。事の当事者は彼らなのだ。この国の行く末に、彼らこそが率先して関わらねばならないのだから」

　あるいは懺ざん悔げのように。誰だれにともなく喋しやべり続けていた彼女が、ふと顔を上げて、黒くろ髪かみの青年に弱々しい微び笑しようを向ける。

「だが、ソローク……。それももはや全すべて、そなたには関わりなきことかもしれぬな」

　瞳ひとみに諦てい念ねんがにじむ。彼が沈黙し続けることの必然を、少女は誰よりも知っている。その欠落が永遠に埋うまらないのだと知っている。だからこそ、

「そなたに何かしろなどと、もはや口が裂さけても余は言わぬ。代わりに、ただ……ただここに居てくれればよい。余の過あやまちを、余の悪わる足あ搔がきを、じっと背中から見届けてくれれば──それでよい。それだけでよいのだ」

　椅い子すから立ち上がって寝しん台だいに歩み寄る。自みずからの手で籠かごの中に囲い込んだ男を前に、シャミーユはどうしようもなく声を震ふるわせる。

「ナナク・ダルは問うていた。そなたを後こう宮きゆうに囲って、余よは一体何をするつもりかと。すぐさま問い返したいのを必死に堪こらえねばならなかった。──何が出来るというのだ？　余に、余に一体何が」

　寝台の上に体を乗り出し、伸のばした右手の指先で、相手の頰ほおにそっと触ふれる。

「そなたの心は永遠にヤトリのもの。ならば、身体からだだけでも──か」

　ひと思いに抱き寄せたい衝しよう動どうに襲おそわれた。妄もう執しゆうじみたその情念を、それでも少女は唇くちびるを嚙かんでしりぞける。

「出来ぬ、な。それをしてしまえば──余はその時こそ、己おのれの醜みにくさにへし折れてしまう」

　ほとんど引き剝はがすようにして、シャミーユは頰に触れていた指を戻もどし。それに代わって、シーツに力なく沈しずんでいた青年の右手を、両りよう腕うでで胸むな元もとに抱きしめる。

「だから……手のひらひとつ分。これだけでいい」

　そこから伝わるのは、かつて彼女の命を救ってくれた温度。彼女の中に淀よどんだ闇やみを打ち払い、かくあるべき贖しよく罪ざいの未来を垣かい間ま見みせてくれた、シャミーユにとって唯ゆい一いつ無む二にの救い。

「これだけは、赦ゆるしてくれぬだろうか。見み逃のがしてはくれぬだろうか。
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　この温ぬくもりに縋すがることだけは、どうか余よに……」

　頰ほおを伝ってこぼれた涙なみだが一いつ滴てき、青年の腕うでに落ちて肌はだを濡ぬらす。

　少女の哀あい願がんに答える者のないまま──籠かごの中の時は、どこまでも緩かん慢まんに流れ続ける。
















　ナナク・ダルらとの引見から二日後の夜、午後九時過ぎ。

　この日この時。現世に息づく中でもっとも忌いま々いましい人物の参さん内だいを受けて、女じよ帝ていは並々ならぬ殺気をまといながら翠すい緑りよく堂どうの玉座に腰こしをかけていた。

「──このような夜よ更ふけにまで、貴様の顔を見なければならぬとはな」

　開かい口こう一いち番ばん、目の前の臣下に向かって、彼女は心底からの侮ぶ蔑べつを打ちつけた。が、それを耳にした本人は、仮面じみた笑みを少しも崩くずさずに応じる。

「これは手厳しい。私としたことが、知らぬ間に陛へい下かのご機き嫌げんを損ねてしまいましたか」

「冗じよう談だんを言え。貴様が私の機嫌を取る方法があるとすればただひとつ、あらん限りの苦痛に悶もだえてみせることだけだ」

　主君の罵ば声せいを浴びた帝てい国こく宰さい相しようトリスナイ・イザンマが愉たのしげに笑う。二年前の事変から今日に至るまで──この男だけがただひとり、何ひとつ変わらぬまま狂きよう気きを振ふりまいている。

「…………」

　女帝の双そう眸ぼうが溶よう岩がんじみた殺意に澱よどむ。今すぐ八つ裂ざきにして犬に食わせたい──顔を合わせるたびに抱いだいてやまない狂くるおしいまでの衝しよう動どうは、しかし最低でも今より三年先まで果たされる見込みがない。目の前の怪かい物ぶつを排はい除じよするための試みは、この二年の間で思いつく限りに試し尽つくされたが、その全すべてが失敗に終わっているのだ。

　先せん帝ていの名みよう代だいとして皇こう帝てい権力を乱用した宰さい相しようトリスナイ・イザンマ。第三皇おう女じよシャミーユが新帝に即そく位いしたことで、その権力基き盤ばんは足元から崩くずれ去ると見る向きもかつてはあった。彼が先帝から預けられていた大権は、シャミーユの即位によって正式に彼女の所有となったのだからと。──それがとんでもない楽観だったと分かるのは、彼女が即位してから間もなくのことだ。

「──『帝てい国こく宰相たる立場の者は、政務の円えん滑かつな引ひき継つぎを企き図として、皇帝の崩ほう御ぎよから五年間は罷ひ免めんされぬものとする』か。何度思い返しても大した駄だ文ぶんであるな。余よの知らぬ間に、この国の法典は貴様の落書き帳へ堕だしたらしい」

「ふふふ、滅めつ多たなことを口にされてはなりません。……もとより先帝の御み世よに定められた法は、いかに現皇帝といえども、その死後五年は覆くつがえすことが許されない。君主の代だい替がわりによって国政が混乱を来たさぬための伝統ある取り決めです。何もおかしな点はございますまい？」

　嬉き々きとした顔で狐きつねは言う。事実、その点においてのみ、先帝の権限は今を生きるシャミーユに勝まさるのだ。彼女が自みずから先帝の決定を踏ふみにじれば、先帝から受け継いだ帝位そのものを否ひ定ていすることになる。皇族の動向を監かん視しする傍そば付つき精せい霊れいの目に、それは明確な反逆行こう為いとして受け止められることになるだろう。

「……笑わせる。傍付精霊が二体存在する現状も、貴様に言わせれば当然というわけか」

「勿もち論ろんですとも。先ほども申したように、私が先帝陛下に預けられた権限の一部は未いまだに生きておりますから。傍付精霊の存在はその事実を実体として保証するものです。となるとやはり、陛へい下かと私の双そう方ほうが有していなければ筋が通りますまい？」

　現皇帝として大権を有するシャミーユと、名代として先帝の権限の一部を保持するトリスナイ。この前例のない拮きつ抗こう状態を受け入れるために、傍付精霊は自らが一体きりであるという前提を捨てなければならなかった。現在の女帝のパートナー──炎えん髪ぱつの少女から受け継いだ火精霊シアは、すでに傍付精霊としての機能を備えて彼女の傍かたわらにある。それと同時に、従来の傍付精霊もまた、トリスナイの下もとでその機能の一部を維い持じしているのだ。

「宰相としての権限が生きている限り、貴様の命にかかっている例の保険も健在。……もはや苛いら立だちを通り越こして呆あきれすら覚える。我が身ひとつを保つだけのことに、よくもそこまで無法の限りを尽くせるものだ」

　例の保険。帝国宰相と大だい司し教きよう神しん官かん位いの合わせ技によって、トリスナイ・イザンマの死亡に「国内に存在する精霊全個体の停止」という法外な不利益を背負わせたとするもの。

　今もって事の真しん偽ぎは不明のままであり、これの隙すきを突ついた暗殺の試みも多く考案されたが、ひとつも実行には至っていない。というのも──ペナルティの発生条件であるとされる「トリスナイの殺害」と「殺害に準ずる行為」の判断基準が、傍付精霊の側で極きわめて広こう範はんだったからだ。

　本人から傍そば付つき精せい霊れいを取り上げる行こう為いを始めとして、意思疎そ通つうが出来ないよう猿さる轡ぐつわなどを嚙かませる行為、意に沿わない行動や発言の強要、はたまた移動の自由を奪うばう措そ置ちに至るまで、傍付精霊によって「殺害に準ずる行為」として警告されてしまう。

　……実際のところ、この辺りはシャミーユが試すまでもなく、二年前の時点でイクタがひと通り実験してあったのだ。その上で全すべてを潰つぶされたからこそ、トリスナイによる戦せん況きようのかく乱に最後まで歯止めをかけられなかった。それから二年の歳月を費ついやしても、未いまだに女じよ帝ていは狐きつねの保身に隙すきを見み出いだせていない。それどころか、不ふ慮りよの死で国家を道連れにされないよう、特別な保護を考えてやらねばならないという有様だった。

「我が身可愛かわいさでは断じてございません。私が生きてこの世にある限りは、微び力りよくを尽つくしてシャミーユ陛へい下かの聖務をお助けすることが叶かなうのです。なればこそ八方手を尽くして今に至るのですよ」

「生きて余よの務めを助けたいと申すか。だが、そう口にする貴様を一刻も早く挽ひき肉にしたいと望んでいるのは、他ならぬ余なのだがな」

　殺意を宿して輝かがやく黄金の瞳ひとみ。その威い圧あつさえ悦えつ楽らくとして受け止めて、狐はひとり身み悶もだえする。

「ふふふ……！　ご意向に沿って忠ちゆう誠せいを示すにやぶさかではありませんが、そちらは畏おそれながらまたの機会に。今は緊きん急きゆうの報告がございます故ゆえ」

「……述べよ。その間だけは、貴様と同じ空気を吸う不快に耐たえてやる」

　もはや毎度の慣例と化した憎ぞう悪おの表明をそこで切り上げて、シャミーユは佞ねい臣しんに奏そう上じようを促うながす。トリスナイは面おもてを上げてそれを開始した。

「では端たん的てきに申します。──時間稼かせぎはそろそろ限界でございましょう」

　女帝の目元がぴくりと震ふるえる。トリスナイが先手を打って諸もろ手てを上げた。

「誤解なきよう初めに弁明しておきますと、キオカに潜せん入にゆうさせた工作員たちはよく働いております。すでに数度にわたって大規模な内乱を引き起こし、あちらの政まつりごとと軍を存分に苦しめたことでしょう」

「望ましいことだ。そのまま続けてはどうなのだ？」

　毒をもって毒を制す。その理ことわりに則のつとって、女帝はトリスナイをキオカへの工作活動に参加させている。実働に回しているメンバーの一部は、二年前に狐が手足として用いた内ない諜ちよう部隊の面々だ。工作活動それ自体の目標とは別に、未だ底の知れないトリスナイの国内への影えい響きよう力りよくを目減りさせる意図もある。

「そうしたいところですが、生あい憎にくと仕込みが尽きてしまいました。私の手持ちはもとより、過去にレミオン大たい将しようやイグセム元げん帥すいが放っていた間かん者じやまで残さず利用いたしましたが、それでも二年の時を稼ぐのが精いっぱい。今後も工作は続行しますが──組織的な反乱を起こさせることまでは、もはや難しいでしょう。彼らの働きは情報収集の一助となるに留とどまります」

「それが報告か。つまり、そなたは余を失望させに来たのだな」

　女じよ帝ていの瞳ひとみにはっきりと軽けい蔑べつが宿る。その瞬しゆん間かん、狐きつねは大おお仰ぎように両りよう腕うでを広げてみせた。

「滅めつ相そうもない！　むしろ私は、事の成功を報しらせに参じたのです」

「──なんだと？」

「この二年の間に、陛へい下かは見事な働きをなさいました。第一に、三つに割れた帝てい国こく軍ぐんをひとつに再編し、イグセムの失しつ陥かんによって揺ゆらいだ軍規を自みずからの強権でもって再び引き締しめられた。野心を露あらわにした軍人が蜂ほう起きするたびに、自ら戦場に出向いて己おのが武ぶ威いを示される──まさにかくあるべき君主の姿。どうして喜ばずにいられましょうか。カトヴァンマニニクの神しん秘ぴの血統は、御おん身みの代をもってついに蘇よみがえったのです！」

　唐とう突とつに始まった一人舞ぶ台たい。熱のこもった視線で女帝を見やり、トリスナイは歓かん喜きの表情で喋しやべり続ける。

「内政面での働きもそれに劣おとらず素晴らしい。閣かく僚りようの大半を失って機能不全に陥おちいった国政を、この短期間でよくぞ使えるレベルまで取り繕つくろったものです。下級官かん吏りからの人材の登用、内閣の再編と人員の配置、はたまた育成の方針──どれかひとつでも大きく誤っていれば、さぞや悲ひ惨さんな結果になっていたことでしょう。しかし陛下は無事に成なし遂とげられた。それは御身がこの国の構造・欠陥を総体的に理解されていたことの証明に他なりません」

　シャミーユの背中に怖おぞ気けが走る。相手の言葉が一切の世辞を含ふくまない本心からの賞賛だと分かる、だからこそ不快感に耐たえかねた。この怪物の望むことを成している。そう考えるだけで、二年間に成してきた仕事の全すべてを水すい泡ほうに帰したいと願ってしまうほどだ。

「金策についても思い切られた。腐ふ敗はい貴族たちが溜ため込んでいた財物はもとより、宮中にあった帝てい室しつ財産の大半を売り払われましたな？　それを国政と軍組織の再建に費ついやすのみならず、戦乱で死した兵士たちの遺族への見み舞まい金きんに惜おしまず当てられた。実に優先順位を弁わきまえておられる！　金の切れ目は縁えんの切れ目──このような時勢だからこそ、兵士たちの首輪はきつく締めておかなければなりません！」

　相手の心情などお構いなしに、トリスナイは女帝の功績を一方的に称たたえ続ける。それは賞賛の形をした評定だった。少女がどれだけの水準で自らの理想とする君主像をなぞったか、その出で来き栄ばえを評価するための。

「横領が常態化していた勅ちよく任にん官かんたちの首をすげ替かえたことによって、各州では徴ちよう税ぜいの効率も上向いております。不届き者どもの粛しゆく清せいは綱こう紀きの引き締めも兼かねて一石二鳥。この国の主権者が誰だれであるか、今やそれを疑う者はおりますまい」

「──黙だまれ狐！　どれひとつとして根本の解決にはなっていないであろうが！」

　延々と続く演説に耐えかねて、女帝は一いつ喝かつでそれを制した。

「一時的な活かつ況きようは恐きよう怖ふ政治の恩恵だ。だが、そんなものは余よが脅おどしているから成り立っている仮かり初そめの安定に過ぎない。国の構造それ自体が変わっていないのだから当然であろう。軍と政まつりごとの安定が一個人の能力に依い存そんする──それ自体が極きわめつけの不安定だとまだ分からぬのか？

　喩たとえるなら、余よは今、両手でそれぞれ蓋ふたを持って別々の鍋なべを抑おさえている状態だ。力を緩ゆるめればたちまち吹ふきこぼれる上、でなくとも時間が経たてば経つほど鍋の内の圧力は上がっていく。工夫もなく同じことを続ければ、煮にえ湯を頭から浴びる日も遠くなかろう！」

　息を切らして少女は怒ど鳴なり立てる。自みずからが優すぐれた君主の末席に名を連つらねるなどと、彼女は初めから露つゆほども思っていない。むしろ暴君、暗君の類たぐいであることを自認している。だからこそ、その所業を賞賛されるほどの不ふ愉ゆ快かいは他になかった。

　激げつ昂こうする君主とは裏腹な、憎にくらしいまでに穏おだやかな笑みを浮うかべて、トリスナイは慈じ愛あいすら感じさせる口調で言い添そえる。

「恐きよう怖ふをもって人を従えているうちは、そうした懸け念ねんに駆かられるのも致いたし方かたないことです。しかしながら、陛へい下かの歩まれる王道は未いまだ入り口にあり。いずれは恐怖を上回る威い厳げんによって万民を服従せしめる、それこそが御おん身みの定め。私は何も心配しておりません」

「狂きよう人じんは気楽であるな。そうやって夢だけを見ていればいいとは──」

　苛いら立だちに駆られながら、女じよ帝ていは必死で自制を利かせていた。この場で嚙かみ合わない議論を続ける意味は何もない──そう自分に言い聞かせて、やっとのことで皇こう帝ていの本分に立ち返る。

「……話を戻もどす。時間稼かせぎはもはや限界……つまり戦いくさ支じ度たくが必要だと、貴様は言いたいのか？」

「左様です陛下。キオカの侵しん攻こうが再開するのは、もはや時間の問題なれば」

「よかろう。国境の防備を強化する」

　不毛な応おう酬しゆうを断ち切って結論を口にする。が、トリスナイはなおも引き下がらない。

「結構ですが、それだけでは足りません。──キオカの対外戦略の基本方針を、陛下は覚えておいでですか？」

　問われたシャミーユがぴたりと動きを止める。これまでの妄もう言げんとは違ちがい、その質問に無視出来ない意図があることを感じ取って。

「──『敵の敵を味方にする』。かつてシナーク族に蜂ほう起きを促うながしたように」

　冷静に正答を口にした彼女に、狐きつねはよく出来ましたと言わんばかりの満面の笑みを向けた。

「そう、もっとも警けい戒かいすべきは内側の敵。その観点で国内を眺ながめた時、シナーク族以上に不安定な立場にいる人々の存在に、陛下ならばお気付きになるはずです」

　相手の言わんとするところを理解した瞬しゆん間かん、女帝は親指の爪つめを嚙んで視線を落とす。

「……アルデラ教団、か」
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「──帝てい国こく内のアルデラ教関連団体。彼らを焚たき付けて、ひと騒そう動どう起こすことになるだろう」

　キオカ共和国首都ノランドット。整然とした街並みの中央にそびえ立つ、白くまばゆい大理石の議会議事堂。その内部に設もうけられた主席執しつ政せい官かん用の執務室に、不眠ねむらずの輝き将しようと側近の副官二名が、再び呼び集められていた。

「ラ・サイア・アルデラミン神しん聖せい軍ぐんによる山やま越ごえ侵しん攻こうから、帝てい国こく内のアルデラ教徒たちは日常的な不安に苛さいなまれていると推察出来る。宗教面における正義が自国の外へ乖かい離りしてしまったのだから当然だね。わけても神官たちの動どう揺ようは大きい。敬けい虔けんな者ほど教義と現実の板いた挟ばさみに悩なやみ、そうでない者も、身分を保証してくれる母体と切り離はなされたことを不安がる。そこを突ついて行動を起こさせることは、我々ならじゅうぶんに可能だろう」

　戦略の構築に至った根こん拠きよを説明しつつ、執しつ政せい官かんは手の中で知恵の輪を弄もてあそぶ。今日のそれは複雑に折れ曲がった三つの金管からなっており、いつにも増した難なん易い度どの高さを予感させた。

「目的はいくつかある。帝国内の世情を混乱させるため、決戦に先さき駆がけて軍事的に戦力を削そぐため──まぁ、この辺りは今までやってきた内乱誘ゆう発はつ施し策さくと変わらない。決戦の時期が来るまで、私たちのやり口は一いつ貫かんしてこれさ」

　一度機会を逃のがしてしまってもいるしね、とアリオは軽い口調で茶化す。表向きはそれを冗じよう談だんとして流しつつも、ジャンは胸きよう中ちゆうに悔くやしさの炎ほのおが燻くすぶるのを抑おさえかねる。

「だが今回は、これらの戦略目標にも増して重要な点がもうひとつある。計画の実行に伴ともなう敵てき陣じん営えいの混乱を突いた、『白はく翼よくの太たい母ぼ』エルルファイ・テネキシェラの奪だつ還かんだ」

　捕ほ虜りよとなった知ち己きの名前を出されて、三人の表情が一いつ斉せいに引き締しまる。仲間を助ける任務には常よりも高い士気をもって取り組んでしまう。アリオは微笑ほほえんだ。多くの軍人に刻きざまれた条件反射は、この場の彼らにしても例外ではない。

「知っての通り、私は自分が見み出いだした人材にはこだわる。彼女もまた君たち同様、キオカにとっては替かえの利かない人材なのでね。長期休きゆう暇かはこの辺りで切り上げて、そろそろ私の手元に戻もどって来てもらいたい」

「Ｙａｈ。彼女がいなければ、再編後の第四艦かん隊たいの戦力は大きく低下するでしょう」

「それもあるし、彼女の存在は政治的な意味でシンボリックなものでもある。まだまだ一枚岩とは言い難がたい今のキオカで、いささか奔ほん放ぽうに過ぎるとはいえ、あれほど博愛を体現している人間は他にいない。今のうちから高級将校にはそういう人間を据すえておきたいんだ。戦争が終わった後の勢力図を考えるならね」

　戦争で大きな活かつ躍やくを見せた軍人は、一線を退いてからも多方面で大きな影えい響きよう力りよくを保持する。その原則を踏ふまえたアリオの方針に、ハッラーは腕うでを組んで感心の素そ振ぶりを見せた。

「さすがに遠大な視野をお持ちだ。執政官閣かつ下かはすでに戦後を考えておいでですか」

「どちらかと言えばそっちをずっと考えていたいんだよ、私は。平和を愛する男なのでね。戦乱の時代に生まれてしまった我が身の不運をいつも嘆なげいている」

　露ろ骨こつにため息をついてみせる執政官。ミアラの眉まゆ根ねがわずかに寄ったのを、彼は見み逃のがさない。

「……めちゃくちゃ噓うそくせぇー。今のはそう思ってる顔だね、ミアラ君」

「え──そ、そんなことは考えていません！」

　図星を突つかれたミアラが泡あわを食って否ひ定ていする。その内心を手に取るように把は握あくしつつ、ジャンも苦笑気味に声を上げた。

「そうですよ閣かつ下か。たとえ胸むねの内でつぶやくにしても、彼女はそんな汚きたない言葉を使いません。『執しつ政せい官かん閣下のうかがい知れない本心は、きっと表向きの言動と大きく乖かい離りしておられるに違ちがいない』……含ふくむところがあるとしたら、おそらくこんな感じではないかと」

「ジャンまで……！　からかわないでください！」

　すっかり笑いの種にされたミアラが憤ふん慨がいして顔をそむける。アリオが肩かたをすくめた。

「言葉を字じ義ぎ通りに受け取ってもらえないのは政治屋の悲しい宿命だね。まぁ、それはさておき──シナーク族の時と同様、今回も帝てい国こく内で計画を手引きする仲間が必要だ。レミオン派による内部監かん査さで工作員はずいぶん炙あぶり出されてしまったから、前と比べても作戦の難なん易い度どは高いだろう。亡ぼう霊れいたちに連つらなる身として、ミアラ君、その点についてはどう思うね？」

　真しん剣けんな眼まな差ざしがミアラに意見を求める。その圧力に、彼女も佇たたずまいを正して口を開いた。

「……敵の警けい戒かいは上昇し、こちらの干かん渉しよう力りよくは減げん衰すいしている。確かに不安はあります。その上で必勝を期すなら、思いきって眠れる者を起こすべきかと」

　亡霊間での隠いん語ごでもって提案する。しばらく考えた末に、アリオは口元を吊つり上げた。

「確かに、この段階なら虎とらの子こに手をつけるのも悪くない。となると、白羽の矢が立つのは彼女かな？」

「ええ、彼女ならば」

　自信をもって請うけ合うミアラ。その隣となりで、ジャンも同意を込めてうなずきを重ねた。
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「──少しよう佐さ殿どの、朝早く失礼します。郵便です！」

　身支度を終えた彼女が歯を磨みがいている途と中ちゆうで、表からノックの音と共にその声が届いた。慌あわてて口をゆすぎ、小走りで玄げん関かんへ向かって扉とびらを開ける。

「お手紙ですか、ありがとうございます。すいません、いつも部屋まで運んでもらっちゃって」

　顔見知りの配達担当兵へ、ハロはいつも通り気さくに声をかける。相手の顔にも人ひと懐なつっこい笑みが浮うかんだ。

「気き遣づかいは無用です、佐官以上の方々にはそうした決まりですので。ベッケル少佐殿もすでにその地位にいらっしゃるのですから、もっと堂々と我らを顎あごで使ってくださらねば」

「あはは、それはまだまだ慣れませんねー」

　彼と玄関口でいくらか雑談を交わして別れると、ハロは渡わたされた何通かの封ふう書しよを抱えて身をひるがえす。居室に向かって歩きながら、ひとつひとつの差出人と内容を確認していった。

「来月からの配置と、お給料の明細と……あ、ハンナおばさんからのお手紙も。なんだか懐なつかしいなぁ、ユナクラ州の皆みなさんは元気にやっていますかねー」

　ひとつひとつ封ふうを開けて内容を検あらためていくうちに、その手の動きがぴたりと止まる。

「……実家から？」

　ベッケル家より。表面にそう書かれた封書を開けて、ハロは中の手紙に視線をやる。

「………………」

　文面は、一見してごく普ふ通つうの父親からの手紙。家族全員の近きん況きよう報告に加えて、娘むすめの生活を案じての[image: 叱]しつ咤た激げき励れいが書き連ねられている。

「……はぁっ……はぁっ……」

　何でもないその文章を読み進めるにつれて、ハロの息いき遣づかいが加速度的に激しくなっていく。文字列の中に巧こう妙みように織おり交ぜられた暗号。理性を超こえて深層意識にまで訴うつたえかけるメッセージ。

「……はぁっ……はぁっ……、はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁっはぁっはぁっ───！」

　異変はやがて震ふるえに変わって全身を満たし、それは頭ず蓋がいに直接響ひびく声となって結実する。




　──目覚めの時間だ、パトレンシーナ。




「はぁっ─────────！」

　極限まで絞しぼりつくされる肺はい腑ふ。過呼吸の臨りん界かいで漂ひよう白はくされた意識が、そこでぷっつりと途と切ぎれる。







「──すいません少しよう佐さ殿どの、もう一通ありました！　他の手紙に紛まぎれていてうっかり！」

　手落ちに気付いて戻もどってきた配達担当兵がドアを開けると、そこから覗のぞく居室には、いつもと変わらず穏おだやかな微笑ほほえみを浮うかべるハロの姿があった。

「──はい。ありがとうございます」

「いやはや、顎あごで使えと自分で言った矢先に申し訳ない。──ん？　それは……ご実家からのお手紙ですか？」

　渡わたし損ねた一通を差し出したところで、彼女が手にしていた手紙が目に入る。つかむ時に力を入れすぎたのか、指の形にひしゃげている部分があるのが少し不自然だった。

「──ええ。弟たちからはよく来るんですけど、両親からは珍めずらしいんです。今日は久しぶりにもらっちゃいました」

「そうですか、良い弟君をお持ちで羨うらやましいですな。私も故こ郷きように妹がいるのですが、これがとんだ筆ふで不ぶ精しようでして。ここ数年は新年の挨あい拶さつひとつ寄よ越こしません」

　苦笑を浮かべて打ち明ける兵士。ハロは口元に手を寄せてくすくすと笑う。

「うふふ──でも、わたしの実家も厳しいところですよ。今回の手紙でも怒おこられちゃいました。どうせお前は仕事もせず寝ねてばかりいるんだろう、いい加減に夢から覚めて働け！　って」

「それは手厳しいですな。私の目から見ても、少しよう佐さ殿どのはじゅうぶん以上に働かれているというのに……。──おっと、ついつい雑談に興じてしまいました。小官はこれにて失礼しますが、どうぞごゆっくり手紙を楽しまれてください」

　気を遣つかって会話を切り上げて、兵士が部屋を後にする。その背中をぼんやりと見送った後、ハロはふぅと物もの憂うげに息をつく。

「──もう。……本当に、ずっと寝かせていてくれるなら良かったのになぁ」

　口調に微び妙みような変化が生まれる。表情や振ふる舞まいのひとつひとつが幼おさなさを帯びていく。

「おやすみなさいハローマ・ベッケル。代わりにおはよう、パトレンシーナ。

　ああ、思い出してきた──そうね、わたしは最低の人間だもの。ここにずっといられるわけがないじゃない」

　とてとてと窓まど際ぎわまで歩いていくハロ。降り注ぐ日差しを満身に浴びて、うーんと唸うなりながら、彼女は寝起きの猫ねこのように背筋を伸のばす。

「──楽しかったかな、悲しかったかな。今日までたくさん、お友達と一いつ緒しよに泣ないたり笑ったりしたのかな。でもね、その先はないんだよ。夢の時間はこれでおしまい」

　身近な誰だれかに囁ささやきかけるように、明るい部屋の中でたった独ひとり、ハロはつぶやき続ける。

「わたしの目が覚めたらね、良かったことも悪かったことも、この手がぜんぶ台無しにするの。

　それがわたしたちの宿命。思い出したでしょ？　さ──だから行かなきゃ。外はとてもいいお天気！」

　無む邪じや気きな声と、無む垢くな瞳ひとみと、どこまでも虚うつろな笑顔。全すべてが変わり果てていた。かつてハローマ・ベッケルであった女がまとう雰ふん囲い気きは、すでに血の通った生者のものではない。

「素敵な仕事を始めましょう。わたしの仕事を始めましょう──」

　足取りは雲のように軽く、口ずさむ歌は小鳥よりもなお朗ほがらかに。

　長い眠ねむりから目覚めた最悪の亡ぼう霊れいが、この日の朝、誰知らず世の中へと放たれた。





〈了〉












あとがき




　気持ちも新たに新章開幕。こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。

　シリーズ八巻を迎むかえて、物語の視点となる人物が大きく様変わりしました。国や陣じん営えいを異にする多くのキャラクターたち、彼らそれぞれの思おも惑わくを見て取っていただければと思います。

　というわけで、本編についてはここまで。今回は猫ねこの話でもしましょう。

　ウチには現在二匹の猫がいます。うち一匹は皆みなさんご存知、このシリーズの著ちよ者しや近きん影えいを独どく占せんしているメインクーンなる種類の大型猫。でかい上に長毛種でもあり、放っておくとすぐに全身毛玉だらけのモコモコした巨きよ大だいなかたまりになってしまうので、小まめなブラッシングが欠かせません。もし毛玉化が末期に至った個体を森の中とかで見かけたら、動物というより妖よう怪かいに見えるんじゃないでしょうか。

　もう一匹は対照的にちっこいスコティッシュフォールド。まだ二歳にもならない青二才です。何かあるとすぐに歯を剝むき出してシャーと唸うなる反面、機き嫌げんがよくなると場所を選ばずお腹なかを上にしてコロンと寝ね転ころがります。その腹をワシャワシャと撫なでながら、「なぁ、お前は野性をどこに落っことして来たんだい？」と語りかけることもしばしば。

　それでふと思ったのです。人類が滅ほろび去った後、こいつらは野生に帰れるのか？　と。

　大自然への帰き還かん不能点というものがあるとすれば、それを過ぎてやいないかと心配なのです。同じく人類の良きパートナーである犬の場合だと、野生に戻もどって[image: 逞]たくましく生きている姿が想像しやすい。カタストロフィ後の世界には野犬がよく似合います。例外は……たぶんチワワぐらい。

　しかし、猫は？　核かくの炎ほのおに包まれて人類がいなくなった後の地球に、はたして猫の居場所はあるのでしょうか。愛らしさにステータスを全ぜん振ふりしてしまった彼らに、無む慈じ悲ひで過か酷こくな原始の世界を生き延びることが叶かなうのかどうか。不安でなりません。猫は……猫ははたして……。




　ここから先は、シリーズの執しつ筆ぴつに当たってお世話になっている皆様にご挨あい拶さつを。

　イラストレーターの竜りゆう徹てつ先生。今巻も素敵なイラストをありがとうございます！　こちらの遅おくれからスケジュールを圧あつ迫ぱくしがちで申し訳ありません。そのお詫わびは年末に改めて……。

　コミック版作者の川かわ上かみ先生。話数を重ねるごとにキャラと画風がどんどん馴な染じんできて、電でん撃げきマオウの発売が毎月楽しみでなりません。いち読者として先を楽しみにしております！

　担当編集の黒くろ崎さきさん。今年も何かと迷惑かけまくりで恐きよう縮しゆくです……。編集者としてのブレないスタンスに常々救われております。

　そして最後に、この本を手に取ってくださったあなたに向けて、今年最大の感謝を！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。








本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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